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　ＰＲＯＬＯＧＵＥＩ　壊こわれていく夢の中で──






　あの頃ころの夢ゆめを、よく見る。

　遠いあの頃。




「いいか？　俺おれの手を握にぎって、絶ぜつ対たい離はなすな!?」

　少年が、そう叫さけぶ夢……




　少女はそのとき、ただ、ただ、呆ぼう然ぜんとするばかりだった。

「…………」

　死だ。

　みんなが、みんなが死んでいく。

　そこには死が溢あふれていた。

　爆ばく風ふうが、稲いな妻ずまが、焔ほのおが、みんなを焼いて、焦こがして……

　嘲あざわらう大人たち。

　逃にげ惑まどう子こ供どもたち。

　泣き叫ぼうが、命を乞こおうが、力がないものは、殺される。




　そのただなかで、少女は呆然と涙なみだを流すばかりだった。

「こんなの……もう……」

　嫌いやだった。うんざりだった。日々繰くり返される、訓練という名の虐ぎやく殺さつ。この虐殺の中を生き残ったものだけが、この孤こ児じ院いんにいることを許ゆるされる。

　生きることを許される。

「いやだ……こんなのもう、いやだ……」

　昨日話した友達が、目の前で倒たおれ伏ふし、殺される。

　次々と、次々と、友達──いや、同じ孤児院の家族だった者たちが殺されていく。

　そんな光景を目まの当たりにしながら、自分は必死で逃げ続けなければならない。

　明日死ぬかもしれない命を守って、逃げ続けなければならない……

　それがもう、うんざりだった。

「もう、どうでもいい」

　そう思った。だから動くことをやめたのだ。考えることをやめたのだ。

　すると、目の前に立った大人が、私を見て嘲い……

「あきらめた奴やつから死んでいけ」

　腰こしの剣けんを引き抜ぬき、振ふり上げる。

　それでも彼女は動かなかった。このままなにもしなければ死ぬ。それはわかっているのに、彼女はなにもしなかった。

　だって……




　死ぬのは生きるのよりきっと、ずっと楽そうだったから……




　これで、友達が死ぬのを見なくてすむと思った。これで、死の恐きよう怖ふで眠ねむれない夜を、もう恐おそれなくてすむと思った。

　楽になれると……

　が……

「馬ば鹿か野や郎ろう！　なにやってんだてめぇは!?」

「へ!?」

　突とつ然ぜん背せ中なかを蹴けり飛ばされる。

　瞬しゆん間かん、彼女の体は吹ふっ飛ばされ……鋭するどく振り下ろされてきた剣は、空を斬きる。

　彼女がとっさに振り向くと、そこにはどこから現あらわれたのか、黒くろ髪かみの少年が、訓練官を叩たたき伏せ、彼女のほうをにらみつけて、

「なにやってんだよ！　おまえはまだ、ここでは死なないだけの力があるだろうが！」

　そんなことを言ってくる。その少年を、彼女は知っていた。

　ここローランド三〇七号特とく殊しゆ施し設せつの中では、有名な少年だった。

　黒い髪に黒い瞳ひとみ。引き締しまった、身軽そうな体たい躯くに、整った綺き麗れいな顔。

　ライナ・リュート。

　成せい績せき優ゆう秀しゆう。頭ず脳のう明めい晰せき。異い様ように高い戦せん闘とう能のう力りよくと魔ま法ほう知ち識しき。そしてずば抜けた生せい存ぞん能力。

　いつも彼は、この孤児院のお手本だった。彼のようになれといつも言われていた。

　彼は別べつ格かくだった。

　この孤児院の中でも特別の扱あつかいを受けていた。

　完かん璧ぺきな戦闘マシーン。

　悩なやむことがない。

　恐怖することがない。

　取り乱みだすことがない。

　死ぬことがない。

　彼のようになりたいと、彼女は思っていた。

　目の前で誰だれかが死んでも、悲しまないでいられるようになるなら。

　自分の死に、怯おびえなくてすむようになるなら。

　楽になれるなら……

　しかし、その彼が、彼女を見て、

「てめぇぶっとばすぞ。死ななくていい奴が、死ぬんじゃねぇよ！」

「……へ？」

　言ってることがわからなかった。

　なにやら怒おこっているようで……

　でも、あのラヽイヽナヽ・リヽュヽーヽトヽがそんなふうに取り乱すわけがないのだ。

　そう、教えられている。

　だから彼が、

「なにを言ってるのか……」

　するとさらに彼は激げつ昂こうして、

「なにをじゃねぇよ。おまえの成績だったら、まだ、ここで死ぬようなレベルの人間じゃないだろ！　じゃあ、生きろよ！　生きたくても、死にたくなくても、死ななきゃいけない奴らがいっぱいいるのに、甘あまえてんじゃねぇ！」

　なんてことを言われて……

　なぜか、涙なみだがでてきた……

「……あ、甘え……？　でも、もう私、みんなが死ぬの見たく……」

　が、彼女の言葉はそこで止まってしまった。少年がそれに、ひどく、ひどく悲しそうな顔をしたから。

　そして、うめくような、小さな声で、

「…………そんなの俺だって……見たくねぇんだよ。だから……」

　彼がそう言う間にも、まわりには死がどんどん増ふえていく。

　人が死んだ。

　人が死んだ。

　それを見つめて、ライナは目を細めた。

　感情のない、戦闘マシーンのはずのライナ・リュートが、悲しげに目を……

　彼女はそのときの、彼の表ひよう情じように息を呑のんだ。

　彼は、人間だったのだ。

　仲間が死んで悲しい。人が死んで悲しい。助けられなくて悲しい。自分だけ生き残るのが悲しい。

　私と一いつ緒しよだ……

　彼女はそう思った。自分となにもかわらない。同じ苦く痛つう、同じ悲しみ。

　それでも彼は生きようとしていて……

　せめて生き残る力があるものだけでも、死なないでくれと願っている。

　そうじゃなきゃ……自分だけが生き残るという罪ざい悪あく感に耐たえられないから……

　孤児院のあこがれの存そん在ざい。彼のようになれれば、全すべての悩みが消えると思っていた、あこがれの存在。

　しかし、そんな彼はいなかった。

　本当の彼は、まるで強くなんかなくて……




　それに気づいてしまって、彼女は絶ぜつ望ぼうした。

　結局、悩むことのない、完璧な存在になんてなれないのだ。毎日がつらくて、つらすぎて、だから彼のようになりたいと思ってたのに。彼も同じ悩みを抱かかえていて……

「でも……」

　彼女は小さく呟つぶやく。

　ライナは悲しそうに細めた目を、すぐに見開いた。そして振ふり向いて、一歩横にずれる。すると彼が元いた場所に魔ま法ほうの稲いな妻ずまが落ちてきて……

　信じられない動きだった。

　稲妻の魔法を、よけたのだ。それも、眼めで見てよけたのだ。

　そんなことができるとは思えなかった。

　もしできるとすれば、予知能力があるか……

　全ての魔法が見えているか……

　そこで、彼女は気がついた。

　彼の黒い瞳ひとみに、朱しゆの五ご方ほう星せいが浮うかびあがっているのを……

　五方星……朱の五方星が浮き上がった特とく殊しゆな瞳。

　その瞳を、彼女は知っていた。

『複アルフア写・ステイ眼グマ』と呼よばれる能力。それを持つものは忌いみ嫌きらわれ、そして、化ばけ物ものと呼ばれる。誰もがそヽれヽを恐おそれ、嫌い、化物と呼ぶ。

　彼はその五方星で周囲を見つめてから、彼女を振りかえって……

　彼女の視し線せんに気がついた。

　彼女が、彼の瞳をのぞきこんでいることに。

　瞬しゆん間かん。

　彼はまるで隠かくすかのように、眼を押おさえ、

「あ……う……」

　小さくうめいた。

　それは、怯おびえるような声こわ音ねだった。

　知られることを恐れる声。

　嫌われることを恐れる声。

　でも……

　彼女はそれに微ほほ笑えんでいた。

　もう、わかっていた。彼は完かん璧ぺきじゃなくて、彼女と同じ悩みを抱えていて……

　あこがれの場所ではなかったけど……

　でも、彼は弱くて、そして、私の助けを求めている。

　彼女はそっと、手を伸のばした。

　すると彼は驚おどろいたように眼を見開き……

「…………」

　それから彼女の手を取って起きあがらせる。

　人が死んでいた。

　人が死に続けていた。

　そしてその戦場を、彼は一度見み渡わたすと──

　言った。




「いいか？　俺の手を握にぎって、絶対離はなすな!?」




　その言葉に、彼女は決して彼の手を離さないと誓ちかった。




　たとえ彼が、誰かに化物と呼ばれようとも。




　たとえ彼が、どれほど壊こわれていこうとも。









　第一章　未来への約束　






「……あんなぁ……おまえ、無理って言葉の意味、知ってるか？」

「ん。それは例えば、無ヽ理ヽ矢理女を襲おそうライナ・リュートとかの無ヽ理ヽか？」

「…………なぜそんな例え？　……ああ、まあいいや。んじゃ、無む謀ぼうって言葉の意味は？」

「無ヽ謀ヽな変へん態たい色しき情じよう狂きようライナ・リュートという犯はん罪ざい者しやの名前は最近よく耳にするな」

「しねーよ……ってああもう、だからそうじゃなくて……」

　言ってから、ライナ・リュートは気だるそうにため息をついた。

　場所はネルファ皇こう国こくの領りよう地ちにある、早朝の森。

　寝ね癖ぐせそのままの黒くろ髪かみに、やる気という言葉が消しよう滅めつしている、猫ねこ背ぜ気味の長身痩そう躯く。

　なぜか、ローランド帝てい国こく魔ま法ほう騎き士し団だんのみが着ることを許ゆるされている、白はく鎧がいとローブがあわさったような特とく殊しゆな戦せん闘とう服ふくを身に纏まとってはいるが……そんな戦闘服でさえ、彼が着ると、寝ね巻まきに見える……

　そして万年眠ねむそうな緩ゆるんだ黒い瞳ひとみはいま、森の先、木々の切れ間から見える砦とりでのような建物をぼんやり眺ながめていた。

　しばらくそれを眺めてから、振ふりかえる。

　するとそこには、美女がいた。

　本当に信じられないほどの美女が、切り株かぶにゆったりと座すわっている。

　木こ漏もれ日に輝かがやく、艶つややかな長い金きん髪ぱつ。青く澄すんだ、切れ長の瞳。異い常じようなほど整った顔に、スタイル抜ばつ群ぐんの体には、革かわ製せいの鎧よろい。腰こしにはその華きや奢しやな腕うでにはそぐわない剣けん。

　輝くばかりの美び貌ぼう。

　まあ、なぜかいつもまったくの無表情なところが気になるところだが……

　しかしそれも、彼女の冷たい魅み力りよくを引きたてる要よう素そにすぎない。

　ただの美女じゃないのだ。その姿すがたは、女め神がみを思わせた。美の女神。彼女を見れば、誰だれもが感かん嘆たんし、拝おがみたくなるほどの神こう々ごうしい美貌を持っていて……

　しかし、ライナはそんな彼女を見つめて吐と息いきをもらすでもなく、完全にあきれきった表情で言った。

「……ってかおまえ、俺おれの話真剣に聞いてないだろ？」

　すると彼女は少し真剣な表情で彼を見つめ、

「ん？　その言葉は心外だな。少し……傷きずついたぞ。私はいつでも真剣なのに。どうしてそう思……ふもんぐぬもも？」

「喋しやべってる途と中ちゆうにだんご喰くうんじゃねぇえええええええええええええええええ!!」
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　そう。

　美の女神フェリス・エリスは現げん在ざい、だんごに忙いそがしかった。

　それにライナはさらに深いため息をついて、

「ってか、だんご喰いながら喋ることの、どこが真剣なんだよ」

　するとフェリスはあっさり、

「うむ。だんごに真……」

「うっさいわ！」

　もううんざりした表情でライナは叫さけんでから、

「まあいいや。んじゃ、だんご喰いながら聞け。で、あそこに見えるの、ありゃ、砦だよな？」

「んむ」

「見ただけでわかるけど、えらい数のネルファ皇国の兵士たちに守られてるように見えるのは、俺の目の錯さつ覚かくじゃないよな？」

「むも」

「ってことは、警けい戒かい厳げん重じゆうってわけだ。それも兵士に守られてる。まあ、あん中に、この地方に伝わる重要文化遺い産さんが収おさめられてるって噂うわさだから、納なつ得とくなわけだ。国をあげてあそこを守ってる。そうだな？」

「あむあむ」

「で、もう一度聞くぞ。そんな場所に、俺たちたった二人で乗り込んでいって、中の遺産を盗ぬすむってのは、無理だったり無む謀ぼうだったりするんじゃないのか？　って俺はさっきから聞いてんだが……どうだろう？」

「………………」

　するとフェリスは、まるでライナの言葉に考え込むかのように目を細めた。最後のだんごをほおばり、それを食べ終えてから、お茶をすする。

　そして食べ終わると立ちあがって、

「しかし今日もだんごはうまいな。さて、そろそろいくか」

「はぁ!?　俺の話はどうなったんだよ？」

　するとなぜかフェリスが、急に怯おびえた表情になり、

「なんだ？　おまえのぶんのだんごはないぞ？」

「ンな話してねぇえええええええええええええええええええ！」

　ライナが叫んだ瞬しゆん間かん、ヒュゴ！　という甲かん高だかい音とともに、目にも止まらぬ速さでフェリスの剣けんが引きぬかれ、彼の首くび筋すじに突つき付けられた。

「あう……」

　それにライナがうめく。

　フェリスが言った。

「おまえの考えなど誰だれも聞いていない。あそこには我われ々われが探さがしている勇者の遺物があるかもしれないから、我々はあそこにいく。おまえがレポートに書いたのだろう？　危き険けんな、強大な力を持っているかもしれない勇者の遺物を、我々ローランド帝てい国こく以外の他国の手のうちに置いておくわけにはいかない……」

　なんてもっともらしいセリフを継ついで、ライナは半はん眼がんになって続けた。

「っていう王シオンの奴やつの理り不ふ尽じんな命令を聞かなきゃ、ローランドにあるおまえのお気に入りのだんご屋が潰つぶされちゃうってんだろ？　それはもう、何度も聞いたよ」

「その通りだ。あの極ごく悪あく非ひ道どうな王シオンに、私の大切なだんご屋の命運がかかっている。私がだんごの平和を守らずして、誰が守るというのか！」

　と、熱く語るフェリスに、ライナはさらにもう、疲つかれ果てたような表情で、

「はぁ……いや、もうだんごのことについてはあえて突っ込まないけどさ……でもだからって計画もなく、あんなところに乗りこんでいくのは危険だと思わないのか？」

　が、それにフェリスが鮮あざやかな動きで剣を腰こしに収おさめながら、ライナを見つめて、

「ふむ。おまえ、それを本気で言ってるのか？」

　なんてことを言ってきて……

「へ？　って？」

「だから、あの程てい度どの警戒網もうを、本気でくぐれないと思っているのか？」

　それに、ライナはもう一度砦とりでを見て、それからしばらく考え込むように腕うでを組んだ。

「…………」

　しばしの沈ちん黙もく。

　そして、

「あ～、じゃあ、言い方を変えよう。今日はほら、俺ってば朝起きた時から嫌いやな予感がするんだよ。なんか、そういうのってあるじゃん？　朝起きたらさ、あー今日学校いきたくねーとか、めんどくせーとか思って、そう思ってたらだんだん腹はらが痛いたいような気がしてきてさ……」

「で？」

「うん。だから……俺的に今日は日が悪いから、お前一人でいってき……」

　刹せつ那な。

　フェリスの手元が目にも止まらぬ速さで腰へと動き、ゴン！　という鈍にぶい音とともに、なぜかライナは倒たおれ伏ふしていた……

　フェリスはそれを確かく認にんすると、抜ぬき放った剣を再ふたたび鞘さやに戻もどしながら、

「ん？　どうしたライナ。急に倒れて」

「てめえが突とつ然ぜん頭殴なぐったんだろうが！」

「ほう。腹ふく痛つうの次は頭痛か？　忙いそがしい奴だな」

　しかしそれにライナは答えず、地面に倒れたまま頭を押おさえて、

「はうう……てか、まじで頭痛いし。もうだめだ。俺やっぱいけないわ。だからおまえ一人で……」

　が、その言葉も遮さえぎってフェリスが言う。

「ふむ。そんなに頭が痛いか。だが安心しろ。次はきっと、痛みは感じない。それどころか、まるで大空を飛びまわるような爽そう快かい感がおまえを待っているぞ。そう、首だけ大空を刎はね飛び回るような爽快感がな」

「…………おまえ……それ、ちょっとえぐすぎないか？」

　するとフェリスは神しん妙みようにうなずいて、

「現実とは得てしてえぐいものだ。さてと……」

　瞬間、ライナはあわてて飛び起きた。

「ああああああってちょっと待て！　現実とか言って腰に手をかけるな！　わかったから！　ほら、俺もなんか、腹痛も治って急に砦に乗りこむ気満々になってきたっていうか、やっぱ仕事が一番っていうか……」

　それにフェリスは突とつ如じよ、優やさしげに微び笑しようした。いや、目だけはあいかわらずの無感情のままだが、ライナを見つめて、

「ん。おまえが仕事熱心なのはわかった。だが、そんなふうに強がる必要はないぞ。頭も痛いのだろう？　ゆっくりしてろ。いますぐ私がおまえを楽にしてや……」

「だから剣を抜くんじゃねぇって言ってんだろ！　ったく……ああはいはいわかりましたよ。んじゃ、いくか」

　と、ライナはめんどくさげに頭をかきながら歩き出した。

　それにフェリスは再び剣を収めて、

「最初からそうすればいい」

「あのなぁ。おまえ、ちょっとは優しさとか、そういうもん見せたらどうだ？　俺ここんとこ、毎日仕事漬づけで疲つかれてんのにさ」

「ん？　私には毎日昼ひる寝ねをしていたようにしか見えなかったが？」

「だからそれが俺の仕事なん……ああ、嘘うそです嘘です。わかったから俺を殺すな!?」

「ん。それは困こまったな。それが私の仕事なのに。ライナ一日一殺が私のノルマなのだ」

「……………………おまえは自由でいいなぁ……」

　なんてことを言い合いながら、二人はネルファ皇国の兵士たちが厳重に守る、砦へと向かっていったのだった。




　　　　◆




　ちょうどその頃ころ……

　場所は遠く離はなれて、ローランド帝てい国こく。

　早朝の、冷たい空気。瑞みず々みずしい生いの命ちを感じさせる木々に、無む機き質しつな死を感じさせる石の群むれ。うっすらと朝もやがかかる幻げん想そう的な風景の中に、彼はたたずんでいた。

　高こう貴きな生まれを感じさせる、長い銀ぎん髪ぱつ。意い志しの強そうな金色の瞳ひとみ。そして、均きん整せいのとれた容よう姿し。

　シオン・アスタール。

　彼は、このローランド帝国で、もっとも有名な人間だ……

　前王の妾めかけの子であるにもかかわらず、かつてのエスタブール王国との戦せん役えきにおいての大活かつ躍やくで一気に軍上じよう層そう部ぶまでのし上がり……

　そして前王の悪あく政せいを指し摘てきし、あざやかな手て並なみで革かく命めいを起こした英えい雄ゆう王おう。一いつ触しよく即そく発はつの状じよう況きようだったネルファ皇こう国こくとの会談も成功させて、まだ、弱じやつ冠かん十九歳さいのこの王は、高い能のう力りよく、カリスマ性せい、容姿、政治手しゆ腕わん、その全すべての面で絶ぜつ大だいな支し持じを国民から集めていた。

　城じよう内ないの、彼を知るものは言う。

　彼は完全無欠な王だと。決して悩なやむことなく、決して迷まようことなく、全てを当然のように成功させていく。ずっとこのローランド帝国が待ち望んでいた、理想の王だ。

　城内の、彼を嫌きらう貴族たちは言う。

　いったい、あの男には弱みはないのか？　我々に仲間を殺されてさえ、にやにや笑ってあっさり受け流しおって。奴やつは血も涙なみだもない、冷血な王だ。

　城外の、彼を知らぬものも言う。

　あの王様は完かん璧ぺきだ。遥はるかに手の届とどかない、神のような存そん在ざいだ。きっと人間じゃないのだ。自分たちのように、くだらない、俗ぞくっぽいことでは悩まないのだ。あの王に命をあずけていれば、この国は安あん泰たいなのだと。

　だって、彼は英雄王なのだから。

　そう。

「…………くるのが遅おくれて、すまなかった……」

　彼は決して間ま違ちがってはいけなかった。決して悩んではいけなかった。揺ゆるがない、強い意志を感じさせる金色の瞳は、まっすぐに前しか見ないことになっているのだ。

　大切にしていた側近が……フィオルが反国王派はの貴族たちに無残に殺されても……

「………………」

　彼は笑っていなければならないのだ。なぜなら彼は、決して揺るがない瞳を持っているから。その程てい度どのことで悲しんだり、悩んだり、悔くやんだりしないことになっているから。

　しかし。

　そのときの彼の瞳は……

　ひどく悲しげに歪ゆがんでいた。

　目の前の墓はか石いしを見つめて……

「…………本当に、くるのが遅れてすまないフィオル。でも、おまえが殺されたあと、ネルファに表ひよう敬けい訪ほう問もんにいったりと、なにかと公こう務むが忙いそがしくてな。なかなか抜ぬけられなかったんだ……って言ったら、また、そんなに仕事ばかりしてたら体壊こわしちゃいますよって、おまえに叱しかられるかな？」

　言って、彼は弱りきった笑えみを浮うかべた。

　彼がいまいる場所は、墓ぼ地ちだった。

　貴族たちが埋まい葬そうされる、無意味に装そう飾しよく過か多たな墓地じゃない。平民が埋葬される、ありふれた、普ふ通つう墓地。そこは、長い戦役のせいで生み出された大量の死者たちを埋葬するために、申し訳わけに程度に増ぞう設せつされた墓地だった。

　この国の王がくる場所としては、ふさわしくない場所。

　たかが平民たちの墓地……

　だが、この国の王は、フィオル・フォークルと名前が刻きざまれた墓石にそっと手をかけ、そしてひざまずいた。

「俺おれが前に言ったことを覚えてるか？　俺は……国民はみんな平等であるべきだと言った。身分に差はなく、誰もが平等で、争いのない国を作りたいとお前に語ったのに……おまえに、あんなに偉えらそうに語ったのに……」

　シオンは地面を、激はげしく殴なぐりつけて言った。

「いまだに俺は、この国の貴族さえ掌しよう握あくできてない！　貴族たちの目から逃のがれるために、おまえを弔とむらうことも出来ない。おまえの葬そう儀ぎにでることもできない。こんなふうに隠かくれて、ここを訪おとずれることしかできない。俺がおまえを殺したのに……俺の力が足りないから、おまえは殺されてしまったのに……

　俺が、たかが王だという理由だけで、俺はおまえと同じ目線に立てない!!」

　そのままもう一度、地面を殴りつけようとして、

「まぁたシオン、おまえ、そのクセやめろって。そのうち拳こぶしが壊れるぞ？」

　突とつ然ぜん、横から強い力で腕うでをつかまれた。それにシオンがそっと顔をあげると、そこにはがっしりと、まるで鋼はがねのように引き締しまった体たい躯くの男が立っていた。

　赤い髪かみに、鋭するどく赤い瞳。

　この二十代半なかばくらいの男は、いまのローランドで、唯ゆい一いつシオンを呼よび捨すてにする男だ。

　クラウ・クロム少しよう将しよう。

　まだシオンが軍部、帝国元げん帥すいの座ざについていたころからの直ちよく属ぞくの部下で、いまは王になったシオンの護ご衛えい役も務つとめ、いまだ少将ながら、人望、実力ともに、ローランド帝国軍の実じつ質しつ上のトップの地位にある。

　そのクラウが、少し気まずげな表ひよう情じようで、

「おまえの言ってることはいつも正しいが、今おまえがやってることは間違ってる。その血がでた拳を見たら、フィオルの奴は間違いなく怒おこり出すと思うぞ？」

　それにシオンは自分の拳を見つめ、それから目を細めて、

「…………そうだな」

　小さく言った瞬間、

「あーあーあーあーもう。それもだよ。その暗い声。陰いん気きクセぇなぁ。俺だっていまちょっと大変なことになってて落ち込こんでるのに、お前がそんな面つらだと、よけい落ち込むじゃないか」

　なんてことを言ってきて、シオンは眉まゆをひそめる。そのまま真しん剣けんな表情で、

「大変なことになってる？　どうした？」

「おいおい、今度は俺の心配か？　おまえは自分がそんなに打ちのめされてるのに？　ンな人のことばっかり一生懸けん命めいになってたら、いつか死ぬぞ？」

　しかしそれにシオンは肩かたをすくめて、

「俺は別に……平気だよ。それよりお前から落ち込むなんて言葉は初めて聞いたぞ。そっちのほうが大問題だ」

　なんて言葉に、クラウはちょっと憮ぶ然ぜんとして言った。

「おまえ、俺をなんだと思ってんだよ。俺だって人間なんだぞ？　人ひと並なみに落ち込んだりするに決まってるだろうが」

　それにシオンは笑った。さっきの弱々しい笑いとは違ちがう、少し明るい笑え顔がお。それから、

「まあ、冗じよう談だんはともかく。なにを悩なやんでるんだ？」

　フィオルの墓前から立ちあがった。

　それにクラウはうなずいてから、

「いや、あ～、あれだよ。俺には実は、夢ゆめがあってな」

「夢？」

「ああ。夢。すっげー壮そう大だいな夢。でも、それがどうも、全然かないそうになくてさ」

「ほう」

　シオンがうなずいてから、

「どんな夢なんだ？」

　するとクラウは神しん妙みような表情で、

「世界中の女を俺のモノにするって夢」

「はぁ!?」

　瞬間、シオンは思わずそんな声をあげていた。

「っておまえ、真剣な顔でなに言……」

　が、シオンの言葉を遮さえぎって、

「ああはいはい。わかってるよ。馬ば鹿かみたいなこと言ってるのは俺だって知ってる。でも俺が言いたいことはそういうことじゃねぇんだ」

「……へ？　…………ふむ」

　いまいちわからないとばかりに相あい槌づちをうつシオンに、クラウは続けた。

「ただな、夢とか理想ってのは、なかなか叶かないそうにないから、夢とか理想って言うんじゃねぇのか？　ってのを言いたいんだよ俺は。違うか？」

　その言葉に、シオンの表情が変わった。

「…………そうだな」

　彼がなにを言わんとしているのかがわかったから……

　さらにクラウが続ける。

「それともなにか？　おまえは特別なのか？　おまえは王だから、理想的な世界を、あっさり作れるのか？　噂うわさに名高い英えい雄ゆう王おう様だから、俺と違って世界中の女をあっさりモノにできんのか？」

　シオンは首を振ふる。

　クラウはそれに満足げにうなずいてから、

「だろ？　夢をかなえるのは大変。ンなもん、子こ供どもだって知ってんだよ。もちろんフィオルだってな。天国で、理想をまだかなえられてないおまえを見て、文もん句くを言うような奴やつじゃない。違うか？」

「…………違わない」

「じゃ、気楽にいこうぜ。な？　フィオル」

　そう、クラウは墓はか石いしではなく、空に向かって問いかける。

「…………」

　答えはどこからも返ってこない。あたりまえだ。フィオルは、もう、いないのだから。

　だが、クラウはそのままシオンのほうを向いてきて、

「な。フィオルもそう言ってる」

　笑って言う。

　それに……シオンはクラウを優やさしげな瞳ひとみで見つめて言った。

「そうだな。ありがとう、クラウ」

　が、クラウはそれにうっとうしげな表情で、

「男に礼言われても気持ち悪いだけだな」

　そんな態たい度どにシオンは苦く笑しようしてから、急に悪いた戯ずらっぽい表情になって、

「それはショックだな。俺は実は、おまえのこと……ずっと前から愛……」

「だああうぜぇ！　まじ気持ち悪いからやめてくれ……って、ンな冗談はどうでもいいんだよ。それより……」

「ああ。そろそろ時間だな」

　そう言って、シオンもクラウがさっき見上げた空を眺ながめた。

　そして、誰だれかに語りかけるように、

「……今日初めて、おまえの妹に会うよ。ったく。正直どの面つら下げて会えばいいか……」

　が、それをクラウが遮って、

「安心しろフィオル。おまえの妹がもしシオンを恨うらんでても、俺が優しく抱だ……」

「っておま……相手はまだ十四歳さいだぞ!?　絶ぜつ対たい手ださせないからな！　出したら殺すぞ！」

「ほら聞いたかフィオル？　この王様は俺の自由恋れん愛あいの権けん利りすら奪うばい取ろうとする傲ごう慢まんな……」

　しかし、その瞬しゆん間かんだった。突とつ然ぜん突風が吹ふいて、どこからかとんできた木切れがクラウの顔面にあたりかけて、

「うお……!?」

　それをとっさによける。

　シオンもそれに驚おどろいて……

『…………』

　それからしばらく無言で、二人は呆ぼう然ぜんと顔を見合わせてから……シオンが言った。

　なぜか、嬉うれしげに笑いながら、

「ほら」

　続いてクラウも苦笑しながら肩かたをすくめて、

「あ～わかったよ。ったく。フィオルの妹は世界中の女をモノにする計画から外すから、怒おこんなって」

　なんて言いながら、二人は歩き始めた。




　フィオルの妹が待つ場所へと……







　クラウと並ならぶ、シオンが軍部にいたころからの部下、カルネ・カイウェルが提てい出しゆつしてきた資し料りようによる、フィオルの妹、エスリナ・フォークルのプロフィールはこうだった。

　シオンは庭園へと続く道を歩きながら、手元にある書類に目を落とした。




　エスリナ・フォークル。

　現げん在ざい十四歳。

　八歳の頃ころに両親を、前王の時代に起こった戦せん役えきで亡なくして以来、フィオルと二人、施し設せつで暮くらしていた。

　フィオルがシオンの側そばで仕えるようになってからは、フィオルの仕送りにより、施設から市し井せいの学校に通い始めることができるようになったが……

　いままで一度も学校に通ったことがなかったためか、当初の成せい績せきは最下位……

　しかし彼女は、兄の負ふ担たんを一日でも早く軽くするために、はた目から見ても、異い常じようとも思えるほどの努力を重ね、元来からの能力の高さもあったのか、ずば抜ぬけた成績により、学年を飛び越こして特進していく。

　書類にはそんなことが書かれており、続いて、カルネの論ろん評ぴようが続く。

　成績だけでいえば、事じ務む処しよ理り能力や、管理能力といった才能は、すでにフィオル・フォークルに並ぶほどだと思われます……

　彼女の周囲からの評ひよう判ばんは、彼女を嫉しつ妬とするものからの評価を除のぞいては『お兄さん思いの、健けな気げな娘こ』。

　僕ぼくの印象も同じで、しかし、思っていたよりもさらにしっかりとした芯しんを感じます。兄の死を伝えたときでさえ、彼女は泣くこともなく、まるで動じずに、冷静に事じ態たいを受け止めてい……




　しかし、そこまでで、シオンは資料を読むのをやめた。そのまま横を歩くクラウに書類を渡わたすと、しばらく無言で歩き続ける。

　と──クラウは資料を読み終わったのか、

「いい子だな。さすがフィオルの妹」

　言ってくる。

　それにシオンもうなずいてから、

「ああ…………いい子過ぎるよ。冷静に事態を受け止めている……だってさ……」

　そう、吐はき出すように言った。

　彼女は、たった一人の兄が殺されたのに、冷静に事態を受け止めたというのか？

　そんな……馬ば鹿かな。そんな馬鹿なことがあるわけがない……

　シオンはそう思った。

「まだ、十四歳なんだぞ？」

　彼女は兄の負担を軽くするために、努力を繰くり返していたのだ。たった一人の兄のために、一日でも早く彼を楽にするために。

　いつか、二人で幸せになるために……

　シオンには、その気持ちが痛いたいほどわかった。フィオルがそうだったから。

　妹のために、彼は懸けん命めいに働いていたから。彼は、異常とも思える努力をしていたから。

　なのに、自分は……俺おれは、彼になにをした？




　　　　◆




　シオンが住まう、ローランド城じようの中には、七つの庭園がある。

　船を浮うかべられるほどの池が三つ、どの季節でも、花が絶たえないように巧こう妙みように構こう成せいされ、無む駄だに広大で、維い持じ費ひもとんでもない額がくになる庭園……

　シオンは、かつてフィオルと、その庭園を歩いたことがあった。

　いつか、ローランドの貴き族ぞくたちを全すべて掌しよう握あくしたのちに、どの庭園を閉へい鎖さすれば、どれだけの税ぜい金きんが無駄にならないか、それをどこへまわせば一番効こう果か的てきかを試算してもらっていた……

　そのときはまだ、いまより少し暖あたたかい時期で、花もいまとは違ちがう、寒色ではなく、暖だん色しよくの、艶あでやかな色をしていた季節。

　フィオルは咲さき乱みだれる花々を眺ながめて、

「でも僕としては、この庭園だけは、残してもいいかなって思いますけどね」

　シオンはそれに、

「ん？　だがここは、城しろの中でも一番大きい庭園だぞ？　ここを潰つぶせば、費用効果は抜ばつ群ぐんだろう」

「それは、そうなんですが……でも、庭園がまるでない城も、なんか威い厳げんに欠けるじゃないですか」

「おいおい。な～んか、貴族みたいなこと言ってるぞフィオル」

「そうですか？　……そうかもしれませんね。でも、この庭園は他の庭園に比くらべても綺き麗れいだし……アスタール様が、ここで少しでも仕事を忘わすれて、心を休めることができたらなと思いまして。まったく、アスタール様は、ちょっとは自分の体のことも考えてください。仕事のし過すぎです！　食事もちゃんととらないし、寝ねないし……」

　なんていつもの説教が始まってしまい、それにシオンはあわてて、

「ああ、はいはいわかったから。でも、まあ、確かにここが綺麗なのは認みとめるよ」

「ですよね……」

　言ってから、フィオルは優やさしげな表ひよう情じようになって、

「……それに妹にも、ここを見せてあげたいし……」

　彼はそう言った。

　そしてシオンは……

「ん？　見せてあげればいいじゃないか」

「そう、簡かん単たんにはいきませんよ。アスタール様が仕事を休まないのに、僕が休むわけにはいかないでしょう？　妹を呼ぶ暇ひまもありません」

　なんてことを言ってきて、

「へ？　俺のせいなのか？」

　が、フィオルは首を振ふって、

「はは。冗じよう談だんですよ。もう少し、もう少ししたら一度、呼んでみようかと思います。アスタール様にも紹しよう介かいしたいし……でも、あともう少しだけ、この国が本当の意味でアスタール様のものになったときに……そう遠くない未来……この国が、分け隔へだてなく、誰もが笑うことができるようなそんな国になったら……きっとそのときは、僕も暇でしょうしね」

　それにシオンは、

「……そうだな。早く、そうなるよう、頑がん張ばろう」

「はい。でも、それは、そう遠くない未来だと思うんです。あなたが、この国の王になってくれたから……」

　そう答えながら、フィオルは楽しげに庭園の花々を眺めていた。

　彼はそのとき、なにを考えていたのだろうか？

　いつかくる、幸せな未来？

　誰もが笑って暮らせる、そんな未来？

　しかし。

　その未来は……こなかった……




　　　　◆




　やがてたどりついた庭園には、二人の人間が待っていた。

　一人は男。カルネ・カイウェルだ。

　緩ゆるやかなウェーブのかかった柔やわらかそうな金色の髪かみ。愛らしい碧へき眼がんに、華きや奢しやな印象を受ける彼は、クラウと同じ、革かく命めいの頃ころから、命がけでシオンのために働いてくれた、重臣の一人だった。

　カルネはシオンたちの姿すがたを見付けると、手を振ってきて、こちらに駆かけ寄よってくる。

「もおお！　おっそーい！　時間だいぶ過すぎてるじゃないですか！　まぁたクラウ先せん輩ぱいがシオンさんの邪じや魔まばっかりしたんでしょ！」

　それにクラウが、

「あぁ？　なんでそうなるんだよ。シオンのせいかもしれないだろ」

　するとカルネが肩かたをすくめて、

「それは絶ぜつ対たいないです！」

　言いきった。

「だってシオンさんは時間に遅おくれるような人じゃないし、それに！　先輩はそもそも、時間って概がい念ねんがわかってないんじゃないかってくらい、時間にルーズじゃないですか。こないだだって、デートの約束してた女の人との待ち合わせすっぽかして、僕があやまりにいかさせられたし！」

　が、クラウはそれに憮ぶ然ぜんとして、

「うわ。おまえ、あんな昔のこと、まだ根に持ってるのかよ？」

「はぁ!?　昔ってまだ一週間しかたってないじゃないですか！」

「ああん？　一週間はおまえにとっちゃ短いのか？」

「誰だれにとっても短いですよ！」

　それに、クラウはここぞとばかりに、にやりと笑って、

「へぇ。そうかそうか。誰もが短いと感じるこのたった一週間の間に、三人もの人妻と付き合っては別れたおまえにとっては、一週間ってのは長いんだと思って勘かん違ちがいしてたよ」

「って!?　な、な、なんでそんなこと知ってるんですか!?　あ、って違うんですシオンさん!?　これには深い事情があって……」

　と、あわてふためくカルネに、シオンは苦く笑しようして、

「すごいなカルネは。俺がネルファに訪ほう問もんする前には確たしか、パール卿きようの夫人と付き合ってるってのは聞いてたけど……」

　それにクラウが答えるように、

「そんなのはもう遥はるか昔。そっから数えて十二人目」

「だぁああ、だからなんでそんなこと先せん輩ぱいが知ってんですか!?」

「じゅ、十二!?　ちょ、ちょっと多すぎないか？　そのうち刺さされるぞ？」

　が、クラウは笑って、

「いや、全部が全部フラれて終わってるから大だい丈じよう夫ぶなんだよな？」

「あう……」

　それにカルネは半泣きになって、

「うう……新しい愛人ができたから、僕はもういらないとか……旦だん那なにバレそうだから、別れてくれとか……ああ、なんで神様は僕ばかりにこんな試練を……？　僕がなにか悪いことしたんでしょうか？」

　それにシオンとクラウは同時に、

『不ふ倫りんだろ』

「あう……」

　それにカルネがうめく。

　続いてクラウが、

「ったく、おまえいい加か減げん、熟じゆく女じよシュミやめろって。人様のものに手ぇだしたってロクなことになんねぇぞ」

「説教はいりません。なんですか。先輩だって旦那持ちと付き合って問題になったことあるクセに」

「馬ばぁ鹿か。あれはあの女が旦那がいること隠かくしてたのがいけないんだろうが」

　なんて会話をしている二人の横で、シオンは苦い、しかし少し嬉うれしげな笑えみを浮うかべながら、

「とりあえず、おまえら二人とも、もう少しひかえてくれると嬉しいな。こんなんでもおまえら、一いち応おう俺の重臣ってことになってるんだから。おまえらの素そ行こうの悪さは、直じかに俺の名声に響ひびくじゃないか」

「こんなん？　こんなんて言いましたか？　僕はまじめに恋れん愛あいしてるだけですよ？　ちゃらんぽらんな先せん輩ぱいと一いつ緒しよにしないでください！」

「ああ？　おいおいそりゃ聞き捨ずてならねぇな。人妻にしか興きよう味みがない変へん態たいと一いつ緒しよにされるのは困こまるぞシオン」

「変態!?　誰が変態ですか！　いくら先輩でも許ゆるしませんよ！」

「ああ？　おまえこそ誰がちゃらんぽらんだって？　くるか？　先輩への口の利きき方を教えてやらぁ」

「失礼な！　教えてくれなくてもいつも僕は敬けい語ごじゃないですか！」

「おまえの敬語の中には尊そん敬けいのその字も入ってねぇだろうが！」

　なんて言いあい。すぐにも二人は殴なぐりあいをはじめそうな勢いきおい。

　しかしそれに、シオンは思わず笑っていた。

　この二人が、本気でこんなふうに言い争ってるわけじゃないことを知っているから。

　まあ、いつもくだらないことで言いあいをしてはいるのだが……今日は違う。

　今日は……

　二人は、これからフィオルの妹と会う、シオンの気持ちが暗くならないようにしてくれているのだ。

　ちらちらと、こちらの様子をうかがいながら言いあいを続けるいまいち演えん技ぎがヘタな二人に、シオンは優やさしげに笑いながら、

「ったく、くだらないことに気を使うなって。でも、ま、ありがとう。さて、いこうか」

　言って歩き出すと、クラウとカルネはきょとんとした表ひよう情じようになってから、あわててシオンのあとを追いながら、小声で、

「ったく、おまえが演技がヘタだから気付かれたじゃないか！」

「先輩でしょう！　僕のは迫はく真しんの演技でしたよ！　人妻に愛を囁ささやく時くらい神しん経けいを使って演技したんですから！」

　なんてことを、声をひそめてるつもりなのかもしれないが……結局全すべてシオンに聞こえてしまってるところからしても、二人が演技がうまいわけなかった……

　そんな二人の会話をなんとはなしに聞きながら、シオンは前へと目を向けた。

　少女がこちらを、眺ながめていた。

　見覚えがあるような、整った顔。肩かたでそろえられた琥こ珀はく色いろの綺き麗れいな髪かみ。華きや奢しやな体と、その体から受けるか弱い印象とは反対の、意い志しの強そうな澄すんだ青い瞳ひとみ。

　その瞳が、近づいてくるシオンを見つけるなり、すっと細まり……

　シオンが彼女の前までやってくると、彼女は深々と頭を下げてきた。

「フィオル・フォークルの妹、エスリナ・フォークルです」

　続いてカルネがあわててエスリナの横に並ならび、

「えと、そういうわけで、シオンさん。彼女がそういうわけです」

　なんて説明に、クラウが、

「紹しよう介かいになってない」

「ああもう先せん輩ぱいはいちいちうるさいなぁ！」

　なんて会話に、小さく、笑うエスリナ。

　そんなエスリナを、シオンはあらためて見た。

　彼女は、質しつ素そな、白いワンピースを着ていた。他の装そう飾しよく品ひんはなにもない。化け粧しようっけもまるでない。フィオルには相応の給金をだしていたし、妹思いのフィオルはそのほとんどをエスリナのために仕送りしていたから、お金がないわけじゃないはずなのだが……
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　彼女はまるで贅ぜい沢たくをしていなかったのだろう。それだけでも、彼女の性せい格かくがわかるようだった。この歳としの少女が、服や化粧に興味がまるでないわけがないのに……本当に、兄の負ふ担たんを少しでも軽くするためだけに、日々努力していたのだ。

　他のことにはまるで目を向けることもなく……

　兄のために……

　その姿が、むしろ彼女を輝かがやかせていた……

　普ふ段だん、シオンの周りにいる、無む暗やみに金を使い、飾かざり立てるだけしか能のうのない貴き族ぞくの女たちとはまるで正反対の姿。

　しかしまだ若わかい彼女は、飾り立てる必要はまるでなかった。フィオルに似にた、将しよう来らい綺麗になることは間ま違ちがいなしの容よう貌ぼう。

　それに、シオンは顔をしかめた。

　まだ、彼女はフィオルが守ってやらなきゃならないのに……そう思ってしまって……

　殺したのは……

　力ない自分だ……

　シオンはそっと、口を開いた。

「……君のお兄さんに、僕ぼくはひどくお世話になりっぱなしで……」

　瞬しゆん間かん、彼女の表情が一変した。満面の、輝くばかりの笑え顔がお。そして、

「もったいないお言葉。陛へい下かにそう言っていただけるだけで、兄は泣いて喜ぶと思います」

　そう、言った。彼女は笑顔だった。

　本当に嬉うれしそうで。兄が死んだというのに、本当に嬉しそうで……

　俺おれのせいで、兄が死んだというのに……

　が、エスリナがシオンを見つめて続けた。

「そのようなお顔をなさらないでください。兄が……悲しみます」

「え……？」

　突とつ然ぜんのその言葉に、シオンは驚おどろいた。彼女はまるで、シオンの心を見み透すかすような、澄んだ瞳で彼を見み据すえて、

「……兄は幸せだったんです。陛下に仕えられて、陛下に出会えて、兄は幸せだという手紙を幾いく通つうも、幾通も私に送ってくれました。それだけで、私も幸せでした。だから、そんなお顔をなさらないでください。私は、少しも悲しくないんです。兄は、幸せなまま、逝ゆけたと思うから。陛下が描えがく夢ゆめを見ながら、幸せなまま逝けたと思うから……だから、私も陛下に仕えさせてほしい。兄が見た夢を、私も手伝いたいんです」

　そんなことを彼女は言ってきた。

　幸せなまま逝けたから、少しも悲しくない。

　彼女はそう言った。

　笑顔でそう言った。

　でも、嘘うそだとわかった。

　悲しくないはずがないのだ……

　シオンは目を細め……

「カルネ。フィオルの死し因いんは彼女になんと伝えた？」

「……え？　……あ、いや……」

　言いよどむカルネに、もう一度。

「カルネ！」

「はい!?　あ、えと……不ふ慮りよの事じ故こにあって、と……」

「……そうか……」

　シオンは小さく、小さくそう言った。それから一度深しん呼こ吸きゆうをしてから、

「フィオルの死因は、ただの事故じゃない」

　瞬間、エスリナが緊きん張ちようするのがわかった。

　続いてカルネが、

「いや、あの、シオンさん!?」

　が、無む視ししてシオンは続けた。

「フィオルは……俺への見せしめに、貴族たちに殺されたんだ……俺の力が足りなかったから、貴族たちを掌しよう握あくすることができていなかったから、フィオルは殺された。それでも、俺の手伝いをしたいと言うのか？」

「…………」

　エスリナは答えなかった。

　シオンはさらに、懐ふところから一枚まいの手紙を取り出した。それを、エスリナに渡わたす。

　フィオルが死ぬ前に、妹へと書いていた手紙……

　フィオルの血で、赤く汚よごれてしまった手紙。

　それにはこんなことが書いてある。





　エスリナ、いつも手紙ありがとう。

　手紙をなかなか返せなくてごめんね。

　でも、エスリナが元気そうで、兄さんは安心です。

　学校の成せい績せきもいいみたいだし、がんばってるみたいだから、エスリナから手紙をもらうたびに、兄さんもがんばろうと励はげまされてるよ。

　それに、僕は上司に恵めぐまれてるしね。アスタール様……国王様は、素す晴ばらしい方だよ。

　僕らのような平民にも平等に接せつしてくれるし、なによりこの国のことを本当に想おもってる。

　あの方がこの国の王になってくれて、ほんとによかった。

　あの方が王のこの国を、僕は誇ほこりに思う。

　一度、アスタール様にエスリナを会わせてみたいな……

　あ、そうそうそれで、アスタール様が今週末、エスリナに会ってこいって休みをくれたんだ。

　な？　優やさしいだろ？

　だから、週末には会えると思う。

　ひさしぶりだな。僕が帰ったらあれ作ってくれよ。母さんが得意だったシチュー。

　エスリナは母さんと同じで料理得意だもんなぁ。ほんとにいいお嫁よめさんになれるよ。

　その相手がアスタール様なら……

　って、それは僕らのような身分の者が言えることじゃないけどさ～。

　でも、そういうことだから、週末、会えるの楽しみにしているよ。




フィオル・フォークル






「…………あ……う」

　もうこない週末。

　もう一いつ緒しよに過すごすことのできない時間。

　血で汚れたその手紙を持つ、エスリナの手が震ふるえていた。

「…………うあ……」

　気き丈じようだった彼女の目から、涙なみだが溢あふれ出す。

　フィオルは妹に会うことを楽しみにしていた。

　フィオルはこの国が変わることを楽しみにしていた。

　フィオルはこの国で、妹と幸せになれることを楽しみにしていた。

　なのにその、ほんのささやかな幸せを願っているだけの手紙は、血で汚れてしまっている。

　無残に殺された、フィオルの血で。

「ぁ……う」

　エスリナは声を押おし殺していた。それでも涙は止まらない。ぎゅっと手紙を胸むねに抱だいて、歯を食いしばってるのに、それでも涙が止まらない。

　シオンはそんな彼女を見つめながら、

「フィオルを守れなかったのは……いや、彼が殺されたのは、俺のせいだ。事じ故こなんかじゃない。それでも、俺に仕えたいというのか？」

「…………」

　彼女は自分を落ち着けるように、深しん呼こ吸きゆうをしていた。手紙を持つ手で、胸を押さえたまま、もう片かた方ほうの手で涙をふく。

　そして、

「………………私は……兄が好きでした。両親が死んでから、ずっと二人だけだったんです。私が八歳さいで両親が戦争で死んで……でも、兄さんは、まだ十一歳だったのに、ずっと私を守ってくれて……ずっとずっと守られてばかりで……兄さんは私と違ちがって、なんでもできる人だったから、役に立てなくて……でもいつか、絶ぜつ対たいに役にたてるようになろうってずっと頑がん張ばってたのに……なのに、こんなに早く、い……いっちゃうなんて……思ってなかったから……」

　言葉に嗚お咽えつが混まじる。涙が再ふたたびこぼれようとして、でも、彼女は目を閉とじて、それを押さえ込こんだ。そのままぐっと息を飲んで、

「だけど私は……兄さんはやはり幸せだったと思う。陛へい下かに出会って、いっつも陛下の話ばかりをしていた。だから、兄さんを幸せにしてくれた陛下の役に立ちたいと思う。だって私、兄さんに怒おこられたくないし……」

　そう言ってから、彼女は小さく笑った。

「兄さんだって、陛下に仕えれば間違いなしだって言うと思うし！　兄の意い志しを継つぎたいんです。だからどうか、私を陛下のもとに……」

　が、シオンはそれに、答えなかった。

　本当にそうだろうか？　本当にフィオルは、エスリナを俺のそばにおいておきたいだろうか？　再び貴族たちの手が、今度はエスリナに伸のびたら？　そのとき、彼女を俺は守れるのか？

　とそこで、カルネが言う。

「彼女の……エスリナの能のう力りよくは、いますぐにとは言いませんが、すでにフィオルの後を任まかせることができるレベルです。もう何度も会ってるし、優ゆう秀しゆうな子だということは、僕が保ほ証しようします。だ、だめでしょうか？」

　違う。そうじゃない。

　シオンは思った。

　彼女の能力はどうでもいいのだ。

　それよりも……またフィオルと同じことが起きるのが怖こわ……

　が、クラウがそれに、

「もう、二度とあんなことは起こさせねぇよ」

「…………」

「なんだったらあれだぞ？　俺のところで面めん倒どう見てもいいしな」

　と、クラウが言った瞬しゆん間かんだった。カルネがあわてて、

「ちょ、ちょっと待ってください！　それはまずいですよ！　シオンさんもやめさせてください！　先せん輩ぱいは女じよ性せいに関しては年ねん齢れい制せい限げんのリミッターが外れちゃってる、なんでもありのとんでもない人なんですから!!」

「どういう意味だそりゃ！」

「そういう意味に決まっているでしょう」

「なんだと！　ああ、まあな、おまえみたいな年とし増ま専せん門もんと俺は違うからな！」

「んな!?　なんてこと言うんですか！　エスリナの前で、僕ぼくの品ひん格かくが疑うたがわれるじゃないですか！」

　なんて無む駄だ口ぐちのたたきあいに、エスリナが、

「ちょ……んもう……あははは。いつもお二人はこんなふうなんですか？」

　笑い出した。彼女の笑え顔がおは屈くつ託たくがなかった。そのまま、

「兄が、ここが好きだった理由が、わかるなぁ……」

　と、まわりを見まわす。

　それにつられて、シオンもまわりを見た。

　フィオルと一いつ緒しよに見た、咲さき乱みだれる花はなかったが、それでもそこはたくさんの花が咲いていて、確たしかに綺き麗れいだった。

　しかし、そのまま彼女は笑って、まるでシオンの心のうちを見み透すかすかのように、

「花じゃないですよ。兄が好きだったのは、私なんかのことまで心配してくれる、優やさしい……優し過すぎる王様と、楽しい同どう僚りよう……やっぱり、私もここで働かせてください。ううん。ダメって言っても、私、努力してこの場所まできちゃいます。私って、けっこう努力家なんですよ？」

　なんてことを言ってきて、シオンは苦く笑しようした。そのまま、

「そうだな……まあ、確かにカルネはちょっと人妻好きをなんとかしなきゃいけないし、エスリナのようなかわいい女の子をそばにおいて、若い女の子の魅み力りよくを少しは勉強したほうがいいかも……」

「んな!?　シオンさんまで!?　なんでそうなるんですか！」

　それにまた、エスリナが笑う。それから、

「え、でもそれってじゃあ……ここにいていいってことですか!?　やったー！」

　と、大喜びでカルネの手をとってはねまわる彼女を見つめて……

　シオンは目を細めた。

　彼女は、強い子だと思った。

　フィオルを殺した貴き族ぞくたちへの復ふく讐しゆう心しん……

　フィオルをむざむざ殺されたシオンへの恨うらみや猜さい疑ぎ心……そんなものを全すべて抑おさえ込んで……

　強く、前向きに生きようとしている……

　俺おれには、できない……

　そう思った。

　俺は、あんなふうには、笑えない。

　母親の顔が浮うかんでくる。馬ば鹿かにされ、虫けらのようなあつかいを受けて死んだ、母親の姿すがたが。母が死んだとき、自分はエスリナのような表ひよう情じようができただろうか……？

　そんなことを思って……




　と、そのときだった。

　突とつ如じよ、背はい後ごから声がかけられた。

　冷えた声だった。まるで生気の感じられない、悪あく魔まの声こわ音ね……

「これは陛へい下か。少々お戯たわむれが過すぎますね。エスリナ・フォークル。あなたのような方を、陛下のお側そばにおくことはできません」

　そんなことを言ってくる。

　それにシオンが振ふり向くと、そこにはいつのまにやら、一人の男が立っていた。

　綺き麗れいに整った、漆しつ黒こくの長ちよう髪はつ。クラウとほぼ同じくらいの長身だが、クラウとはまるで正反対の、線の細い体。そして、息を飲むほどの整った顔をしているが……目に付くところはそこじゃない。

　彼が一番異い彩さいを放っているのは、その中央にある、濃のう紺こんの冷たい瞳ひとみだった……

　他者を全て見下したような、切れそうなほど冷たい瞳が、暗い雰ふん囲い気きを放っている……

　ミラン・フロワード大佐。

　シオンの覇は道どう……ローランド帝てい国こくのみならず、ここ、メノリス大陸全土を覆おおい尽つくす大ローランド帝国の王に持ち上げたいなどと言って、シオンに取り入ってきた人材だった。

　その覇道のために必要な、暗い、汚きたない部分を、自分が担にないたいと言って……

　彼の能力はずば抜ぬけていた。シオンに仕えるや、フィオルが行っていた仕事や、フィオルに任せなかった、汚い仕事も一手に引きうけ、いやらしいほど完かん璧ぺきにこなしていく……

　よくも、悪くも、もっとも効こう率りつ的な道。

　それが彼が選ぶ道だった。

　そのせいか、フロワードはクラウやカルネとは仲が悪いが……

　いまも、クラウはフロワードをにらみつけて、

「どっから湧わいてでやがった」

　それにフロワードは冷たい、凍こおりつくような瞳をクラウにそっと向けてから、

「…………どこからと申されましても……そちらの道から、普ふ通つうに歩いてきたのですが」

「そういうことじゃねぇ！　どっから湧いてでて、どういう了りよう見けんで盗ぬすみ聞きしてたのかって聞いてんだよ。気配なんか消して近づきやがって」

　そう。

　フロワードは、完全に気配を消していた。

　シオンや、シオンよりも遥はるかに感覚の優すぐれているクラウさえも気づかないほど完全に。

　しかし、フロワードは肩かたをすくめて、

「そう、つっかからないでください。クロム少しよう将しよう。私とて気配を絶たつつもりなどなかったのですが……そちらの少女の顔には、少々見覚えがありましたので、そうさせていただきました。そちらの少女、かのフィオル・フォークルの妹、エスリナ・フォークル嬢じようなのでしょう？」

　それにクラウが、

「だったらどうした？」

　すると、フロワードは、珍めずらしい、黒色の指輪をはめた手をそっと差し出してくる。

　エスリナのほうへ、その手を向けて……

　鋭するどく目を細めて、言った。

「ならば……いま私は、彼女を殺します」

「ンな!?」

「てめぇ……」

　瞬しゆん間かん、カルネとクラウがうめくように言って、身み構がまえた。

　突如、庭園の雰囲気が変わる。一気に周囲に緊きん張ちようが張はり詰つめ……

　しかしそれに、フロワードは首をかしげて、

「おや、なぜ、私に殺意を向けるのですか？　クロム少将。私はなにかおかしなことを言いましたでしょうか？」

「てめぇの言うことはいつもおかしいんだよこの根暗野や郎ろうが。エスリナは殺させねぇぞ」

　が、フロワードはクラウをじっとしばらく見つめてから……小さく、微ほほ笑えんで、

「エスリナ・フォークルをあなたは守るというのですか？」

「あたりまえだろう」

「それは、奇きなことをおっしゃる。あなたの仕事は、アスタール様を守ることではないのですか？　なのに、エスリナ・フォークルを守る？　いつ、復ふく讐しゆうの心が陛下へと向いて、殺そうとするやもしれないエスリナ・フォークルを、この城しろで飼かおうというのですか？」

　瞬間、エスリナが、

「そんな……私は……」

　それを遮さえぎってカルネが言った。

「エスリナはそんなことしない！」

　怒ど鳴なった。

　しかしフロワードはその、冷たい瞳をエスリナのほうへ向けて……

「そうなんですか？」

　それに、エスリナがびくっと体を震ふるわせる。底が見えない、フロワードの瞳に見み据すえられて……それでも、懸けん命めいに、

「わ、私は……兄が悲しむようなことは、しません」

　するとフロワードは薄うすく、本当に薄く、わからないくらいの笑みを口元に浮うかべてから、

「そうですか。あなたが勘かん違ちがいをしなければ、あなたの復讐は、私が手伝いましょう。この国に蠢うごめく貴むし族けらどもを、皆みな殺ごろしにするのは、この国にとっての重大事ですからね。お兄様の復讐をともにしたいという気持ちがあるなら、いつでも私のところへどうぞ。あなたはまだ若わかく、美しい。その体を使えば、貴族たちを簡かん単たんに陥おとしいれることも……」

　そこまでで、クラウが、

「てめぇそれ以上言ってみやがれ。ぶっ殺すぞ」

　続けて、カルネが言う。

「エスリナがそんなことするわけないだろう！」

　それに、フロワードはさらに、

「そうでしょうか？　フォークル嬢は、お兄様を大変慕したっていたという情じよう報ほうが……」

　が、そこでシオンが、

「それくらいにしろ。フロワード」

　小さく、しかし、圧あつ迫ぱく感かんのある低い声で言った。

「エスリナにはそういうことはさせない。俺が許ゆるさない。そして……」

　シオンは、いつのまにか、うつろな表情でうつむいていたエスリナに目を向けて、

「フィオルだって許さないし、悲しむよエスリナ。そんなことで、悩なやむな」

　その言葉に、エスリナははっとした表情で、シオンを見た。そのまま、無言でうなずく。

　それを確かく認にんしてから、シオンは再ふたたびフロワードのほうを、にらみつけるように見据えた。

　するとフロワードは、

「これは……もしや、ご機き嫌げんを損そこないましたでしょうか？」

「ああ」

　シオンがうなずく。

　それにフロワードは、

「これは、失礼いたしました」

　と、薄うす笑えみを浮うかべて頭を下げてから、

「ところで、以前に提てい出しゆつしていた、案あん件けんなんですが……」

　すぐさま、いままでの会話などどこ吹ふく風で話を進めてくる。

　それにシオンは顔をしかめた。

　ここのところ、しきりにフロワードが提出してくる案件。それは……隣りん国ごく、ネルファ皇こう国こくへ侵しん攻こうするべきだというものだった。

　ようは、侵しん略りやく戦争をしようというのだ。

　シオンは首を軽く振ふって、

「あれは退しりぞけたはずだが？　いまは、ネルファと戦争するつもりはないよ」

　瞬間だった。クラウとカルネ、エスリナまでが、驚おどろきの声をあげて……

　クラウが言った。

「な!?　シオン。どういうことだ？　まさかフロワードは、ネルファと戦争しろと言ってきてるのか？」

　続いてカルネが、

「冗じよう談だんでしょ？　やっと、エスタブールとの戦争も終わって……そ、それにこのあいだ、ネルファへの表ひよう敬けい訪ほう問もんで、友好関係を深めたばかりじゃないですか！」

　エスリナに至いたっては、言葉もないという様子だった。

　やっと手に入れた平和なのだ。

　ここにいるもの全すべて……いや、戦せん乱らんが長かったローランド帝てい国こくには、戦争の怖こわさを知らないものはいない。

　戦争の不毛さ、悲しさ、みながそれを知っている……

　しかし、フロワードは、

「おかしな話ではないでしょう？　ネルファと友好関係を結んだいまこそ、チャンスなのですから。まさか、ネルファもローランドに攻せめ入られるとは思ってはいないでしょうし、いま攻め込こめば、かなり戦せん況きようは有利に運べるはずです」

　それに、今度こそクラウは、フロワードを憎ぞう悪おのこもった瞳ひとみでにらみつけ、

「てめぇは……これ以上まだ……血を流すつもりなのか……」

　が、フロワードはそんなクラウの視し線せんもものともせずに、淡たん々たんと続ける。

「クロム少しよう将しよう。貴官は、ストオルという国はご存ぞん知じでしょうか？」

「ああ？　ンなもん知ってるに決まってるだろうが。メノリス大陸の北にある、大陸でも屈くつ指しの大国だ」　

　するとフロワードはうなずいて、

「あの国は、我わが国とは北と南に離はなれているからまだ手が伸のびていませんが……ローランドの領りよう土どの約五倍の大きさがあります。国力も、兵力も……我が国とは比くらべるべくもありません。他ほかにもローランドより大きな国はいくつもあります。あ、では、ガスタークという国はご存知でしょうか？」

「知らねぇよ。だからてめぇはなにが言いたいんだよ？」

　とそこで、エスリナが、

「ガスタークは確か、最近できた、小国のはずです。クロム様。ここ数か月で物もの凄すごい勢いきおいでその勢せい力りよくを伸ばしていて、もう、小国を二つ、取りこんでいるとか……いまは大国ストオルと交戦状じよう態たいのはずですが……おそらく、フロワード様が言いたいのは……今後、メノリス大陸にいまだかつてなかった、戦乱の時代がくるということじゃないかと……」

　彼女はそう、淡々と語った。それにクラウとカルネは驚いた表ひよう情じようでエスリナを見て……

　続いてフロワードがうなずいて、

「なかなかに、お嬢じようさんは、聡そう明めいですね。そうです。いずれ、ローランドにも敵てき国こくが攻めてくるでしょう。エスタブール王国とは比べ物にならない巨きよ大だいな国が……そのときのことを考えて、我が国は、迅じん速そくに動かなければならない」

　それにクラウが、

「で、そのために、ネルファを侵略するってのかよ？」

　続いてカルネが、

「でも、別にネルファを侵略しなくたっていいんじゃない？　もう一つの隣国、ルーナ帝国とは同どう盟めい国なんだし、ネルファ、ルーナ、ローランドで協力すれば、いくら大国がきたって……」

　が、フロワードは首を振って、

「それでは無理でしょう。ストオルにせよ、ガスタークにせよ、完全に軍事国家です。そんな、甘あまい同盟関係で、対たい抗こうできるとは思えません。おまけにネルファの、あの甘い、ぬるま湯に浸つかっているような貴族たちを仲間に、戦えるとお思いですか？　あのような、ここローランドの貴族たちとつるみ、自国の王を暗殺しようとするような、まるで危き機き感かんのない貴族たちと……」

　それに、クラウも、カルネも、反はん論ろんできなかった。フロワードの言っていることは正しい。ネルファの貴族たちと結んだところで、巨大な侵略国家を相手に太た刀ち打うちできるはずがなかった。

　しかし……

　シオンは言った。

「それでも、まだ無理だ。それはフロワード。おまえにだってわかっているだろう？」

「しかし、悠ゆう長ちようなことを言っている時間はありません」

「だが、ネルファに攻め入る国力が、このローランドのどこにある？　表向きには、エスタブール王国を併へい合ごうし、大国の仲間入りをしたように見えるここローランド帝国も、実情は、まるでエスタブールを掌しよう握あくしきれていないような貧ひん弱じやくな国だぞ？　国の中にもう一つの国を抱かかえこんでいるいまの状態で、他の国に手を出せると思っているのか？」

　それに、クラウとカルネもうなずく。

　すると、フロワードは納なつ得とくしたのか、

「なるほど。そのようですね。さすがアスタール様。よくこの国の状況を理り解かいしていらっしゃる。そこで、今度は私が以前から提てい出しゆつしていた、もう一つの案あん件けんの話なんですが」

　その言葉に……今度こそ、シオンは顔をしかめ、小さくうめき声をあげた。

「くそ。そうか。そういう展てん開かいか……」

「はい。そういう展開です。できれば、みなさんに下がっていただいて、話を続けたいのですが……？」

　それにシオンは……

「…………悪い。みんな、さきにいってくれないか？」

「待てよシオン！　どういうことか説明を……」

　が、クラウの言葉を遮さえぎって、

「クラウ！」

　シオンが少し大きな声で言った。

　それにクラウは言葉を止め……それからフロワードをにらみつけて舌した打うちをしてから、

「…………ちっ。ああはいはいわかったよ。またこそこそ話かい。あとでちゃんと話してくれんだろうな？」

　それにシオンは小さく微ほほ笑えんで、

「ああ。そのつもりだ」

「んじゃ、先に城しろへ戻もどってる。エスリナは、このままカルネのところでいいんだな？」

「ああ」

「じゃ、いくぞ。カルネ。エスリナ」

　言って、クラウが憮ぶ然ぜんとした表情で歩き出す。それに続いてカルネが、

「あ、ちょ、ちょっと待ってくださいよ。じゃ、シオンさん。僕ぼくら先いってますね」

　さらにエスリナが、心配げな顔でシオンを見てくる。シオンがそれに大だい丈じよう夫ぶだとばかりに軽く手をあげると、頭を一度下げて、カルネを追っていった。

　そして……

　シオンは、彼らの姿が遠くへと離はなれていき、見えなくなるのを確かく認にんしてから……

「で？」

　疲つかれた顔でフロワードに向き直る。

　するとフロワードは冷たい微び笑しようを浮うかべて、再ふたたび話し始めた。

「さきほどアスタール様がおっしゃられたとおり、我わが国は現げん在ざい、非ひ常じようにまずい状じよう況きようにあります。ネルファ皇こう国こくに攻せめ入るなど、とてもできるような状態ではありません。早さつ急きゆうに、エスタブール王国を完全に掌握する必要があります」

「ん。そうだな。エスタブールの王族たちの動向はどうなってる？」

「それは、ほぼ問題ありません。アスタール様の命令通り、エスタブールの王や、有力な貴族だったものたちは、ローランドにおいての適てき当とうな貴族の称しよう号ごうと特とつ権けん階級、そして生活の保ほ護ごを与あたえることによって、あっさり無力化しました。なにせ、戦争もせずに、ローランドに下った腑ふ抜ぬけの貴族たちですからね。なんの問題もありません」

「では？」

「問題は、国を想おもう貴族たちです。由ゆい緒しよあるエスタブール王国が、戦争もせずにローランドに下るなどもってのほかだと思っているものたち。いままで腐ふ敗はいした貴族たちの下でためこんでいた鬱うつ憤ぷんを、ここにきて爆ばく発はつさせようとしているものたち……彼らのような人種は、エスタブールの領りよう民みんたちにも信しん頼らいされており、我々に兵を解散させられていても、それなりの力を持っています」

　それにシオンは腕うで組ぐみして、

「理想的な施し政せい者しやたち……というわけだな。国を想う貴族たち、か。そういう、有ゆう能のうなものたちは、ぜひこちら側にとりこみたいところだが……」

　が、フロワードは、暗い瞳ひとみでシオンの顔をうかがうようにのぞきこんで、

「しかし、さっきも申し上げましたが、その時間は我々にはありません。そこで、かねてより私が提案していた、エスタブールの貴族たちの、処しよ刑けいを……」

　しかし、そこまで聞いただけで、シオンの表ひよう情じようが曇くもる。

「それは……ダメだ」

　が、フロワードはそれににたりと、悪あく魔まの微笑を浮かべて、

「そうですね。陛へい下かは心の広い、寛かん大だいな王です。いくらエスタブールの貴族たちに問題があるからといって、無む暗やみに処しよ罰ばつしたりしない……

　しかし、エスタブールの有能な、国を想う貴族たちが一か所に集まって反はん乱らんを企くわだてたらどうでしょう？　そのときは、陛下が彼らを皆みな殺ごろしにしたとしても、誰だれも文もん句くは言いますまい」

「…………」

「簡かん単たんなことです。我らローランドの息のかかったものを首しゆ謀ぼう者しやに、反乱を起こさせる。そうすれば、ここぞとばかりに愚おろかなエスタブールの貴族たちは集まってきて……情報は全すべて筒つつ抜ぬけ。あっさりエスタブールの、反ローランド勢力を殲せん滅めつできるでしょう」

　信じられないような案だった。

　純じゆん粋すいにエスタブールを想うものたちを騙だまし、希望をもたせて、あげく、罪つみを着せて皆殺しにしようと言うのだ。

　フロワードのやりかたは確たしかに効こう率りつ的だった。この方法なら、本当に危き険けんなものたちを皆殺しにできる。自分たちからは反乱を起こそうなどと想わないようなものたちも、反乱さえ起きてしまえば、行動を開始するだろう。

　そうなれば、いつか起きるかもしれない、反乱の芽まで、すべて潰つぶせる……

　だが、だがそれでも……

　シオンはあからさまな嫌けん悪おの表情を顔に浮かべながら、

「……そんな……非ひ道どうなやり方でエスタブールをとりこんでも……」

　が、シオンの言葉を遮さえぎって、フロワードが言う。

「もちろんですとも陛下。陛下がこのような非道な策さくをとられると思ってはおりません。ただ、こういう考えもあるということを知っていただき……」

　とそこで。突とつ然ぜん、一人の男が、必死の形相でシオンのもとに駆かけてきた。彼は、シオンを見つけるなり、

「た、大変です陛下！　エスタブールの貴族たちが集まって、反乱を……反乱を起こしました!?」

　それに……すぐにシオンはフロワードをにらみつけた。

　しかしフロワードはといえば、涼すずしげな表情で、シオンの視し線せんを受け流し、

「これはこれは、奇き遇ぐうですね。しかし、これであなたは選せん択たくを迫せまられる。国を綺き麗れいごとで動かすのか、それとも真なる王になるのか……どちらを選ばれても、私は王の忠ちゆう実じつなしもべですが……」

「…………反乱の首謀者は誰だ？」

　するとフロワードは薄うすく笑みを浮かべて、

「偶ぐう然ぜんにも、私の知人のようで……」

「………………」

　くそ……

　シオンは心の中でうめき声をあげた。

　いまエスタブールの貴族を皆殺しにするのは、確かにメリットが大きかった。ローランドの多くの民たみ、いや、とりこんだエスタブールの多くの民のためにも、今後、他国からの侵しん略りやくに早急にそなえる必要がある……

　だが、それでも俺おれは……

　俺は……

「…………」

　そのまま、シオンは顔をあげた。

　決然とした表情で、フロワードに命じる。

　するとそれに、

「仰おおせのままに……」

　フロワードは笑みを浮かべて、そっと頭を下げたのだった。









　第二章　少女との遭そう遇ぐう　






　朝の風。

　朝食後の少したるんだ雰ふん囲い気き。

　しかしそれでも、武ぶ装そうしたネルファの兵士たちが守っているその砦とりでは、堅けん牢ろうだった。

　どの入り口も、ねずみ一匹ぴき侵しん入にゆうすることができないんじゃないかと思えるほど、厳げん重じゆうに守られている。抜ぬけ穴あなもない。全すべての窓まどには鉄てつ製せいの格こう子しがはめられ、入ることができない。

　ちょっと異い常じようとも思えるほどの厳げん戒かい体たい制せい。

　そんな砦に……しかし……

　ライナとフェリスは、いつのまにやらあっさり侵入してしまっていた……

　侵入方法は簡かん単たん。正門から堂々と訪おとずれ、八人いた兵士たちを、仲間に助けを求める声をあげさせることなく、フェリスが信じられない動きで昏こん倒とうさせてしまい……

　そんなわけで……

「おまえ、ちょっと常じよう識しきってもんを考えろよ。こういうところに侵入するときってのは、なんか計画とか立てて、誰だれにも気付かれない裏うら口ぐちかなんかからそっと侵入するのが礼れい儀ぎってもんじゃねぇのか？」

　侵入するのに礼儀もなにもないとは思うが……

　ちなみにいま彼らは、砦の中、宝ほう物もつ庫こだと思われる暗い地下室への階かい段だんを降おりているところだった。

　ライナの言葉に、フェリスはこちらを振ふり返ろうとして、しかし、前方から、

「だ、誰だ、貴……」

　たまたま階段を上ってきた運の悪い兵士が声をあげかけて──

　瞬しゆん間かん！

「あう」

　あっというまのできごとだった。見えないほどの速さで突とつ如じよ飛び出していったフェリスが、兵士の首くび筋すじに手刀をたたき込こんで、兵士はそのまま、無言でずるずると倒たおれ伏ふす。

　フェリスはといえばそれをぽいっと地面にほっぽりだして、

「ん。計画通りだ。誰にも気付かれてない」

「…………………………計画って言葉は、こういうやりかたのときにも使うものなのかなぁ……力押おしとか、強ごう引いんとかならわかるけど……いやまあ、楽だからいいけどさ……」

　ライナは地面に転がった憐あわれな兵士をよけながら、階段を降おりていく。

　結局二人とも、まるで緊きん張ちよう感かんなんてなかった。

　階段を降りながら……フェリスが聞いてくる。

「で？　聞いていなかったが……この砦で守られているらしい、伝説の勇者の遺い物ぶつは、どんなものなのだ？」

「ん？　ああ、えっと、確たしか剣けん……のはずだぞ」

「剣？」

　それにライナはうなずいて、それから記き憶おくの底にしまってあった情じよう報ほうを引き出すように腕うで組ぐみすると、

「あれだよ。確かこんな出だしではじまる伝説なんだ」

　と、一瞬空を見上げ、

『彼か方なたより此こ方なたへ。

　生み、生まれ、死を撒まき散らす者。

　焔ほのおのかがり火。

　焼けつく白びやく夜や。

　遠く、黄たそ昏がれ、嫉しつ妬と、悪あく夢む。

　豫よが世、黄よ泉み、夜よ半わを埋うめ尽つくし、全すべてを翳かげろうの……』

　しかしそこまでで、

「もっとわかりやすく話せ」

　またも言葉を遮さえぎられる。それにライナはあきれ顔で、

「いや、わかりやすくもクソも、いまのは伝説の冒ぼう頭とうであって、話はまだなんも始まってないんだけどな……こっからどんどんおもしろくなるんだぞ？」

　するとフェリスはなぜか、感心したような素そ振ぶりでうなずいてから、

「ほう。そうなのか。興きよう味みない。要約して話せ」

「へ？　…………あ、いや……興味ないって……あっさり言うなぁ……まあいいけど……」

　と、少しがっかりした顔になってから、ライナは渋しぶ々しぶ続けた。

「とりあえずあれだよ。いまの冒頭の部分は、その当時世界を席せつ巻けんした、魔ま王おうの紹しよう介かいなんだ」

「魔王？」

「ああ、今回のこれは、前見つけた遺物、大たい帝てい『黒こく叡えい』の伝説みたいな、圧あつ政せいを敷しいていた王とかそんなんじゃなくて、正真正しよう銘めいの魔王だぞ。ほら、『彼方より此方』って言葉からもわかるように、どこからともなく現あらわれてたった一匹ぴきで、世界を恐きよう怖ふのどん底に陥おとしいれた化ばけ物ものの話なんだ。なんかすごそうだろ？」

　と、ライナがいつになく熱ねつ弁べんを振るう。

　しかしフェリスは、

「ふうん」

　と、興味なさげに一言うなずくだけで……

　ライナはそれに、さらにため息をつきながら……

「いや……ふぅんっておまえ……たった一匹の化物が、どうやって世界を席巻したのかとか、気にならないのかよ？」

　が、それにも、

「ならない。所しよ詮せんはお伽とぎ噺ばなしだからな」

「おまえなぁ……そのお伽噺の情報を求めて俺らは世界を飛びまわってるんだぞ？」

　するとフェリスは肩かたをすくめて、

「私が興味があるのは、その、とんでもない化物を倒すことができたという勇者と、その勇者が使っていた勇者の遺物だけだ」

「……ロマンがないなぁ……」

　と、少しがっかりした声で言ってから、ライナは続けた。

「まあ、いいけどさ……ようはあれだ。とにかく、この砦とりでに伝説の勇者が残した剣があるかもってことなんだよ。伝説を要約するとこうなる。当時、とんでもなく強い魔王がいて、んでもって、それを、騎き士しグラウス・カルバード……のちに勇者と呼よばれる伝説の騎士が倒したと。んで、その騎士が魔王をたおす時に使った剣が、彼の死後、このあたりの地面に突つき刺ささっててさ……」

「ふむ」

「で、ありがちな話なんだけど、その剣は誰にも抜ぬけなかったとかなんとか……」

　しかしその言葉にフェリスが首をかしげて、

「抜けなかった？　抜けなかったのに、この砦の中にあるのか？」

　それにライナは大きくうなずいて、

「そこなんだよ。そんな伝説の剣が……それも地面からどんなに力を入れても抜けない、なんていう目立つシロモノがあればさ、そこはすっごい有名な観光名所かなんかになっちゃってると思うんだ」

　それにフェリスもうなずいて、

「だが、そんな噂うわさは聞かないと」

「で、俺は思ったんだ。剣は抜かれずに地面に刺さっているが……それを隠かくすように、その上に砦が建てられている……ネルファ皇こう国こくの重要文化遺い産さんとして……」

　それにフェリスは腕うで組ぐみして、

「ふむ。悪くない考えだな。この場所に、重要文化遺産を守る砦があるというだけでも……」

「ま、そういうことだ。そんなわけで……」

　ライナは、少し緊きん張ちようした表情で、目を細めた。階かい段だんを降おりきった先に広がっていた、地下室……というよりは、広間を見つめて。

　暗い広間だった。ところどころに灯あかりがともされているが、その灯りだけではこの広さを照らしきることはできない。

　ライナはそんな暗い広間を眺ながめて、

「ここに、勇者の遺物があるといいなぁ～」

「なければおまえの首が……」

「はいはいもうそれはいいから……で、どう思うこれ？」

　と、あごだけを動かして、暗くら闇やみの奥おくをさした。

　それにフェリスも神しん妙みような顔で、

「ん。気配は八つ。この広間を警けい護ごしている兵士のようだな」

「だね。むこうはこっちに気付いてないみたいだけど……で、どうしたもん……」

　しかし、ライナが言いかけたときにはもう、フェリスの姿すがたはなく、一いつ瞬しゆんのうちに八つのうめき声が聞こえてきたりして……

　暗闇の奥から一言。

「さぁ、さっさと調べろ」

「…………」

　それにライナは頭をかきながら気だるそうに、

「いや、いいんだけどさ。でもなんかこう、盛もりあがりってもんがねぇよな～」

　広間へと入っていったのだった……

　そのまま、ライナはまわりを見まわす。

　広間は、あからさまにお宝たから！　って感じの、古ぼけた宝箱がいくつも置かれているだけの、奇き妙みような場所だった。ただ、その宝箱の使い古され具合にくらべて、部屋は綺き麗れいに掃そう除じされており、この暗さでは、ほこり一つ見つけられなかった。

　ライナはそれを見て、言った。

「さて、どの宝箱から開けよう」

「ん？　全部開ければいいだろう」

　が、ライナは首を振ふって、

「あま～い。こんだけおんなじような見た目の宝箱があるってことは、きっと本物は一つだと見た。残りは全部トラップだ」

「なるほど。そういうものなのか？」

「そういうもんだよ。たいていどんな物語だって、さすがにそのくらいの盛りあがりはあるだろ」

「うむ。で、どの宝箱が本物なんだ？」

　と、問われて……

「へ？　……ああ、うーんと」

　ライナは宝箱を調べはじめた。

「………………」

　ここまできて、最後の最後に失敗するのは素しろう人とのやることだ。ライナは慎しん重ちように、慎重に、全すべての宝箱を調べていく。熟じゆく練れんの手て並なみで、罠わながないか、目印がないか、構こう造ぞうはどうなっているのか……

「……………………」

　やがて、全てを調べ終わると……

　ライナは顔をあげ、決然とした表ひよう情じようで、

「よし！　やっぱ、よくわかんねぇからとりあえず全部開け……よう……かな……な、なんて言っちゃったりして……」

　と、フェリスの顔色をうかがう。するとそれに彼女は、

「うむ。じゃあ、開けよう」

「って、せめて突つっ込んでくれよ……」

　ライナが半泣きでそんなことを言う間にも、フェリスは目の前の宝箱の一つをひょいっと開けて……

　しばらく眺める。

　ライナもフェリスが開けた宝箱をのぞきこんで……

　中には書類が大量に入っていた。

　あきらかにそれは、剣けんじゃなく、それどころか古文書とかそういった類たぐいのものでもない、真新しい書類で……

　ってことは、間ま違ちがいなく伝説の勇者の遺物ではないわけで……

　ってことは、この宝箱は外れだったわけで……

　でも、別段なにが起こるわけでもなく……

　フェリスが言った。やはりいつもの抑よく揚ようのない声こわ音ねで、

「…………おお、いまのトラップはすごかったな。さすがの私も、命を落とす危き険けんを感じたぞライナ」

「うう……いじめんなよ……」

　なんてくだらない二人の会話はさておき……

　それから二人は、宝箱を次々と開けていった。

　しかし、

「………………」

「……………………」

　結局中に入ってるのは書類ばかりで……

　フェリスが書類から一枚まい紙を取り出すと、目を細める。それからライナのほうに紙をさしだしてきて、

「で、おまえはこの落とし前をどうつけるつもりだ？」

「へ？　落とし前？」

　ライナは紙を受け取ると、そこに書かれている文章に目を走らせた。

　するとそこには、ここらへんの地ち域いきを治める領りよう主しゆが、国王にきちんと税ぜい金きんを納おさめずに、着服している不正の記録が延えん々えんと綴つづられていたりしていて。それにライナは呆ぼう然ぜんと……

「…………って、じゃあ、まさかこの砦とりでって……これを隠かくすためだけの……？」

「そのようだな」

　あっさりフェリスがうなずく。それにさらに、ライナがわなわなと震ふるえながら、

「じゃ、じゃあ、遺い物ぶつは？」

「さあ」

「んじゃ、朝早くから起こされて、ガラにもなくがんばっちゃった、ここまでの俺おれの苦労は？」

「知らん。ただ、一つだけ確かく実じつなことがある」

「んぁ？」

　と、ライナが顔を上げたときにはもう、フェリスは腰こしから剣けんを抜ぬき放っており、

「私に無む駄だ手間をかけさせた落とし前は、おまえの首を落とすことでチャラに……」

「だぁああああああ!?　ちょ、ちょっと待てって！　早まんな！　あれだ、なんていうか、ほら、完かん璧ぺきな俺にも間ま違ちがいの一つや二つはあるっていうか……そ、それに、俺ってばまだ、遺物の手がかりのアテがあるし……」

　それに、剣を振りかぶっていたフェリスが目を細め、

「言い訳わけは聞きたく……」

「言い訳じゃねぇって！　だから早まんな！　その、あれだよ。実はこの砦の位置ってさ、文ぶん献けんに描えがかれてた地図の場所と、ちょっとズレててさ……実じつ際さいの遺物が残されてた場所って、ほんとはここの近くの森のあたりなんだよ」

「ほう。で？」

　と、聞き返してくるフェリスから、少しずつ後ずさりながら、ライナは続ける。

「でさ……そのぉ……昨日俺たちが野宿した場所あるじゃん？　森の中の」

「うむ」

　さらに一歩、一歩とあとずさっていき、

「実はあそこらへんが……その文献に残されてた地図から見て……剣が突つき刺ささってた場所っぽいなぁっていうアタリはつけてたっていうか……」

「ほほう……それを私に言わなかった……？」

　そこで、半なかばもう、駆かけ足でフェリスから離はなれながら、

「い、いやだって、剣がなかったってことは誰だれかが抜いて持ってっちゃったか、もしくは全部がデマか……それか、長い月日のせいで、地面に埋うもれちゃったか……そ、そしたらおまえ、俺に掘ほらせるだろ？　んなめんどくせぇことやりたくねぇし。だいたい、何百年も何千年も前の遺物を掘り起こすなんてのより、この砦に隠されてるっていうほうが、可か能のう性せいも高いと思ったし……おまえもそうだなって言ったし……それにそのぉ……だからあの……ご、ごめんなさい……殺さないで？」

　と、ライナはびくびくしながら、結局謝あやまってみたところで……

　しかし結局、フェリスの剣が振ふり上げられ……

　その剣が、ライナとは別のほうへと向けられて、

「で、さっきからそこでこそこそしているおまえらは、何者だ？」

　フェリスが、広間全体に聞こえるような、少し大きめの声で言った。それにライナもフェリスの体ごしに顔をだして、

「そうそう。別に俺らに襲おそいかかるでもなく、そこでなにやってんの？」

　と、広間と階かい段だんがつながっている、部屋の隅すみのほうを眺ながめて、言う。

　そこは暗く、灯あかりがいまいち届とどいてないので姿すがたは見えないが……しばらく前から人二人分の気配が感じられていたのだ。

　ただ、ネルファの兵たちと違い、仲間を呼ぶわけでもなく、ライナたちへ殺気を放つでもなく、ただたんにのぞいているだけだったので、なにが目的なのかしばらく黙だまって様子をうかがっていたのだが……

　とそこで、少し高めの、強気な女の子の声が響ひびいた。

「あーもう！　スイ兄ちゃんがごそごそ動くから気付かれちゃったじゃない！」

　続いて気弱そうな、優やさしげな男の声で、

「え？　僕ぼくのせいなのかい？」

「あったりまえでしょう！　いっつもスイ兄ちゃんが失敗ばっかりして、あたしがフォローしなきゃなんなくなるんだから！　まったくこのドジ！　ノロマ！　トンマ！」

「ああ、わかったわかった。ごめんよクゥ。でもいまはそれより、この状じよう況きようをどうするかを考えないとね」

「わかってるわよ！　っていうか、逃にげるに決まってるでしょう!!　砦とりでの入り口のネルファの兵士たちがいなくなってたから、お宝たから盗ぬすむチャンスだと思って忍しのびこんできてみたのに……その兵士たちをあっさりやっつけちゃうようなとんでもない化ばけ物ものに見付かってたら世話ないわよ！」

「いや、あのさ、クゥ……そんな、きっちり説明してくれなくても、僕だって逃げなきゃいけないって状況なのくらいはわかるよ？」

「ああああああんもう！　やっぱりスイ兄ちゃんは馬ば鹿かなんだから！　あたしはスイ兄ちゃんに言ったんじゃないの！　あそこのとんでもなく強い女の人に聞こえるように言ってるのよ。こっちがもう、あなたたちとお宝を取り合いするつもりがないってこと意い思し表ひよう示じしたら、うまいことすれば逃がしてくれるかもしれないでしょう？　わかった!?　そういうことだから、あたしたちのこと追いかけちゃだめよ！」

　なんて、頼たのんでるのか、強気なのかよくわからない口調で声をかけてきて……

　ライナはそんな騒さわがしい二人組の会話をあきれ顔で聞きながら、

「だってさ。どうするフェリス？」

　するとフェリスが、

「そうだな。ふむ。我われ々われもここには目当ての品物はなかったのだが？　それでもおまえらはここにある宝箱に興きよう味みはないのか？」

　という発言に、暗くら闇やみのむこうの二人が……というよりは、妹のクゥという少女が、あきらかに慌あわてる気配が、もうこれでもかといわんばかりに伝わってきた。

「だ、だ、だめよ！　騙だまされちゃダメよスイ兄ちゃん!?　これは罠わなよ！　お宝目の前にして興味がない人なんているわけないもの！」

　それにスイが穏おだやかな声で、

「いや、僕もお宝には興味ないけど？」

「ええ!?　じゃあなんでここに忍びこんだのよ！」

「うん。だから前から言ってるけど、ネルファが長年厳げん重じゆうに守り続けているこの砦にはなにが隠されてるのか？　こんな神しん秘ぴ的なネタはそうそうないだろう？　作家としては、興味がそそられるじゃないか」

「それ、本気で言ってたわけ!?　神秘でごはんが食べれたら、誰も働かないわよ！　ああ、もう、だから作家って嫌きらい……二十六にもなってまったく生活力がないんだもの……十四歳さいのあたしに養ってもらって恥はずかしいと思わないの!?」

「う……それは思う……けど」

「それにそれに、そうよ……このままずっと兄ちゃんの面めん倒どう見続けて月日はたって、恋れん愛あいも結けつ婚こんもできずにあたしは年老いていくんだわ……そうなんだわ……ああ、なんて憐あわれなあたし……どう思う？　ねえ、どう思う？」

「え？　どう思うって……？」

「だぁからこんな可か憐れんな十四歳が恋こいも経けい験けんせずに腐くさり果てていくってのを兄として救いたいとか思わないのかって聞いてんの!?」

「腐り果て……って、それは、困こまるなぁ。クゥには幸せになってもらいたいし」

「じゃあいまやることは！」

「え？　……そうだな。お宝を手に入れること……かな？」

「そういうこと！　よし、じゃあいくわよ！　いつでも逃げる準じゆん備びして、よし！　うん！　がんばれあたし！　いくわよ！　えええええええい!?」

　言って、一人の少女がライナたちの目の前に勢いきおいよく飛び出してくる。

　かわいらしい子だった。十四歳と言っていたが、背せが低いせいか、それよりもさらに幼おさなく見える。眉まゆのところで切りそろえられた、茶……というよりは、若じやつ干かん桃もも色いろがかっているような、珍めずらしい色合いの長ちよう髪はつ。真っ黒いドレスのような、スーツのような服を着こんだ体は、やはり小さい。整った顔立ちに、切れ長の瞳ひとみ。さっきまで聞こえてきていた勝気な口調とは対照的な、楚そ々そとした、美少女だった。

　しかし、そんな少女が、ぱんっと音をたてて両手をあわせ、ライナたちに頭を下げると、

「そういうわけなんで、可憐な十四歳を救うと思って、あたしたちにも、少しだけ分け前もらえないでしょうか？　ってああもう、スイ兄ちゃんも早くこっちきて一いつ緒しよにお願いしてよ！」

　なんて言いながら、クゥが暗闇から、長身の男を連れてくる。

　ライナよりもさらに少しだけ長身なのだが、まるで威い圧あつ感はなく、どこか気弱そうな、こんな状況でもにこにことした穏やかな風ふう貌ぼうの男だった。やはり兄妹なのか、クゥと同じ色の、男にしては少し長い髪かみに、なぜか櫛くしなんか挿さしている。

　顔立ちもクゥに似にていて……

　瞳の色だけは、あんまりにもにこにこと目を細めているので、わからなかった。
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　その男が、ライナたちにぺこりと頭を下げて、

「あの……そういうわけなんで、クゥの嫁よめ入いり費用のためにも、どうかここは一つよろしくできますでしょうか？」

　なんてことを言ってくる。

　そんな、なんかこちらの意向なんてまるで無む視ししまくりな勢いの二人組に気け圧おされながら、ライナは、

「あ～でも、おまえら、さっきまでの俺たちの会話、聞こえてなかったのか？」

　それにクゥが首をかしげて、

「え？　会話って……？」

「いや、だからここの宝箱ってさ、お宝じゃなくて……ああ、まあいいや。とにかく、好きにしな」

　言うと、スイとクゥは勢いこんで宝箱を開け始める。

　それから数分後。

　宝箱全部開けおわったクゥが、案あんの定じよう、

「って、なによこれ！　お宝なんて一つもないじゃない!!」

　続いてスイが、

「そんなことないよクゥ。すごい。そうか、ここの領りよう主しゆがひた隠かくしにしてきたものは、これだったのか。不正に税ぜい金きんを横領する領主……それを暴あばこうと奮ふん闘とうする村の青年と、その青年に恋こいをする少女……ああ、いい作品ができそうな思考の奔ほん流りゆうが頭に……」

　なんてことを言っていて……

　が、それにクゥが一言。

「そんなベタなストーリーが売れるわけないじゃない！」

　刹せつ那なだった。

「…………」

　スイが、魂たましいを吸すい取られたような表ひよう情じようで絶ぜつ望ぼうを表ひよう現げんしながら、おもしろいほど憔しよう悴すいしていって、

「うう……クゥちゃん……人はほめないと育たないって言葉知ってる？」

　が、クゥはそれを完全に無視して、ライナのほうを向き、

「で、どういうことこれ。お宝は？」

　それにライナがため息をついて答えた。

「ないよ」

「あなたたちがもう、全部回かい収しゆう済ずみ？」

　それにライナは首を振ふって、

「いんや。もとからこんな状じよう態たい」

「じゃあ、あなたたちはここで一体なにやってるの？」

「ん？　それは、実は俺おれたち勇者の……」

　が、その瞬しゆん間かん。

　背はい後ごに突とつ然ぜん殺気が膨ふくれあがり、ライナの頭部に鉄の塊かたまりがすごい勢いきおいで迫せまってきて……

「え？　って、ちょ……」

　ゴン！　という鈍にぶい音とともにライナはいつものごとく倒たおれ伏ふす。

　それを確かく認にんすると、フェリスは剣けんを鮮あざやかな手て並なみで鞘さやに戻もどしてから、

「我われ々われはこのネルファ皇こう国こくの王から秘ひ密みつ裏りに特命を授さずけられた、査さ察さつ官かんなのだ」

　なんてことを言い出して……

　ライナは床ゆかに倒れ伏して、痛いたむ頭を押おさえながら、

「な、なんだよいきなり殴なぐり……ぐあぁ!?」

　しかし、すぐさまフェリスに背せ中なかを踏ふみつけられて、言葉を続けられなくなるが……

　そのまま小声で、

「私たちが勇者の遺い物ぶつを探さがして旅をしていることは、他国のものには秘密なのは、お前にもわかっているだろう？　それをおまえはなにを言おうとしていた」

「だからって殴ること……ぎゃあああ!?」

　と、ライナがほぼとどめを刺さされたところで、クゥが不思議そうな表情で聞いてくる。

「査察官？　どういうこと？」

　するとフェリスはもっともらしい表情でうなずいて、

「うむ。我々の任にん務むは、各地の領主たちの不正をあばき、領民を救うことなのだ。今回も、ここの領主ファップルの動向がどうも怪あやしいということで調べにきたが……」

　とそこで、宝箱から一枚、紙を取りだし、

「ファップルめ……やはり税金を無む断だんで上げ、不正に横領しておったか！」

　なんてことを言う。

　それにクゥがさらに不思議そうな表情で、

「あの……ちょっと聞きたいんですけど……」

「なんだ？」

「ここらへんを治めてる領主って、ペイローズって名前のはずじゃ……」

　が、それにもフェリスはまったく動じずに、

「ああ、ファップルはあだ名だ。貴族たちはみな、ファップルちゃんと呼よんでいるのだ」

　なんて言葉にライナは、

「……あだ名っておまえ……えらい苦しい嘘うそをよくもまああっさりと……ってうそうそ……もうわかったから踏まないで……」

　言いながら、なんかもう踏まれ過ぎて体中痛むのをこらえながら、立ち上がると、

「まあ、そういうわけなんだ。ってことで、そろそろいくか。フェリス。次の悪徳領主が待ってる」

「うむ。そうだな」

　そうして、その場を立ち去ろうとする二人。

　そのまま広間を出て、階かい段だんを上がって……

「…………」

「………………」

　しかし、なぜか後ろには、無言でスイとクゥがついてきていて……

　ライナはそっと振ふりかえり、聞いた。

「あの、なんであんたら、ついてきてんの？」

　するとクゥが、

「え？　だって、不正にお金をためこんでる領主をこらしめるんでしょ？　じゃあ、あなたたちといれば、うまくいけば、そのためこんでるお金のおこぼれくらいもらえるかもしれないじゃない？」

　続いてスイが、こちらはなぜか、一人陶とう酔すいの表ひよう情じようで、

「ああ、秘密査察官……なんてミステリアスな響ひびきなんでしょう……『女無表情秘密査察官シリーズ』……ああ、謎なぞの宝ほう物もつ庫こなんかよりも、よっぽどネタになりそうです」

　なんてことを言っていて……

　ライナはあきれ顔で、

「で、ずっとついてくるつもりなわけ……？」

「もちろん！」

　それに、ライナとフェリスはまた、しばらく階段を上り始め……

　疲つかれた声でライナが言った。

「……はぁ……どうするよこれ……こんなんつれて、遺物探しはできないだろ？」

「うむ」

「じゃあ、どうする？」

「ん。どちらにせよ、おまえの話からすると、地面から遺物を掘ほり出すのだろう？」

「げ、やっぱ掘る気か？」

　と、嫌いやそうに言うライナの言葉はまったく無む視しして、フェリスが言う。

「ならば、いまのままでは装そう備びが不ふ充じゆう分ぶんだな。しばらくその森で滞たい在ざいできるだけの準じゆん備びと、あと、スコップが必要か？」

「…………ってか、掘る気なんだマジで……掘るのね……二百年も前の伝説を信じて掘るわけね……冗じよう談だんじゃなく？」

「うむ。おまえの言うところの『マジ』だ」

「あっそ……ああ、いや、もう未来のこと考えて悩なやむのはよそう。そう。そうですか……じゃ、次いく場所は街か……で、だから後ろの奴やつらはどうすんだよ？」

「ふむ……」

「…………」

　そのままライナとフェリスは顔を見あわせてから……

　いきなり走り始めた。

　それにクゥとスイが、

「あ、な、なんでいきなり走り出すのよ！　待ちなさい!!」

「おお、さっそく事じ件けんですか？　さすが査察官！　追つい跡せき調ちよう査さします！」

　なんて言いながら追いかけてきて……

　しかし、ライナたちは一度も背後を振りかえることなく、とんでもない速さで、走り去っていったのだった……




　　　　◆




　彼女は夢ゆめを見ていた。

　また、いつもの夢。

　あの孤こ児じ院いんの夢。

　あの少年の夢。

　ライナ・リュートの夢だ……

　それは、いつもどおりだった。いつものように、そこには死が溢あふれていて……

　そんな中。

　少年に異い変へんがあらわれたのは、突とつ然ぜんだった。

　きっかけはほんのささいなこと……

　彼女が訓練官が放った攻こう撃げきの目もく測そくを誤あやまり、大きなダメージを受けてしまって、地に倒たおれ伏ふしたことがきっかけだった……

　致ち命めい打だだった。

　その攻撃で全身の力が抜ぬけ、頭部から出血した。その出血は思いのほか激はげしく、動けなくなる。地面に血だまりが広がる。身動きができない。

　それは、死を意味するのだ。

　戦えなくなったものは死。

　それがこの孤児院の、唯ゆい一いつのルールだった。

　最後に生き残ることを許ゆるされている人数は決まっている。一人死ねば、一人助かるのだ。だから、動けなくなったものを、みんなが見み逃のがすはずがない。

　大人たちだけじゃない。

　昨日笑いあった仲間たちが、動けなくなった彼女に一いつ斉せいに群むらがってくるはずだ。

　終わった……

　そう思った。

　視界が曇くもる。頭から流れてくる血で、視界が曇っていく。そんな不ふ明めい瞭りような視界の中、それでも彼女は必死で周囲を見まわした。

　あの少年の姿すがたを探さがして……

　最後に一度、彼の姿が見たかった。

　彼はいったいどこにいるんだろう？

　必死で探した。

　こんなふうになっちゃった私を見て、彼はなんて言うんだろう？

　怒おこるのかな？

　それとも少しは、悲しんでくれるのかな？

　そんなことを思って……

　しかし、現あらわれた少年は、少しも悲しそうな表ひよう情じようはしていなかった。

　怒ってもいない。

　ただ、呆ぼう然ぜんとしたような、虚うつろな、奇き妙みような顔で、彼女を見つめて……

「…………ミ、ミルクが……なんで……え……どうしよう……なんか、全部どう……なん……だこれ……なに……助けて……たす……あ、あ、あ、あああああああああああああああああああああああああああああああああああああははははははははははははははは」

　笑い声が聞こえた。

　それからの出来事は、信じられないものだった。

　人が次々と消えていくのだ。文字通り、消えて、潰つぶれて、砕くだけて……

　ただただ、笑い声だけが聞こえていた。

　気配が一つ、また一つと、彼女の周囲から消えていき……

　そして悲鳴があがる。

「ば、化ばけ物ものだ!?」

「なんなんだあいつは!?　に、逃にげ……」

「や、やめてライナ!?　やめてええええ……」

「殺さないでくれ。いやだ。死にたくない!?　死にたくな……」

　言葉はすべて、途と中ちゆうで途切れた。

　やがてすべてが消え去り……

　周囲には彼女と、ライナだけが残って……

　殺される……

　そう思った。もう、わかっていた。いま、そばにいるのは、ライナじゃないのだ。

　これが、死と災さい厄やくを撒まき散らすと言われている、『複アルフア写・ステイ眼グマ』保ほ持じ者しやの本当の力なのだ……

　だからこそ、彼らは化物と呼よばれ、忌いみ嫌きらわれる……

　しかし、血でほとんど見えなくなってしまっている目を閉とじたまま、彼女は微ほほ笑えんだ。

「いるの？　ライナ。私を殺すんでしょ？」

「…………」

　ライナは答えなかった。でも、いるのはわかった。息いき遣づかいが聞こえる。目の前にいる。彼女を殺すために、彼は目の前に立っている。それに、

「でも、気にしないで。私、嬉うれしい。ライナに殺されるなら、それもいいなって思えるし」

「…………」

　さっきまで聞こえていた笑い声が聞こえなくなっていた。

　でも、殺されるのはもうわかっている。『複アルフア写・ステイ眼グマ』保持者は、一度暴ぼう走そうすると、もう、もとには戻もどれないのだ。だからこそ、人間と共きよう存ぞんできないと言われているのだ。

　だから、殺される。それはわかっていた。

　でも……でもそれでも……

　最後に一度だけ、彼の姿が見たかった。

　もう彼が、彼じゃなくなってしまっているとしても、誓ちかったのだ。

　彼の手を、離はなさないって……

　彼女は必死に血をぬぐい、目を開けようとした。痛いたむ瞳ひとみに耐たえながら、必死でまぶたを開けようとして……

　しかし、そのさきは、真っ赤だった。

　目に入った血のせいじゃない。

　すべての生き物が、死んでいた。

　生き残っているのは彼女と、ライナだけだった……

　そしてライナがその中央でこちらを向き、呆然と立っており……

「お、俺おれが殺し……た……？　俺が……こ、殺したくなんかなかったのに……俺が……やっぱり俺は化け……」

　が、そこで彼女は思わず叫さけんでいた。

「化物でもいい!!」

　それに、すがるような目でライナがこちらを見つめてきた。

　彼は涙なみだを流していた。

　朱しゆの、五ご方ほう星せいが浮うき上がった黒い瞳から、止めどなく涙を流し続けながら、彼女を見つめてきて……

　その瞳をしっかりと見つめながら、彼女は言った。

「化物でも、私はいい。あなたは私を殺さなかったじゃない。でも、他の人間は……大人たちは私を、友達を、父さんや母さんを殺したのに……私を殺さなかったあなたが化物なら、私はあなたが化物でもいい！　だから、泣かないで？　だから……」

　が、そこで彼女の言葉は遮さえぎられた。

　どこから現あらわれたのか、黒い戦せん闘とう服ふくを着こんだ男たちが彼女たちを取り囲むと、

「やはりこの化物は特とく殊しゆだ。資し料りようにある『複アルフア写・ステイ眼グマ』保持者たちとは違ちがう。この八三七に反はん応のうして、暴走を止めた。これは、研究の価か値ちがあるぞ」

　八三七とは、彼女に割わり振ふられた番コー号ドだった。ここでは、名前で呼ばれたりしない。どうせ死ぬ、捨すて駒ごまの人間に、名前なんて必要ないのだ。

　人間のように扱あつかわれたことなど一度もないのだ。

　結局は彼女も、名前すらない、化物……

　でもいまは、それが少し嬉しかった。

　ほらライナ。私もあなたと一いつ緒しよ……

　だから……だからあなたは一人じゃ……

　そう言いかけて、しかし、

「八三七もこの化物の研究に使えるかもしれん。殺さずに連れていけ」

　黒い戦闘服の男がそう命じた瞬しゆん間かん、後ろから頭を強く殴なぐられて……

　彼女は昏こん倒とうしたのだった……




　　　　◆




「って……………………はふぁ～……またあの夢ゆめかぁ。最近見なくなってたのに……どうしちゃったんだろ……」

　そよぐカーテンの隙すき間まから、ちらちらと射さしてくる日の光にまぶしそうに顔をしかめながら、ミルク・カラードは目を覚ました。

　ひょいっと窓まどをのぞくと、外は快かい晴せいだった。今日も一日気持ちよさそう。

　ミルクはそれににっこりと笑って、しかし、目が少し、涙で濡ぬれているのに気付くと、

「あ、やっぱりまた泣いちゃってる……」

　慌あわててそれを拭ぬぐうと、寝ね起おきにもかかわらず、きびきびとした動きで起きあがった。

　そのまま、すぐさまベッドを整えはじめる。

　これが、孤こ児じ院いんから彼女を買った、カラード家で身につけさせられた、一日の始まり方だった。手て際ぎわよくベッドを綺き麗れいにすると、すぐさま今度は厳きびしい訓練が始まる……

　血を吐はくほどの……というよりも、実じつ際さいに何度も血を吐いて、それでも訓練は終わらない。

　そんな毎日。

　でも、いまはその訓練もない。

　彼女のいまいる場所は、カラード家ではないのだ。

　いや、それどころかローランド帝てい国こくですらない。

　ここは、ネルファ皇こう国こくにある、大きな街の中の、宿屋だった。だから、カラード家付きの家庭教きよう師しも、訓練官もいるはずがないのだ。

　しかしそれでも、長年ついた習しゆう慣かんというのはなかなか抜ぬけないもので、体を温めるように準じゆん備び体たい操そうを始めながら、部屋の隅すみにある鏡を眺ながめ、器用に髪かみの毛をくくりはじめる。

　体の筋すじをゆったりと伸のばして、

「んしょ。じゃあ数えまぁす。い～ち。にぃ～い。さぁ～ん……」

　十秒ずつ数えながら、亜あ麻ま色いろの髪の毛をポニーテールにしていく。かわいらしい、大きなくりくりお目目に、愛らしい童顔。十六歳さいの平へい均きんよりは少し小こ柄がらな体が、彼女をさらに幼おさなく見せる。

　しかし、こう見えても彼女は弱じやつ冠かん十六歳にして、『忌いみ破やぶり』追つい撃げき部隊の隊長……

　とそこで、部屋の扉とびらがノックされて、

「ミルク隊長。起きてますかぁ～？」

「あ、ルーク？　大だい丈じよう夫ぶだよ。起きてまーす！」

「あ、偉えらいですね。ちゃんと早起きできましたね」

「やったぁ！　ほめられた！」

「ふふ。偉い子です。では、下に朝ご飯の準備ができてますから、冷めないうちに、降おりてきてください。私は他の隊員たちを起こしてきますから」

「はぁい！　でもお腹なか減へったなぁ。きょーの朝ご飯はなんだろなー」

　……いや、なんか、まるで幼よう稚ち園えん児じと先生のような会話をしているが……

　こう見えてもミルクは、弱冠十六歳にして、『忌いみ破やぶり』追撃部隊の隊長の役やく職しよくにあったりする。

　まあ、これが初任にん務むだったりするのだが……

　しかし、彼女たちは信じられないエリート部隊なのだ。

　ローランド帝国から出しゆつ奔ぽん、もしくは逃とう亡ぼうした、ローランドの魔ま法ほうが使えるものたち──すなわち禁タ忌ブーを破やぶったものたち、『忌いみ破やぶり』を捕とらえ、ローランドの魔法の秘ひ密みつが他国に漏もれないようにするための部隊。すでに戦争が終わり、戦せん闘とう任務がほとんどなくなったローランド軍の役職の中では、常つねに危き険けんと隣となり合わせの一番危険な任務。

　そしてそれだけ、重大な責せき任にんを負っているはずなのだが……

「さぁ食べるぞー！」

　ミルクは部屋の扉を開け、勢いきおいよく言った。

　すると隣の部屋からも、ミルクより少しだけ年上という感じの、幼さの残るとぼけた感じの少年が眠ねむそうな顔ででてきて……

「あ、おふぁ……ようございます隊長」

　あくびまじりに言ってくる。

　それにミルクはにっこり笑って、

「あ、ムー！　おっはよ。今日はいい天気だよー！　もう朝ご飯できてるんだって！」

「え？　ほんとですか？　ルーク先せん輩ぱいが作ってくれたのかな？」

「それだったらいいね！　ルークの料理は美お味いしいもんね！　ムーはルークの料理なにが好き？」

「そうだなぁ。カレーだといいなぁ」

「あ！　あたしもあたしも！　だってだって、ルークのカレー大好きだもん！」

　そんな言葉に、さらに隣の部屋から、ひょろりと背の高い、まだ二十五歳のくせに白しら髪がの優やさしげな男が出てきて、微び笑しようを浮うかべながら言った。

「それはそれは。私のカレーを気に入ってくれるのは嬉うれしいですが……でも朝からカレーはないでしょう？　それに今日は、ここの宿の女お将かみさんが用意してくれた朝食ですよ」

　それにムーが、

「なんだぁー」

　とちょっと不満げに言うが、それにミルクが笑え顔がおで、

「でもでも、なんかご飯の話ばっかりしてたら、お腹すいてきちゃったね！　私みんなで食べるご飯なら、なんでも大好きだよ！」

　なんてことを言って……

　ルークとムーが顔を見あわせ、

『ああ、いい子だなぁ……』

　感かん慨がい深ぶかげに言ったりしてて。

　もう一度言うが、ミルクが隊長で、ルークやムーは部下のはずなのだが……

　ルークが言った。

「よおし！　隊長は朝からいい子だから、今日の朝食は大おお盛もりにしちゃいましょう！」

「え？　ほんと!?　やったー!?」

　なんて会話に、ルークが出てきた部屋の扉とびらが再びバン！　っと開いて、ムーとほぼ同い年くらいの勝気そうな少年が飛び出してくる。

　そのまま勢いよく、

「ああ、ああ、ちょいたんま！　隊長だけ大盛りはずるいぞ！　俺も大盛りで！」

　するとムーも、

「えー!?　あ、じゃあ僕ぼくも僕も！　ラッハが大盛りなら僕も大盛りでいいでしょ？」

　それにルークが仕方ないなという表ひよう情じようで、

「よし。じゃあムーは大盛り。でもラッハは寝ね坊ぼうしたからダメ～」

「ええ!?」

　と、衝しよう撃げきの表情になるラッハ。それにミルクが、

「じゃあラッハには私のわけてあげるね！」

「ほんとですか隊長！　やった！　もう俺、一生隊長についてきます！」

「あ、ラッハだけずるい！　僕もついてきます！」

　なんて会話に、ルークが優しく微ほほ笑えんで言った。

「じゃ、冗じよう談だんはともかく、食事にしましょうか。あ、ラッハも大盛りにしてやるから安心して」

『はぁい』

　なんて言いながらぞろぞろと食堂へと降りていく姿はもう、誰だれが隊長うんぬんより、彼らが本当にエリート部隊なのか？　という疑ぎ問もんすら浮うかんでくるような気がしないではないが……




　それでも、ミルクたちの任務は、国と国との勢せい力りよくバランスをも決めてしまう、重大なものだった。

　魔ま法ほうの秘ひ密みつを守るという仕事……

　そもそも、魔法は各国でその形式がまったく違ちがう。どうやって起動するのか？　なにを媒ばい体たいにするのか？　呪じゆ文もんを唱えるのか？　もしくは魔ま方ほう陣じんを描えがくのか？　すべてがすべて、まるで違っていて……その魔法の秘密を他国に知られてしまうということは、ローランド帝てい国こくの戦力、手のうち、その、すべてを知られてしまうことになると言ってもいい。

　そうなれば、戦争も起きやすくなるし、最悪、ローランド帝国自体が滅ほろぼされてしまうことも考えられる。

　だからこそ、ミルクたちの仕事は重大なのだ。

『忌いみ破やぶり』一人を取り逃のがせば、それだけで、戦争が起き、多くの人が死ぬ可か能のう性せいがある。

　それを避さけるために、ローランドから出しゆつ奔ぽんした、魔法が使える人間を捕ほ縛ばく……もしくは殺さなければならない。

　かつては仲間だったものたちを、殺す仕事……

　かなりの危き険けんもともなう。

　誰の助けも得られない他国で、それも、魔法が使えるものを捕とらえなければいけないなんていう、信じられないほどリスクが高い仕事。

　重要だが、忌いみ嫌きらわれる仕事だった。

　本当のエリート……貴き族ぞく出身のものたちは決してつかない仕事。

　誰もがやりたがらない仕事。

　でも国を、友達を、家族を、仲間を、幸せを守るためには……

　どんなに傷きずついても、どんなに辛つらい思いをしても、どんなに悲しい気持ちになっても……

　それでも、誰かが必ずやらなければならない仕事。

　彼らは、そんな任にん務むについているのだ。

　食堂につくなり、わいわいと楽しげな雰ふん囲い気きで食事が始まり……

　ムーが言った。

「わ、これおいしい！　ほらほら、ラッハもこれ、食べてみなよ」

「ああ、ムー、ってめ、俺おれが野や菜さい嫌きらいだってわかってるくせに」

「あ～！　ミルク隊長！　ルーク先せん輩ぱい！　ラッハが好き嫌い言ってます！」

　それにルークが優やさしげな、いまいち厳きびしくなりきれない瞳ひとみでラッハを見み据すえて、

「食べないとデザート抜ぬきにするよ」

「うう……わ、わかったよ。食べりゃいいんだろ……うぐぐ」

　なんて、必死に野菜を噛かまずに呑のみ込こむラッハ。そんな面々を眺ながめながら、

「あはは」

　ミルクは本当に楽しげに笑った。

　こんな楽しい食しよく卓たくは、初めてだったから。

　貴族の本当の娘むすめの代わりに、軍部で功こう績せきをあげるための、便利な戦せん闘とう人形。それが、彼女だった。

　無能な人形は必要ない。

　無能な人形は廃はい棄きされる。

　人としては扱あつかわれなかった。

　食事中に話すこと、人と話して笑うこと、毎日を楽しく過すごすことを……

　そんなものは必要とされなかった。許ゆるされなかったのではない。

　必要とされなかったのだ。

　彼女に求められていたのは、絶ぜつ対たい的服ふく従じゆうと、軍部で成功することができるだけの、高い能力。

　だから……

　ルークが心配げな表ひよう情じようで、

「あれ、隊長。あまり食べてないですね。も、もしかして体、どこか調子悪いんですか？」

「え？」

　とそこで、ミルクが顔をあげてみると、いつのまにやらラッハもムーも、不安げな顔でこちらを見つめていて、

「そういや、今日は食事中、あんまり喋しやべってないですね。大だい丈じよう夫ぶですか？」

「ミルク隊長……調子悪いの？」

　なんてことを言ってきてくれてて……

「…………」

　それにミルクはなぜか一いつ瞬しゆん……

　一瞬だけ、涙なみだがでそうになった。

　こんな日がくるとは思ってなかったから。

　こんなことが、許されるとは思ってなかったから……

　でも、自分は彼らの隊長なのだ。弱いところを見せたらだめなのだ。そんなことは、必要とされてないから……涙なんか、流しちゃいけないのだ……

　だから、必死で彼女は笑え顔がおを取りつくって、

「ううん！　元気だよ！　おいしいし！　さぁ食べるぞー!!」

　言って、再ふたたび食事を始める。

　一生懸けん命めい笑顔を作って。

　なのに、勝手に涙が……

「え？　って、隊長!?」

　ルークがおろおろした声をだして立ちあがる。続いてムーやラッハも、

「わわわわわわわ、た、隊長が泣いちゃった……どどどどうしよう……」

「馬ば鹿か！　おめぇが俺に野菜食わせたからだよきっと！　隊長もあの野菜嫌いだったんだ！」

「ええ!?　うそ!?　そうなんですか？」

　が、そんなみんなの反はん応のうにミルクは大きく首をぶんぶん振ふって、

「ううん、ううん、違ちがう！　違うよ！　大丈夫だから、みんな食事続けよ！　あのあのあの、これは、あの、涙じゃないから」

　しかし、ルークは心配そうに近づいてきて、

「でも、実じつ際さい泣いてるじゃないですか。どこか痛いたいんじゃないですか？　我が慢まんしてたらだめですよ？　痛いときは痛いってちゃんと言わないと……」

　そんな言葉に、さらにミルクは首を振って、

「ううん。そうじゃなくて、だから……んと……みんなといられて、あんまり嬉うれしかったから。こんな、食事中にみんなで楽しく話したこととか全然なかったから……だから……」
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　すると、なぜかルーク、ラッハ、ムーも、突とつ然ぜんぶわーと涙を流して、

「そ、そうですか。でも、安心してください。もう、隊長の居い場ば所しよはここですからね」

「うう……俺、また感動しちまったよ……」

「僕も……やっぱり僕、一生ミルク隊長についていきます……」

　なんて、四人で泣いてるところに、突然、食堂の扉とびらが開いて……クールな雰ふん囲い気きを漂ただよわせた、端たん整せいな顔立ちの青年が入ってきた。

　そのまま、泣きじゃくっている四人組を見て、怪け訝げんな表情で、

「……あのー……これはいったい、どういう事情でこんなことになっているのでしょうか……？」

　ミルクが顔をあげると、

「あ……リーレ、お帰り!!」

　そこにいたのは、彼女の四人の部下の最後の一人、リーレだった。部隊の中でも情報を司つかさどる彼は、この街に到とう着ちやくするなり、昨日の晩ばんから情じよう報ほう収しゆう集しゆうにいってたのだ。

　それにリーレはうなずいて、

「ただいま帰りましたミルク隊長。それにルーク先せん輩ぱい。で、これは？」

　それにムーが、

「いや、それが聞いてよリー……」

　が、ラッハがそれを止めて小声で、

「馬ば鹿か。隊長の前でいまのこと話したら、隊長が恥はずかしがるかもしれないだろ」

「あ、あ、そっか。んじゃ、リーレあとで」

「そうそう。あとでな。すっごい感動超ちよう大たい作さくを聞かせてやるよ」

　リーレはその言葉に少しだけ首をかしげて、

「は？　感動超大作？　ですか？」

　と、さらにわからないという表情をするが、それはさておき、ルークが言った。

「で、どうだったリーレ」

　続いてミルクが、

「あ、食事の準じゆん備びできてるよ？　リーレも食べよ？」

　それにルークはうなずいて、

「あ、そうですね。じゃあリーレ。食べながら話そうか」

「いえ、それが……」

　とそこで、リーレが後ろの扉のほうに目を向ける。そして、

「実は有力な情報を持っているものたちを見つけまして、この宿まできてもらっているのですが……」

　瞬間、ルークの目が細まった。さっきまでの優やさしげな表情とはうってかわった、緊きん張ちようした表情。そして、

「で、その有力な情報を渡わたす代わりに、なにを要求してきた？　わざわざおまえが独どく自じに情報を得ずに、情報提てい供きよう者しやをここにつれてきたということは、私……いや、ミルク隊長に相談しなければ払はらえないような情報提供料を相手が要求してきたんだろう？」

　が、リーレはそれに少し困こまった表情になって、

「それが……」

　言いかけたときだった。リーレの背はい後ごの扉が勢いきおいよく開かれて、

「もうなに？　なんなの!?　朝ご飯をおごれってのがそんなに困こん難なんな情報料なわけ？　こんなに部屋いっぱい料理のいい匂においで充じゆう満まんさせてるくせにけち臭くさいったらないわね！　で、どうなの？　あたしとスイ兄ちゃんに食事おごる気はあるの？　ないの？　どうなの？　早くしてくれないと餓が死ししちゃうわよ？」

　突然、少女が一人入ってきた。ミルクよりもまだ大分小さい少女。十二、三歳くらいだろうか？　すごい勢いでまくしたてる口調とは裏うら腹はらな、楚そ々そとした美少女。

　それに続いて、にこにこと笑いながらすまなさそうに入ってきた男が、

「えっと、そういうわけで、妹の言葉はさておき、食事をおごってもらえるというのは本当でしょうか？　僕ぼくとしては朝は魚料理がいいなと思ってるんですが……」

　なんてことを言ってくる二人組に、リーレがさらに困ったような表情で、

「と、そいうわけで、どうせ朝食をおごるならルーク先輩たちのところで食べさせてもらって、みんなで一いつ緒しよに話を聞こうかと思ったんですが……」

　するとルークがミルクのほうを見て、

「どうしますか？」

　それにミルクはうなずいて、

「じゃあ、みんなで一緒に食べよー！」

　そんなこんなで、再ふたたび朝食は続けられることになったのだった。




　食事が始まるなり、リーレが、食事をがつがつとすごい勢いでとり始める二人を一いち瞥べつしてから、説明した。

「彼らの話によると、二人は兄妹で、お兄さんがスイ・オルラさん、妹さんがクゥ・オルラさんというらしいです。お兄さんは作家で、妹さんを連れて、見聞を広めるために諸しよ国こくを見てまわって……」

　言いかけたところで、クゥが、

「違ちがぁう！　逆ぎやくよそれ！　逆、逆！　あたしがお兄ちゃんをいろんなところに連れていってあげてるの！　あたしがいないと兄ちゃんはなぁんもできない人なんだから！」

　そんなふうに言われて、リーレは少しだけ気まずげにスイのほうを見る。しかし、スイはあいかわらずニコニコしながら、

「いや、気にしないでください。ほんとに僕はなんにもできなくて、妹にお世話になりっぱなしでね。あははは」

「ほんとよ！　あたしががんばんなきゃ、お兄ちゃんなんかふわふわどっかに飛んでいって、すぐにノタレ死んじゃうんだからね！　だから作家って嫌いやなのよ！　夢ゆめばっかり見て生活力ゼロなんだもん！」

「でもクゥがそのぶんしっかりしてるから……」

「んもぉ……神様ってほんと不公平よねぇ。仕方ないから面めん倒どう見みてあげるけど……ってほら、口がソースで汚よごれてるから」

　なんて言いながら、クゥがスイの口くち許もとをナプキンで拭ふいてやったりして……

　それにミルクは微ほほ笑えんだ。なんだかんだ悪あく態たいついても、結局は兄妹。仲がいいのだ。

　ちょっと、うらやましいな、なんて思ったり。

　そんな中、ルークが言う。

「で、お二人は情じよう報ほうを持ってらっしゃると聞いたんですが……ちなみに……」

　と、そこでリーレのほうにめくばせすると、リーレはうなずいて、

「はい。すでに彼らには私たちが、ローランド帝てい国こくの『忌いみ破やぶり』追つい撃げき部隊であること、ネルファ皇こう国こくに許きよ可かを得て、ローランドを出しゆつ奔ぽんしたという情報のあった、『忌いみ破やぶり』を追っているということは話してあります」

「そうか。じゃあ」

　それに、クゥが顔をあげて、

「あーえっと、そのぉ、あたしいま食事に忙いそがしいから、スイ話して」

「ええ!?　僕が話すのかい？　僕が口ベタなの知ってるだろ？」

「あたしがしゃべり過ぎて相手を困こまらすのも知ってるでしょ？　こういうちゃんとしたところでは、スイのほうがいいのよ！」

「そうかなぁ……じゃあ、僕でいいですか？」

　それにルークはにっこり笑って、

「よろしくお願いします」

　そうして、話ははじまった。それはこんな内ない容ようだった。

　ここから少し南の区く域いきにある、砦とりで。そこで出会った二人組の話。一人はひどくやる気がなく、一人は美び貌ぼうの剣けん士しだったそうで……

　その二人組は、ネルファ王に密みつ命めいを受けた、秘密査さ察さつ官かんだと名乗ったのだという。

　それにミルクが、

「ネルファの秘密査察官？」

　続いてルークが、

「それはおもしろい話ですね。ネルファには、そんな役やく職しよくがあるのですか。ローランドでいうところの、内ない務む調ちよう査さ機関みたいなところかな？　しかし、それが我われ々われの任にん務むとどういう？」

　するとそれにクゥが、

「でもあたしたち的にいって、それって絶ぜつ対たいうそだって思ったわけ。ね？　スイ兄ちゃん」

　するとスイもうなずいて、にこにこ笑いながら、

「あれは……うそだろうね～」

　それにムーが思わず、

「へ？　うそなの？　どうしてそう思っ……って、あ痛いた!?　なにすんだよラッハ！　痛いなぁ……」

　言いかけたところで突とつ然ぜん横からラッハに頭をはたかれて言葉を止める。

　それにラッハが、

「馬ば鹿か！　こういう話しあいのときには、ルーク先せん輩ぱいに全部まかせるってのが、ルーク部隊の頃ころからの決まりだろうが」

「あ……えと……そうだった。じゃ、じゃあルーク先輩。よろしくお願いします」

　なんて、えらい勢いきおいで話の腰こしを折った二人にルークはため息をつきながら、

「すいませんでした。それで……どうしてお二人はうそだと思われたのですか？」

　その問いにスイが答えかけたところで、クゥがその口を塞ふさぎ、にやりと笑うと、

「あ、興きよう味み持った？　持った？　じゃあ、こっから先はお昼ご飯を……」

　が、それにルークが、

「昼食はもちろん、夕食と、そして今夜のここの宿代までだしましょう。有望な作家のお兄さんには、いい作品を書いてもらいたいですからね」

「ほんとに!?」

「やったねクゥ」

　と、喜ぶ二人をよそに、ルークが続けた。

「さ、では今夜の宿の心配は置いておいて、話を続けてください。どうしてお二人は、その二人組がうそをついてると思ったのですか？」

　それにクゥはうなずいて、

「そんなの簡かん単たんよ！　だってあの二人……ローランドの紋もん章しようの入った鎧よろい着てたんだもん」

　そんなふうに言った。

　それにルークは一瞬驚おどろいた表情になってから、ミルクのほうへ向き直り、

「どうやら、ミラー少佐が言っていた、『忌いみ破やぶり』の情報は間ま違ちがいなかったようですね。ネルファ方面へと逃にげた二人組の情報」

　それにミルクも神しん妙みような顔になって、

「うん。ってことはやっぱり……」

「ええ。捕つかまえなければいけません。初任務です」

「……うん」

　ミルクは大きくうなずいた。それから、スイとクゥのほうを向いて、

「それで、あなたたちはローランドの鎧を着た二人組のいく先は……」

　それにクゥがあっさり、

「これがわかるんだなー！　っていうか、昨日の夜、この街に着くまではあとを尾つけたんだけどね。最後の最後でまかれちゃって……」

　瞬しゆん間かん、ムーが、

「この街にい……」

　そして案の定横からラッハに殴なぐられて……

「あほ！」

「うう……ごめん……」

　そんなやりとりをよそに、スイが言った。

「でも、いく先の予想はついてるんですよ。たぶんね、元の、あの砦とりでがあったそばの森に戻もどってると思うんだ」

　そんな言葉にルークが言った。

「どうして、そう思うんですか？」

　するとスイが、

「それがどうも、あの二人組には探さがし物があるみたいなんですよ。で、それが森の中にあるとか、そんな話してるのをちらっと聞いちゃって。あ、でもそれを聞いちゃったってことを言ったらなんか殺されそうな雰ふん囲い気きだったから、聞いてないフリしたけど……な？」

　それにクゥもうんうんうなずいて、

「だってね、あの二人、とんでもなく強いんだもん。絶対あぶないって思ったんだよね。でも、スイってばいい小説のネタになりそうだとか言ってあとを尾けるなんて馬鹿なこと言いだしちゃって……」

「え？　でもクゥだって……」

「あたしはいいの！」

　なんて、また言いあいがはじまるのを無む視しして、ミルクたちは話し合っていた。

　リーレが腕うで組ぐみをして言う。

「話を聞かれたのを知られたら殺されそうな気がした……この話からすると、その二人組はかなり凶きよう悪あくな輩やからのようですね。その二人がなにかを探している……それも探しているものの在あり処かが森の中となると……」

　それにルークもうなずいて、

「盗とう品ひんかなにかをそこに埋うめたのか……もしくは幻げん覚かく作用を持つ、ローランドでは違い法ほうな草かなにかをその森で栽さい培ばいしていて、定期的に密みつ輸ゆしているとか……どちらにせよ、荒あらくれものだということは間ま違ちがいないだろうな。どうしますか隊長。スイとクゥ、彼らの情じよう報ほうは昨日の夜のもの……話の鮮せん度どはかなり高いです。これは、あとを追うなら、早さつ急きゆうに出発するべきだと考えますが？」

　それにミルクはうなずいて、少し考えるように目を閉とじた。

　初任にん務むだった。

　これからその、ローランドから出しゆつ奔ぽんした荒くれものたちと、戦うことになるかもしれないのだ。相手は魔ま法ほうも使える強きよう敵てき。おまけにいまの話からすると、他に仲間もいるかもしれない……

　危き険けんな任務だ。

　でも、そんなことは始めからわかってることだ。私がやらなければならないのは、その『忌いみ破やぶり』を捕とらえること。そして、自分の隊の中から犠ぎ牲せい者しやをださないこと。

　その二つだけ。

　人が死ぬのを見るのは、もう、嫌いやだった。

　犠牲を出さないためには、迅じん速そくに行動する必要がある。『忌いみ破やぶり』たちの不意をうてれば、さらに言えば先回りをし、待ち伏ぶせができれば、それが一番だ。

　なら……

　ミルクは決然とした表情で言った。

「では、すぐに出発します！」

『は！』

　それに部下たちは一いつ斉せいに返事をする。それからの彼らの動きは迅速だった。瞬またたく間に準じゆん備びを整え、出発しよう、というところになって……

　まだ朝食をとり続けていたクゥが、

「ってちょっと待って！　あの……」

　が、最後まで言わさずに、ルークはクゥの目の前に金きん貨か数枚まいを置くと、

「ご協力感謝します。では、私たちは急ぐのでこのへんで」

「おっけー。これさえくれればもうあんたたちに用はないわ。じゃーねー」

　と、素そっ気なく手を振ふってくる。それにミルクもぶんぶんと手を振って、

「ありがとね！　またね！」

　そうして、ミルク部隊はさっさと『忌いみ破やぶり』を追って出立したのだった。




　　　　◆




　三日後。

　月明かりが妙みように明るい夜だった。

　ミルクは森の、茂しげみの中……息をひそめ、

（いた……ほんとにいた……『忌いみ破やぶり』……）

　彼女は目標を早くも見つけていた。

　情報通りの二人組。

　一人は長身痩そう躯くの、やる気なさそーに背せ筋すじを曲げた黒くろ髪かみの男。もう一人は、信じられないほど綺き麗れいな長い金きん髪ぱつを風にたなびかせた、華きや奢しやな女剣けん士しだった。

「……『忌いみ破やぶり』だ……」

　そう、小さく呟つぶやくやいなや、鼓こ動どうが跳はね上がるのを感じた。

　うわぁ、き、緊きん張ちようする……

　胸むねを押おさえて、うめく。こんなのは久ひさしぶりだった。度たび重なる訓練で、自分の死を感じたとき。緊張なんてしなかった。どんな試験を受けるときも。緊張なんてしなかった。なのに目の前に『忌いみ破やぶり』がいる。これには想そう像ぞうを絶する緊張を感じた。

　これから、あの二人組と、殺し合いをしなければならないかもしれない……

　そうしたら……そうしたらルークや、ラッハ、リーレ、ムー……みんなが危険にさらされる。自分が死に直面したときは、こんなに緊張したことなかったのに、みんなの命を預あずかってると思ったら……

　だ、だめ……どうしよう……

　と、弱気になる自分に大きく首を振って、

（お、落ちつくのよミルク。あなたならやれるわ！　そうよ！　大だい丈じよう夫ぶ。私にかかればあんな奴やつら、イチコロの、コロコロなのよ！）

　夜の森の茂みの中、自分に言い聞かせた。

　大丈夫。ちゃんと訓練通り、そして的確に動ければ、誰だれも怪け我がしないし、うまくいく！

　とそこで、背後からルークがひそめた声で、

「隊長。ここからはよく見えませんが、奴やつらの胸にはローランドの紋もん章しようが確たしかにありました」

「じゃあ、彼らはやっぱり、『忌いみ破やぶり』？」

　と、もう一度ミルクは目の前の二人を見み据すえてみる。なにやらスコップを持って地面を掘ほっているのも情報どおりだ。これで、ルークの言っていた密輸の線は消えた。となると、盗とう品ひんかなにかを隠かくしていて、それを掘り起こしているのだろうか？

　とにかく、犯はん罪ざいの匂においがプンプンする。

　男の、異い様ようにやる気のない、気だるそうな動きも、どこか人生を投げ出してしまった捨すて鉢ばちな危き険けんな人間の雰ふん囲い気きが感じられるし。

　話し合って素す直なおに従したがってもらうという路線は……

「厳きびしいわね」

　ミルクはまた、小さく呟く。

　となると、どうする？　いまはまだ、こちらに気付いている様子はない。なら、不意打ちをして、捕ほ縛ばくする。これが一番効こう果か的てきなんじゃないか？　じゃあ戦力の分配はどうしたらいいかな？　案は二つある。

　一つは、相手の強さがわからない以上、分散して襲おそうよりは、一点集中で攻せめたほうが思いのほか反はん撃げきを受けた場合でも対たい応おうできるし、こちらの生せい存ぞん率りつは上がるはず……

　もう一つは、ルークたちの力を信じて、分散して囲むように攻める。この場合は、標的の逃とう走そうを防ふせぎ、確かく実じつに捕とらえられる可か能のう性せいは上がるけど、その分ルークたち一人一人の危険度も上がる……

　じゃあ、どちらを選ぶ？

　とそこで、ルークが、

「で、どうします？　隊長」

　その突とつ然ぜんの問いに、

「え？　えっと、あの、どうしようルーク」

「隊長が決めてください。攻こう撃げきしますか？　しばらく様子を見ますか？」

　言われてミルクは再ふたたび考え込こんだ。

　その提てい案あんには、もうケリをつけているのだ。攻撃するのはいましかない。このまま様子を見て、相手に気付かれるのはまずい。夜が明けてしまうのも、まずい。不意打ちは闇やみに乗ずるものだ。すぐにも攻撃しなければならない。あとは一点集中か、分散攻撃か……

　ミルクはルークの顔を見て、それから再び攻撃目標に視し線せんを移うつす。

　任務成功を取るのか、仲間の安全を取るのか……

　答えは、一つだった。

　ミルクは決然とした表ひよう情じようで言った。

「隊員を集めてください。捕縛しましょう」

「わかりました」

　と、すっと再びルークは森の茂みの中に消える。

　しばらく後。

　ルーク、ラッハ、リーレ、ムーが集結してきた。みんなすでに臨りん戦せん態たい勢せいに入っている。

　それを確かく認にんすると、ルークが、

「さあ隊長。指し示じを」

　言われてミルクは、

「え、あ、うん。そうね～」

　と、空を見る。雲が少しずつ、少しずつ月へとかかっていき、世界により深い闇がかかるのを確認してから、

「とりあえず魔ま法ほうで牽けん制せいして、それからルーク、ラッハ、リーレが剣けんで攻撃。魔法は私が使うから、ムーはその援えん護ごね」

　それにはルークたちも満足げな顔でうなずき、作戦はすぐさま始まった。

　ミルクが前方の空間に、指で複ふく雑ざつな紋もん様ようを描えがき始める。ローランド帝てい国こく特有の、空間に魔ま方ほう陣じんを描いて発動させる魔法だ。

　通つう常じようの術じゆつ師しよりかなり、速い。

　そして、完成。

「求めるは雷らい鳴めい〉〉〉・稲光いづち」

　途と端たん、魔方陣から激はげしい光こう源げんがうまれ、そこから目標へと向かって轟ごう音おんとともに稲いな妻ずまが放たれる！

　はずだった……

　が──一いつ瞬しゆん前に振ふり向いた『忌いみ破やぶり』の、やる気なさそーな男のほうが、いつのまにやら空間に手を躍おどらせ、描き込んでいた魔方陣に、ミルクの放った稲妻が吸すい込まれてしまっていて……

「な!?」

　ミルクと、部下たちが一いつ斉せいに驚おどろきの声をあげる。

「き、気付かれてたの!?」

「いや……それにしてもあのタイミングで防ふせげるとは……とても思えませんが……」

　じゃあ、じゃあいったいいまのはなに？

　なんなの？

　正直言って、ミルクの魔法の実力は、かなりのもののはずだった。少なくとも水準レベルは大おお幅はばに超こえている。そのミルクの魔法構こう築ちく速度に反はん応のうして、反アンチ魔マジ法ツクを、それも不意打ちに対して放てる人間……

　そんなものは……人間じゃない。

　それは、誰もが一瞬に理り解かいできることだった。だから、ミルクと、そしてその部下たちの衝しよう撃げきは大きかった。

　そもそも反アンチ魔マジ法ツク自体が、実用的ではない、と言われているほど難なん易い度どが高い魔法なのだ。相手の放った魔法の構こう成せいを見てから、それを分ぶん析せきし、その魔法の効こう果かを打ち消す能のう力りよくを持った魔法を展てん開かいする……

　そんなことができる人間がいるわけないのだ。

　もしいるとすれば……

　それはもう、手におえないほどの大魔術師か……

　化ばけ物もの……

　まずいまずいまずいまずいまずいまずいまずいまずい!?

　みんなを、みんなを守るにはどうすれば……

　と──目の前ではミルクたちの攻撃に反応して、金きん髪ぱつの女が腰こしの剣けんをゆっくりと抜ぬくのが見えた。

　ルークが叫さけぶ。

「まずい！　隊長を守……」

　しかし声はそこまでだった。

　どうやったのか、信じられない速さで間合いを詰つめてきた女剣士が、ルークに剣を抜く間も与あたえずに、首くび筋すじに長剣の腹はらの部分を叩たたき込んでくる。

　それでルークは昏こん倒とう。

　続けざまに残り三人の首筋にも剣がたたきこまれ、ミルク一人が残された……

　ミルクはそれを呆ぼう然ぜんと見つめるのみ。

　信じられなかった。

　その女の動きは、剣けん閃せんどころか、その、動きそのものが速過ぎて見えないのだ。

　ルークたちも地面に倒たおれ伏ふしてしまっていて……

　守れなかった。でも、でもまだ死んでない。なら、私は……

　とそこで、目の前の金髪の女剣士がこちらに向かってくるのを見て……

　殺される！

　そう思った。目の前で信じられない強さを見せつけられて、一瞬、あきらめかけた。

　でも……もう一度、地面に倒れているルークたちを見て……

　それから、頭にあの言葉が鳴り響ひびいた。

　昔。

　あの孤こ児じ院いんで……

　あの少年に言われた言葉。

『だから、おまえも死ぬな』

　それを支ささえに生きてきたのだ。

　こんなところで……

　それも、仲間も守れずに死ぬわけにはいかない。絶ぜつ対たいに死ぬわけには……

　目の前の女が剣を振り上げる。それに、

「嫌いや！　ダメ！　殺されるわけにはいかない!!　私にはまだ、やらなきゃいけないことが残って……」

　しかし、そこまでだった。

　必死にミルクが魔ま方ほう陣じんを描えがこうとしたところに、女剣士の剣がすっと突つきつけられ、

「殺されるのと、やり残したことがあるというのは、別問題だ」

　などと言ってくる主は、信じられないほどの美人だった。

　ただ、異い常じようなほど無表情だったが……

　その顔は、暗殺者を思わせた。すべての感情を殺し、暗殺だけに生きる生物……

　勝てない……そう思った。強さの次元が違ちがうのだ。さっきのやる気なさげな男にしろ、この美人にしろ……

　だけど……

「で、でもそれでも殺されるわけにはいかないのよ!!」

　とそこで、

「ん。そうか。じゃあ逃にげろ」

「え？」

　そんな予想外のことを言われて、ミルクは驚おどろいた。絶対殺されると思っていたのに……

　しかしこの、美び貌ぼうの女剣士は、虚うつろな表ひよう情じようで淡たん々たんと続ける。

　指だけで後ろを示しめし、

「いまこっちにこようとしているあの間抜け面づらの男は色しき情じよう狂きようだ。早く逃げないと、あいつに捕とらえられたら想そう像ぞうを絶するあんなことやこんなことを……」

「っておいおい。無表情にあることないこと言ってんなよ」

　と──

　その声……喋しやべり方に、体がびくりと反はん応のうした。

　それは、聞き覚えがある声だった。

　どこか人生に疲つかれたような、やる気のない声。でも、本当は優やさしい……

　って、なに言ってるの私は！　そんなはずない！　だって、ここにいるのは『忌いみ破やぶり』で、私の魔法をあっさり防ふせいでみせた危き険けん人物なのよ？

　いや……彼なら……彼の能ヽ力ヽなら、魔法をあっさり防ぐことも可か能のうだけど……でもそれでも、彼がそんな色情狂の女の敵てきなはずないし！　私を置いて、こんな美人と浮うわ気き二人旅してるわけないじゃない！

　瞬しゆん間かん。ミルクは悟さとってしまった。

　死ぬのだ……ここで死ぬから、急にあの少年の、ライナの声なんかが聞こえてきたりしたのだ。

　いや……もしかしたらもう、ライナも死んでるのかもしれない。

　そんなことを思った。

　だから、ライナが迎むかえにきてくれたんだ。

　ミルクはいよいよ覚かく悟ごを決めた。ここで、死ぬのだ。でも……でもそれなら……

　私は自分の責せき務むを果たそう。

　色情狂に自由にされてなんかやるもんか！

　ルークたちがもしも気がついて、逃げるときに、少しでも有利になれるように。少しでもこの二人に手て傷きずを負わせないと……

　そばまでやってきた色情狂をきっと見つめてミルクは言った。

「なによこのスケベ男!?　なんの抵てい抗こうもなく私を好きにできると思ったら大おお間ま違ちがいなんだからね……って……」

　しかし、

「……あれ……？」

　そこまでで、きっと強く男の顔を見み据すえた表情のまま、ミルクは硬こう直ちよくしてしまった……

　黒くろ髪かみの男の、やる気なさそうな顔を見て……

　その男の顔に、やはり見覚えがあって……

　おまけに、彼の黒い瞳ひとみには、ミルクの魔法の構こう成せいを読み取るために反応して浮うき上がった、朱しゆの五ご方ほう星せい……

　誰だれもが忌いみ嫌きらう……あの能力……

　体が震ふるえた。

　そんな、そんな馬ば鹿かなことが……

「って、うそ……その五方星に……黒髪って……あなたまさか、ライナ!?」

「んぁ？　なんで俺おれの名前知ってるんだ？」

　それに訝いぶかしげな表情で、ミルクを見つめ返してくる男。

　うそでしょ……ほ、本物なんだ……本物の、ライナなんだ……

　それがわかった瞬間、ミルクはめまいを感じた。

　そのまま、しばらく二人はぽかんと見み詰つめ合って……

　そんなやりとりの合間に、恐こわいくらい無表情な美人がぽつりと口をはさんでくる。

「ん。なんだ知り合いなのか。前に襲おそったことでもあるのかライナ？」

『違ちがうわっ!!』

　瞬間、ミルクとライナは思わず同時に叫さけんでいた……

　それに顔をしかめて、ミルクは美人を見つめる。なんなのこの女。あのライナが、そんなことするわけないじゃない。ああもう、そんな馬鹿なこと言ってる暇ひまはないのに……

　だって、いま目の前に、ライナがいるのよ？　ずっと、ずっと探さがしていた、ずっと会いたかった、ずっとお礼を言いたかったライナが……どうしよう。なにから話せばいい？　いままでの私のこと？　あの孤こ児じ院いんを出てからの、私のこと？　ああそれともあの……あの………………結けつ婚こんの約束のこと……？

　うわぁ……い、いきなりそんなこと言えないわよね。あれは子こ供どものころの約束だし。

　っていうか、いまの私って、どんな姿すがたしてたっけ。こ、こんなことなら、もうちょっとちゃんと化け粧しようとかもしてればよかった。

　な、なにから話せば、話せば……

　ミルクはもう、頭の中をぐるぐるさせながら、言った。

「で、でもじゃあ、あなた……ほんとにほんとのライナなの!?　ライナ・リュート？　あの、ローランド三〇七号特とく殊しゆ施し設せつの……？」

　するとそれにライナも驚おどろいた顔で、

「へぇ。あの施設のことも知ってんのか。で、おまえ誰？」

　瞬間、ミルクは今度こそ、めまいで気絶しそうになった。

「え？　って、私のこと覚えてないの？　ミルクだよ？　私、ミルク！」

　それに一瞬ライナは、あっと気づいたような表情になってから……

「ああ、ああ、あの………………って、誰だっけ？」

「う、うそでしょ？　じゃ、じゃああれも忘わすれちゃったの？　ほ、ほら、私が孤児院から貴き族ぞくに買われていくときに約束した、け、け、結婚の約束も……」

　言った瞬間だった。横の、金きん髪ぱつ美人があいかわらずの無表情で、

「なんと。そんな幼おさないころから、おまえは結婚をエサに少女たちを食い物に……」

「してねーよ！」

　疲つかれた表情でライナは言ってから……

「でもまあ、あれだ。とりあえず、あれをああしようフェリス」

　と、フェリスと呼よばれた金髪美人に目くばせすると、

「ん。そうだな」

　突とつ如じよ二人はミルクを押おさえつけ、ライナが持ってきていたロープで、ぐるぐる巻まきにしはじめて、

「ちょ……え？　って、ライナ!?　これ、なんの冗じよう談だん？　あの……その……」

　なんていう間にも、瞬またたく間にルーク、ラッハ、リーレ、ムーもロープで拘こう束そくされてしまい……ミルクは呆ぼう然ぜんとしていた。

　なんなの？　なにが起こってるの？　どうしてライナが……

　とそこで、フェリスが、

「で、結局おまえはこの小こ娘むすめのことを知ってるのか？」

「う～ん」

　その問いかけにライナは思案顔でうんうん唸うなる。

　それにミルクは思わず、

「まだ思い出さないの!?」

　が、ライナは相変わらず、

「うーん……だめだ。思い出さない。とにかくあれだろ？　君と俺は、同じ孤児院で育って、君が貴族に買われていく前に、結婚の約束をしたと？　で、どうしても結婚したくなって追いかけてきたと？」

　そんなことを言われて、

「ち、違う！　違うよ……た、確たしかに結婚の約束はしたけど……あ、あれは子供のころのことだし……でもとにかく、幼なじみってことよ……」

　わ、私なに言ってるんだろ。ほんとはライナに会うためにいままで生きてきたのに……

　ライナは……私のこと忘れて……

　そう思うと、泣きそうになった。

　あれは、あの孤児院での日々は、ライナにとってはなんの意味もない、普ふ通つうの毎日だったんだろうか……？　こんな、こんなことが……

　そこでフェリスが口を開いた。

「で、そのひどい男にあっさり捨すてられた幼なじみが、なぜ私たちを襲おそう？」

「捨て……って、捨てられてないわよ！　あれは単なる子供の頃の……う」

　そこでまた、ミルクの言葉は、首くび筋すじに突つきつけられた白はく刃じんによって止まる。信じられないほど危き険けんな女だった。確かに美人だけど、とんでもなく強いし……魔ま導どう師しにとっては致ち命めい的な、人間離ばなれしているほどの身のこなしをする。彼女の力があれば、どんなに強力な力を持った魔導師も、魔法を起動する前に、殺されてしまうだろう。

　私では勝てない……

　そしてきっと、あのライナでさえも……

　その、危険な美人が、無む表ひよう情じように一言。

「いいから答えろ」

　それに、ミルクは倒たおれているルークたちを見た。ここで、なにも答えなければ、仲間の命も取られるかもしれない……

　この女は、それほど危険だった。

　国を裏うら切ぎるか、仲間を見捨てるかの二択たく……

　ミルクは迷まよわず選択した。

「私は……『忌いみ破やぶり』追つい撃げき部隊の隊長で、あなたたちは現げん在ざい、『忌いみ破やぶり』として、ローランドに追われています。あ、あれですよ！　私や、私の部下たちを殺しても、意味はないですよ！　もうすでに、あなたがたがこの森にいるらしいという情報は国に送ってますし、私たちの連れん絡らくが途と切ぎれれば、次の『忌いみ破やぶり』追撃部隊がくるだけです！」

　嘘うそだった。

　ここにライナたちがいるという情報は、まだ国には送っていない。だから、ミルクたちがここで殺されてしまえば、それで終わり。でも、仲間を救うためにはそれしか……

　とそのとき。ライナが驚おどろきの表情で言った。

「って、はぁ!?　ど、どういうことだフェリス!?　ローランドに追われてる？　そんな話聞いてないぞ？　だ、第一俺たちは王シオンの命令で……」

　とそこで突とつ然ぜん、危険な美人がまたしても剣けんを閃ひらめかせた。ミルクから見てもあまりにも鮮あざやかな剣けん筋すじ。そしてその剣はライナの首の皮一枚まいのところにピタリとそえられて、

「ほんとーに君は困こまったちゃんねぇ～……だからいっそのこと首をパクパクと……」

「いや、だから……」

　それでライナは疲れたような、絶望したような表情で言葉を止める。

　瞬間。ミルクは理り解かいしていた。

　そういうことかっ!!　

　ライナは、ライナはこの美人なだけが取り柄えの凶きよう暴ぼう性しよう悪わる女に騙だまされ、そして脅おどされて利用されているのだ。

　きっと、なにか弱みかなにかを握にぎられて……

　そう考えればすべての謎なぞが解とける。ミルクを知らない、覚えてないと言ったのも、ミルクがライナにとって大事な存そん在ざいだということが、フェリスとかいう危険な女にバレることを避さけるため……

　ど、どうしよう。ライナを助けなきゃ。きっともう、私しかライナを助けられる人はいない！

　考えるのよミルク！　いまの会話から、ライナは、なにか私にメッセージを送ってきてるはず。だってライナはいつだって頭ず脳のう明めい晰せきで、どんな状じよう況きようでも、最高の成せい績せきを修おさめていた英えい雄ゆうなんだから……

　ライナはなんて言っていた……？

　ライナはさっき……

『だ、第一俺たちは、シオンの命令で……』

　そこでフェリスがライナの言葉を遮さえぎった。

　シオン……きっと、これがキーワードだ。シオンとかいう奴やつが、ライナを利用しているなにがしかの犯はん罪ざい組そ織しきのボスなのだろう。

　じゃあ、どうやってその犯罪組織からライナを……

　なんてことをミルクがもんもんと考え込んでいる間にも……

　ライナとフェリスの会話は進む。フェリスが剣を引き、華か麗れいに鞘さやに収おさめると、

「さて、余よ計けいな話はあとだ。我々はローランドに追われている。ネルファの兵にも襲おそわれる。だが、命令で相手を殺すことはできない。自国の人間を殺せば罪つみに問われる。他国の人間を殺せば戦争に発はつ展てんする可か能のう性せいがある。危険な状況だな。わかったらさっさと任にん務む続行だ。掘ほろう」

「ちょ、ちょっと待てって、だからそんな話は聞いて……」

　ひゅ！

「ああはいはい。やりますよ。やればいいんでしょ!?　だからその剣をしまいなさい！」

　などと話しながら、彼らはさっきまでスコップ片かた手てに掘っていた場所に戻もどろうとする。

　それにミルクが、

「ちょ、ちょっとあなたたち!?　この縄なわほどいていきなさいよ！」

　叫さけんだが、ライナたちはその言葉をあっさり無む視しした。




　　　　◆




「ああ、だりぃ。無理。疲つかれた。もう昨日から何個穴あな掘ったっけ？」

「七つ」

「で、全部外れだろ？　ってか、外れなのあたり前なんだよ」

「だが、おまえがここだと言ったのだろう？」

「……でもさ～時は二百年前の話なんだよ。確たしかにこの地に勇者伝説は残ってるけどさー」

　穴をのろのろと掘り進めながら、ライナは目の前で、無表情に淡たん々たんと穴を掘っている美び貌ぼうの女剣士に愚ぐ痴ちる。

「その勇者が使ってた武ぶ器きなんかが、こんくらい穴掘ったからってそうそう見つかるわけがないんだって。まあ、ここを掘れば出てくるんじゃないかっていう提てい案あんを出したの俺おれだけどさ……いや、でも無理な話なんだって。ローランドもなに勘かん違ちがいしてるのか追ってきてるし……」

　と、ライナはミルクを捨すててきたほうを見る。彼はそのまま小さくため息をついてから、

「もうやめて、帰ろうぜ？　もうだめだって。だめだめのだめ……」

　そのときだった。

　スコップがカチン！　と、なにか硬かたいものにあたる音がして、ライナは言葉を止めた……

　フェリスも顔をあげ、ライナを見つめてくる。

　二人は無言になり、それから、

「う、嘘うそだろ？」

　ライナが半笑いの声こわ音ねで顔を上げた。

　フェリスもそれに対して、肩かたをすくめて応こたえる。まったくの無む表ひよう情じようだからわからないが、これで驚おどろきの表現のつもりらしい。

　二人はとりあえずさらに掘り進めてみた。




　と──




「ま、まじかよ……」

　出てきたのは……

　短たん剣けん……のようなものだった。短剣と言いきれないのは、刃はの部分が、見たこともないようななにか無む機き質しつな青い物質でできており、なにかを切るために作られたようには見えなかったから……ただ、短い刃と柄つかという、短剣のような形状をしているだけで……

　フェリスが言った。

「それがおまえの言っていた、伝説の勇者が残した、剣か？　剣にはとても見えないが……」

　が、ライナはフェリスの言葉に答えず、いままでまるでやる気のなさそうだった目を急に真剣に細め、夢む中ちゆうで短剣を調べ始めていた。

「なんだこの物質は……それに薄うすく見えないように彫ほられたこの紋もん様ようは……」

「どうだ？　おまえの論ろん文ぶんの通りか？」

「……焦あせるなって。まだわからない……これが本当に本物なのかを……だめか。『複アルフア写・ステイ眼グマ』でも読み取れない……なにかしらの力が施ほどこされていた形けい跡せきはあるが……ん？　あ、これをこうしたら……？」

　などと、二人でぶつぶつ会話を交かわす。




　一方、そのころ。




　ライナたちに置き去りにされたミルクは、縄なわでぐるぐる巻まきになっている体を動かして、必死で蠢うごめいていた。

　もう、イモムシのようにごろごろ転がると、ルークたちに体当たりして、

「ほら、起きて！　ルーク、ラッハ、リーレ、ムー！」

　声をあげる。それに反はん応のうして、最初にルークが目を覚ました。

「うう…………あ！　ミルク隊長！　無事でしたか！」

「うん！　ルークは？　怪け我がはない？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　それに、ルークは剣で殴なぐられた首を、調子を確かめるようにぐるりと回してから、

「大丈夫、のようです。しかし……これはいったいどういう……」

「説明はあと。とりあえずみんなを」

　言ってから、一人ずつ起こしていく。

　やがて全員が目覚めて……

　ムーが、

「うわ!?　ぐるぐる巻きだ！」

　続いてラッハが、

「く……と、おりゃ！　くそ……切れねぇ……」

　最後にリーレが、淡たん々たんとした表情で手首を動かし、そしてゴキン！　という、奇き妙みような音を腕うでから鳴らして、しかし首を振ふって、

「…………すごいですね。手首の関節を外しても、縄抜ぬけができないように縛しばられてる。やはりあの『忌いみ破やぶり』たちは、ただものじゃないですね」

　再ふたたびゴキン！　と、音を鳴らして、関節を入れたりして……

　それにムーが顔をしかめて、

「り、リーレいまの、手首の関節外した音なわけ？」

「ん？　そうですけど……」

「うわぁ……痛いたそう。大丈夫なの？　なんで平気な顔してられるの？」

　なんて質問に、ラッハが、

「おまえ、手首の関節くらい外せないのか？　軍の訓練で最初のころ習うだろう？」

「ええ!?　習わないよ！　っていうか習いたくないし！　ねぇミルク隊長。隊長はこんな痛そうなことできないですよね？」

　という問いかけに、

「え？　私は首の関節以外はほとんど外せるように訓練されてるよ？」

　なんてことをミルクがあっさり答えると、部隊の面々は騒そう然ぜんとなって……

　ルークが、

「ぜ、全部ですか？」

「……あらためて、隊長の歩んできた道の厳きびしさがわかりますね……」

　リーレが首を振り振り言う。

　ラッハとムーはと言えば、

「全身？」

「い、痛そう過すぎて想そう像ぞうできないなぁ……」

　そんな、ほのぼの会話。

　しかし、ミルクは周囲に目を向ける。

　こんなゆったり会話をしてる暇ひまはないのだ。それよりもなんとかライナを助けないと。そのためには、あの危き険けんな美人が戻もどってくる前になんとかこの縄を抜ける必要が……

　と、そのときだった。

　どこからか、声が近づいてくるのに気がつく。

「おい。このへんのはずだよな？　今朝のローランドの間スパ者イが逃にげたのは」

「あいつら……ネルファの砦とりでを襲しゆう撃げきして、あげくに巡じゆん回かい警けい備び隊たいにまで魔ま法ほうで攻こう撃げきしてくるとは……俺らをなめるにもほどがある！」

「ああ。目にモノを見せてくれるわ！　絶ぜつ対たい捕つかまえて、奴やつらがなぜ砦に忍しのびこんだのか……なぜこのあたりをうろついているのか、目的を吐はかせてやる。そんでもってあの美人も、捕まえて……へ、へへへ。そのためにこんな五十人もの大部隊をつれてきたんだからな」

　そんな声。それに、部隊の面々はすぐさま息をひそめる。

　ルークが小声で言った。

「……ふむ。ネルファの、警備兵の奴らですね。我われ々われは一応ネルファの許きよ可かを得て、ローランドから『忌いみ破やぶり』を追いかけてきてますから、捕まったとしても問題ないでしょうが、それでもそれを証しよう明めいする時間がとられてしまいます。そうなると、『忌いみ破やぶり』たちに逃げられ……」

　が、そんな言葉をミルクは無む視しして、ネルファの警備兵がいるほうを見つめていた。

　まずい。あれは、ライナたちを探さがしてるんだ。

　ライナたちが、なにかいかがわしいことをここでやっている。それは間ま違ちがいなかった。そしてそれを捕とらえるために、ネルファの兵たちは、五十人もの部隊を連れてきてるという……

　ライナたちを捕らえるために……

　これは非ひ常じようにまずい!!

　どうしよう。ライナは無実なのに、ネルファの兵に捕まったら……

　瞬しゆん間かん、死、という言葉が頭に浮うかんだ。捕まったら、ライナは殺される……

　あわててミルクは頭を振ふった。

　そんなふうにさせるわけにはいかない。

　そんなこと、絶対に私がさせない！

　いまならまだ、間に合う。私がネルファの兵の存そん在ざいをライナたちに伝えれば、ライナたちは逃げることができるはず……

　いまなら……

　私たちは、捕まったところで、大だい丈じよう夫ぶなのだ。でもライナたちは……

　ルークが言ってくる。

「とりあえずここは転がって、ネルファの兵たちに見つからないところに……」

　が、ミルクはその言葉をやはり聞いていない。

　私が……私がライナを守らなきゃ！

　大きく口を広げて、

「と、トイレ!?」

「へ？」

　ルークがそれに驚おどろきの声をあげる。しかしミルクはそのまま、

「ちょっとー!?　あなたたち、こんな女の子をグルグル巻まきにして恥はずかしいと思わないの！　変へん態たいよ！　早くほどきなさい!!　……ってか、お願いだからほどいて！　女の子にもいろいろ事じ情じようがあるのよ！　そのあの……ト、トイレとか……ってなに言わせるの!!」

　それにルークが慌あわてて、

「た、隊長。ここは敵てき国こくの領りよう内ないですよ？　そんな大声だされては……我が慢まんしてください！」

　しかし、ルークの叫さけびはむなしく、ネルファの兵たちにミルクの想おもいは通じた。

「見つけた！　あっちだ！　全部隊召しよう集しゆうしろ！　こないだの借りはきっちり返してやる」

　そんな展てん開かいにラッハやムーが叫んだ。

「うそ!?　冗じよう談だんだろ？」

「どうしようどうしよう」

　続いてリーレが、

「これは、まいりましたね。隊長はいったい……」

　と、目を細めてから、ルークのほうを確かく認にんする。するとルークも困こまったようにうなずいてから、ミルクのほうを向いてきて、

「どういうことですか？　隊長」

　こんな状じよう況きようで優やさしげに聞いてきてくれるルークに、ミルクは思わず顔を伏ふせてしまった。

　話せない……

　ライナのことは……ローランドにも追われているライナのことは……

　でも、こんなに優しくしてくれるルークたちに嘘うそをつくのも……

　が、それにルークは突とつ如じよ、優しげに微ほほ笑えんでから、

「そうですか。なにか、事情があるみたいですね。それならいいです。私たちは、いつでも隊長の味方ですから。さて、じゃあいまの状況を何とかする方法を考えましょうか」

　なんてことを言ってくれて……ミルクは思わず唇くちびるを噛かみ締しめた。そして、

「あの、ルーク……」

　言いかけた、そのとき。

「なんだこいつら！　朝会った奴やつらじゃねぇぞ」

「だが、こいつらもローランドの紋もん章しようをつけてるじゃねぇか。きっとあのクソむかつく二人組の仲間だろ」

　なんて言いながら、大おお勢ぜいのネルファの兵たちに取り囲まれてしまう。

　それにミルクが慌あわてて言い訳わけをしようとして、しかしそのまえにルークが落ちついた声こわ音ねで、

「落ちついてください。我われ々われは決して怪あやしいものじゃ……」

　が、ネルファの兵は、

「ウソつくんじゃねぇ！　このローランド野や郎ろうが！　てめぇらの国の王が親しん睦ぼくを深めにきてそうそう、間スパ者イなんかよこしやがって！　てめぇらみてぇなローランド野郎を信じた俺が馬ば鹿かだったよ！」

「待ってください！　本当に我々は怪しいものじゃないんです！　ネルファ皇こう国こくの許きよ可かを得て、『忌いみ破やぶり』を追ってきた『忌いみ破やぶり』追つい撃げき部隊なん……」

　と、ルークが必死で言い訳しかけたとき……

　ゴァ！　という轟ごう音おんが響ひびき渡わたり、強大な光が天に瞬またたいたかと思うと、突とつ如じよ稲いな妻ずまがミルクたちの上空で爆ばく裂れつした。次いで、目がくらむほどの激はげしい明めい滅めつ。

　ネルファの兵たちが一いつ斉せいに空を見上げて、

「う、うわあ!?」

「な、なんだいまのは!?」

　叫さけび声をあげる。ルークもそれに目を細めて、

「どういうことだ？　いまのは……ローランドの魔ま法ほう……『稲光いづち』じゃ……」

　が、その言葉が、今度は途と中ちゆうで突然、かき消えた。各所からあがるネルファの兵たちの叫び声も、忽こつ然ぜんと消失してしまう。

　それに、ミルクとルークは顔を見あわせた。

　二人は、いまのこの状況を把は握あくしていた。

　周囲から、音を消しよう滅めつさせ、完全なる静せい寂じやくをもたらせてしまうという、特とく異いな魔法……

　ローランドの魔法の一つ、『闇あん庭て』だ。これは、かつての戦せん役えきのとき、対エスタブール王国用に開発された魔法だった。エスタブールの、音波を使った攻こう撃げき魔法を無力化するために、ローランドの研究者たちが作り出した魔法。空気の振しん動どうを止め、音の伝達を止めてしまうというだけの簡かん単たんな魔法なのだが……

　しかし、その突然の音の消失に、ネルファの兵たちはあっさりと大混こん乱らんに陥おちいってしまう。

　うまいやりかただった。

　最初に轟音と光を伴ともなう攻撃魔法を放ち、自分たちが危き険けんな状況に置かれているということを理り解かいさせてから、ダメ押おしのように音のない世界を作りだして、恐きよう怖ふを煽あおる。

　しばらく後。

　音が再ふたたび世界に戻もどってくると……

「な、なにが起こってるんだ!?」

「やばい！　敵てきか!?　敵なのか!?」

　もう、ネルファの兵たちは完全にパニック状態だった。

　ルークが驚おどろいた表ひよう情じようで言う。

「間ま違ちがいなく、ローランドの魔法……しかし、どういうことだこれは。まさか……『忌いみ破やぶり』が、我々を？　だが、『忌いみ破やぶり』が、追撃部隊を助けにくるはずが……」

　その言葉に……ミルクは体をびくっと震ふるわせた。

　そう。助けにくるはずがないのだ。私を、覚えてないって言ったライナが……

　でも彼は……ライナは私を……

　ああああ！　でも、せっかく私が逃にがそうとしてるのに。私はこのネルファの兵に捕つかまっても大だい丈じよう夫ぶなのに……

　そう思っても、なぜか、なぜか顔が緩ゆるんで……

　と──そのときだった。

　目の前にいたネルファの兵の一人が、なにものかに頭を殴なぐられて、昏こん倒とうする。

　き、きた!?

　そう思った。

　ライナが助けにきて……くれ……

　が！　目の前に現あらわれたのは、綺き麗れいな金きん髪ぱつをなびかせ、華か麗れいな剣けんさばきで周囲の兵士たちをなぎ倒たおす、あの美人なだけのフェリスとかいう女で……

　その女が、ミルクを守るようにネルファの兵の前に立ちはだかって……

「って!?」

　なんでこいつが!?　どうしてこいつに守られちゃうわけ!?

　理り解かいできなかった。どういうこと？　

　ま、まさか、このフェリスとかいう女はライナを利用してる悪者じゃなくて……

　恋こいび……

　と、そこでやっとこさ、気けだるそうに駆かけてきたライナがミルクの元へとやってきて、それを見るなりミルクは思わず、

「あ！　この馬ば鹿かライナ！　どこいってたのよ！　もう信じらんない！　早く助けにきてよね！　漏もらしちゃったらどうするのよ!?」

　乙おと女め心だった……

　せっかく、せっかくライナのことを助けようとがんばったのに……

　ライナは、ライナたちはいままで、向こうの茂しげみで、いったいなにをしてたの？

　そう思うと、もう、泣きそうになってしまう。

「う……助けにきたのに馬鹿呼ばわりか。ちょっと気分が萎なえるなぁ……」

　そ、そんなこと……

「と、とにかくこの縄なわをほどきなさい！　これは命令です！　こう見えても私は部隊長の地位で……」

「わ、わかったからとにかく静かにしてくれって。せっかく敵兵の目を俺おれらからそらしたのに、そんなに騒さわがれたら意味が……」

　と、そこであヽのヽ女ヽがあいもかわらず感情のない声で言ってきた。

「もう、遅おそい」

「へ？」

　と、ライナが振りかえったときにはもう、ネルファの兵たちは態たい勢せいを整えてしまっていて……

　剣けんやら斧おのやら棍こん棒ぼうやら、各おの々おのの武ぶ器きで襲おそいかかってきていて……ネルファの兵が、

「貴き様さまらぁ!?　やはり仲間だったか!?　ローランドの間スパ者イめ！　死ねぇ!?」

　それにルークが、

「だ、だからそれは誤ご解かい……っていうか、なんで『忌いみ破やぶり』が我われ々われを助けに……？　いったいなにが……」

　なんてことを言ってる間にも、ネルファの兵たちはライナへと襲いかかってきて……

「ま、まじ!?　うわ、わわ!?」

　不意をつかれたライナは、ぎりぎりのところでそれをかわす。それでも体勢を崩くずし、敵の攻こう撃げきを防ふせぎきれなくて……

　迫せまりくる剣撃を、とっさに懐ふところから取り出した奇き妙みようなもので防ふせいだ。

　奇妙な、無む機き質しつな青い物体。

　短剣のようでいて、でも、どこからが刃はで、どこからが柄つかなのかもわからないような、武器にはとうていなりそうにない奇妙なもの。

「…………なに？　あれ……っていうか、あんなんで戦っても、勝てるわけ……」

　ミルクが言いかけたのと同時、案の定、密みつ集しゆう隊形で襲いかかってくる剣や斧の乱撃に、いくらライナといえども、防ぎきれなくなって……

「くそ……どうするフェリ……ぐあ!!」

　瞬しゆん間かんだった。

　信じられない光景が目の前で起こる。

　ネルファの兵が振ふり上げた棍棒の一撃が、ライナの頭にぶつかり、彼は衝しよう撃げきで体ごと吹ふっ飛ぶ。

　ライナの体が空中を舞まい……

　地面に叩たたきつけられて、まるで、糸を失った操あやつり人形のようにぐったりと動かなくなる。

　ミルクは見ていた。

　ライナの頭に、棍棒がかなり危険な角度でぶつかったのを……それは、死ぬ可か能のう性せいがあるほどの勢いきおいで……

「う、うそ……うそでしょ……？」

　信じられなかった。

　やっと会えたのに。まだ、なにも伝えてないのに。言わなきゃいけなかったお礼も、それに、本当にあなたのことが好きなんだという、気持ちも……なにも伝えてないのに……

　ライナが……

「い、いやあぁあああああ!?　ライナ!?」

　ミルクは思わず悲鳴をあげていた。

　続いて、あの美人が、なぜか楽しげな声で言う……

「お？　いいね。死んだか？」

　信じられない言葉を吐はく。

　な、なに!?　なに言ってるのこの女は!?　ライナが、殺されたのよ？　なのに……やっぱりこんな女が恋こい人びとなはずない！　ライナはこの女に無む理り矢や理り利用されてたんだ。

　ライナが、ライナが……

　しかし。

　その美人の声に反はん応のうするように、ライナは頭を押おさえながらむくりと立ちあがり、

「っておい！　勝手に殺すなって」

　なんてことを言って……

　ミルクは呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　うそ……いまので、立ち上がれるわけが……？　いや、それよりこの女はライナが平気だってことが、わかってたっていうの……？

　と、ミルクはフェリスのほうを見た。

　するとなぜかフェリスは舌した打うちを一つし、少しがっかりしたような声こわ音ねで、

「生きてたか。それはよかった」

「……ちっとも嬉うれしそうに聞こえないんだが？」

「気にするな。おまえがこの程てい度どで死ぬなら、私の剣けん撃げきで二万回は死んでるだろう？」

「そう思うならちょっとは遠えん慮りよしろよ」

「ん。冗じよう談だんはともかく……だが、ちょっとまずいな。ライナ。そこのお前が過か去こに捨すてた女や男たちを守りながらでは、この人数はさばききれない。なんとかしろ」

「はあ？　どうやって!?」

「簡かん単たんだ。おまえが持ってるのはなんだ？　勇者の剣か？　じゃあそれを持ってるおまえは勇者だな？　ならなんとかできるだろ？」

「ってどういう理り屈くつだよ。第一まだ全然調べてないからどうやって動かすのかだって」

「じゃあいま調べろ」

「この状じよう況きようでそんな暇ひまが──」

「援えん護ごする」

　なんて会話。

　そしてフェリスが一歩前にでて、まるでライナを守るように敵てき兵へいと交戦を始めた……

　そんな光景に、ミルクは言葉を失う。

　この二人はいったい、どういう関係なの……？

　その間にも、ライナは手に持った短剣らしきものをいじくりながら……

「そんな無茶な……いま調べてどうにかなるもんでも……うわ!?」

　瞬間、ライナに向かってフェリスが剣を突つきつけ、それからまた、敵兵との交戦に戻もどる。

　そしてフェリスが一言。

「次泣き言を言ったら……おまえの首と胴どう体たいが離り婚こんだな」

「うう……はい……」

　それにライナは慌あわてて短剣の紋もん様ようを調べ始めた。フェリスに命じられた通り、必死にライナはその短剣らしきもの調べ続ける。

　本当に真剣に、調べて、調べて、調べて……

　そして彼はついに！

「わっから────ん！　こんな追い詰つめられた状況で、解かい析せきできるわけないだろー!!」

　あっさりあきらめた。

　それどころかなにもかもめんどくさくなったかのような表ひよう情じようで短剣も地面に投げつける。

　短剣はすとんと地面に突き刺ささり……

　しかし、その瞬間だった。

　ヒュイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ

　甲かん高だかい音ともに、短剣が高速で回転し、地面にめり込こんでいく。

「なに!?」

　ミルクはそれを見て、思わずそんな声をあげた。

　それも束つかの間。すぐさま次の異変が訪おとずれた。

　突とつ如じよ。

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ!!

　大地が激はげしく揺ゆれ始める。

「え？　え？　え？　なにこれなにこれ？」

　続いて後ろからルークも、

「こ、これはいったい……」

　ラッハ、リーレ、ムー、いや、ネルファの兵たちもその突然の天変地異に驚おどろき、戸と惑まどっている。

　しかしその現げん象しようを起こしたらしい、ライナだけは冷静な表情をしていて……

　いったい、いったいライナたちは、なにをやっているの？　ライナは、なにに巻まきこまれているの？

　そう聞こうとして、しかし、フェリスが先に聞いた。ライナのほうを向いて、

「なにをした？」

　が……

「さあ？」

　ライナはあっさり、そんなふうに答える。

　その直後。それは起こった。

　短剣が消えた穴あなから、突然巨きよ大だいな火柱が上がったのだ。

　いや、ただの火柱じゃない。その火柱には、巨大な顎あぎ門と、鋭するどい牙きば、真しん紅くの瞳ひとみ……

　その火柱は、竜りゆうの形をしていた。その火柱が大きな口を開き、

　グアァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアウ!!

　絶ぜつ対たいに化ばけ物ものとしか思えない咆ほう哮こうを上げた。

　それにあわせて、

「な、なんなのよぉおおお!?」

　ミルクも悲鳴をあげる。

　とんでもなかった。信じられない光景。

　というより、絵物語にしか登場しないような伝説の獣けものが、目の前に現あらわれているのだ。

　死が、目の前にいる。そんな威い圧あつ感が、その火柱にはあった。当然それだけで、

「うわあ化物だあ!?」

「こ、殺されるぅ～」

　そんな叫さけびとともにネルファの兵たちは散り散りに逃にげ始め……

　でも、縄なわでぐるぐる巻きになって動けないミルクたちは……ムーが叫んだ。

「た、隊長おおおおおなんですかあれはああああああ!?」

「わ、私だって知らないわよ!?」

　続いてラッハが、

「やべぇ！　ぜってーやべぇ！　だってやべぇし！　ぜってーもうダメだあああああ!?」

　さらにリーレも、

「……………………うう～む」

　最後にルークが、

「と、とにかくみんな落ちつくんだ！　い、イモムシの動きで、ここから早さつ急きゆうに退……」

　が、再ふたたび竜が、

　グァアアアアアアアアアアアアアアアアア!?

　それにミルクたちの思考は止まり……

『ぎゃああああああああああああ!?』

　ただただ、悲鳴を上げるばかりだった……




　そのまま。

　十分ほどの時間が流れ……




　そこには、巨大な竜と、悲鳴を上げ疲つかれて、ぐったりとしてしまったミルクたちと、そして、ライナとフェリスだけが残っていた。

　ミルクたちが倒たおれている横で、フェリスが、呆ぼう然ぜんと竜を見上げるライナに言う。

「……すごいな。あれが伝説の勇者か？」

「いや、どう見たって竜だろ……確たしかに伝説だけど……」

「ふむ。まあ、とにかく助かったんだ。よくやった。もういいぞ。あの無意味に危あぶ険なそうな竜は、とりあえずしまえ」

　しかしライナはフェリスのほうを向いて、言った。

「………………どうやって？」

「…………」

　なんて無む責せき任にんこの上ない会話。

　そして最後に、ミルクは、信じられない光景を目にした。

　ライナとフェリスは、目の前の竜が地面から生えているという異い常じような光景をまったく無む視しし……というより、自分たちが引き起こした事じ態たいからまるで逃げるかのように、ミルクたちすら無視して歩き始めて……

「しかしあの短たん剣けんが勇者のものかどうかはさておき、本当にそれらしきものはあったな」

「当然だ。情じよう報ほう通りだ」

　瞬しゆん間かん、ミルクは叫んでいた。

「ちょ、ちょっとライナ!?　だから縄なわほどいていきなさいって！」

　が、なんとそれも、無視されてしまう。

　あの女どころか、ライナさえまったく振ふりかえらずに、どんどん歩きさっていく。

　それにミルクは思わず、

「う、うそでしょ……？　なんなの？」

　ライナとフェリスはそのまま歩き続けながら、

「だけど、ほんとにあったとなると、めんどくせえなぁ～。次はまた違ちがう勇者伝説を追うことになるんだろ？　いきたくねーなー」

「そうだな。おまえみたいなやる気のない色しき情じよう狂きようと一いつ緒しよでは、私が大変危き険けんだな」

「いや、それは俺おれの首の方が危険だとみた」

　なんて冗じよう談だん言ってる場合じゃないのだ!!

　横に、竜がいるのよ？　っていうか……

「だ、だいたいこの竜なんなの!?　こんなのの横にほっぽっていかないでー!!」

　しかし二人はやはり振り返らずに……

　やがて、姿すがたが消える。

　それを、呆然と眺ながめながら……

「いったい……ライナになにがあったの……？」

　呟つぶやいた。まったく、ライナがこちらを振り返らない。

　変だった。奇き妙みようだった。

　その事実からも、やはりライナには、なにか大変な事情があることがうかがえた。

　だって、おかしいのだ。わざわざ助けにきてくれたのに、こちらのほうをまったく振り返らない……

　これは、どういうことなんだろう？

　それにミルクは目を細めた。

　ほうってはおけない。一度助けられた命なのだ。彼がいなければ、自分はここまで生きてこられなかった。

　あの、金きん髪ぱつの美人の女の人と、ライナがどういう関係なのかはわからない。

　わからないけど、でも、そんなことはどうでもいいのだ。

　ライナがなにか、大変なことに巻まき込まれていることは間違いない。

　なら……

　今度は、今度は私が助ける番だ！

　そう思った。

　そのためなら、私はすべてを捨すてても……

　とそこで。

「あぁ！　歯が痛いてぇ!?　でもロープは食いちぎれた！」

　ラッハの声。続いて、

「よくやったラッハ。いまみんなの分の縄もほどきましょう」

　なんて声が上がりはじめて……

　しかし、ミルクはそれに、振り向けなかった……

　続いてムーが、

「よぉし！　あとはミルク隊長の分だけだ！」

　なんて言うが……それでも……

　そこでルークが……

「……あの……ミルク隊長？」

「…………」

　が、ミルクは……やはり振り向けなかった。

　だって、すべてを捨てても、そう、自分に言ってしまったのだ。それは、彼らを、部下を裏うら切ぎること。

　私には、もう、彼らの隊長でいる資し格かくは……

　とそこで、ルークたちが、

「………………」

　しばらく沈ちん黙もくする。そして、もう一度、

「ミルク隊長。あの、さっき言った、私の言葉を覚えてますか？」

　突とつ如じよ、そんなことを言ってくる……

　さっき言った、言葉？　ルークは、なにを言ってたっけ？　さっきからライナのことで頭がいっぱいになってて、ルークの言葉なんか、全然、全然覚えてなくて……

　が、ミルクがなにも答えないうちに、ルークが続けてくる。

「あのですね、私がミラー少佐の部隊にいたことは、ご存ぞん知じですか？」

「いったい……なんの……」

　そう言いかけたミルクの言葉を遮さえぎって、ルークは優やさしい声こわ音ねで続ける。

「とにかく私は、ミラー少佐の部下だったんですよ。いまから話そうと思うのは、ミラー少佐が隊長で、私がまだ新人だったころの、『忌いみ破やぶり』追つい撃げき部隊の話なんですが……」

　そんなことを言い出す。それに、ミルクは振りかえった。怪け訝げんな表ひよう情じようで、ルークの顔を見つめる。

　いったい、ルークはなにを言おうとしてるの？

　しかし、相変わらずルークは優しい微ほほ笑えみで、

「これは、ルーナ帝てい国こくにミラー『忌いみ破やぶり』追撃部隊が派は遣けんされたときの話なんです。細かい説明は省きますが、そのときの『忌いみ破やぶり』は、家族四人でローランドを出しゆつ奔ぽんしてまして……両親に、とある施し設せつから引き取った、養子の子こ供ども二人です。そして、ローランドからは捕ほ縛ばく命令ではなく、抹まつ殺さつ命令がでていました。それも両親だけではなく、子供二人にいたるまで……」

　それに、ミルクは顔をしかめた。

　そう。ミルクたちがやっているのは、そういう仕事なのだ。相手にどんな事情があろうと命令に従したがい、裁さばかなければならない。いや、事情がない『忌いみ破やぶり』なんて、いないのだ。

　そしてその上で、ミラーがこう言っていた。

『ではもう一度聞くが、『忌いみ破やぶり』の素す性じようを聞いてどうする？　素性を聞いて、同情に値あたいするものだったら、殺せなくなるのかな？　私たちの任にん務むはそういう任務だ。人がやりたくないような仕事。汚きたない仕事。しかし誰だれかが必ず……』

　必ずやらなければならない仕事……

　ミラーはそう言った。

　だから、ルークの言っていた、親子も当然……

　ルークが続けた。

「目標にはすぐに追いつきました。最初、両親が抵てい抗こうしてきて、戦せん闘とうになりましたが……捕縛することに成功……両親は必死に、泣いて命いのち請ごいをしてきました。いえ、自分たちの命はどうでもいい。でも、子供たちだけは……そう、彼らは言いましたが……ミルク隊長もご存知の通り、ミラー少佐は……」

　そこまでで、ミルクは顔をそむけた。

　もう、結末は聞きたくなかった。

　多くの命を救うため、ミラーのとった行動は正しいのだろう。そしてその職しよく務むに自分もついていて、そしてそれをやる覚かく悟ごもあった。

　でも、わざわざそんな話を、聞きたくはなかった。

　しかし、ルークは淡たん々たんと続けた。

「そうじゃなくても、当時の様々な理由を考えれば、彼らを救う道はなかった。そしてそれは、本人たちにもわかっていました。でも、子供たちも一いつ緒しよに殺されると聞いて、やむなく逃にげ出した……それが、この家族がローランドを出奔した理由……」

　子供を守るため……

　それが理由。正当な理由だと思う。その状じよう況きようなら、誰でも逃げ出すだろう。そして、それを誰も責められない……

　責められるはずがない……

　ルークは続けた。

「私たちに、彼らは言いました。息むす子こたちを、愛しているんだと。自分たちは本当の子供に恵めぐまれなかったけれど、でも、この養子の息子二人を、五年もの月日を一いつ緒しよに過すごした子供二人を愛してるんだと。自分たちのせいで、この二人が殺されてしまうのは、我が慢まんできないと。だから、どうしても守りたいんだと。なんとか、子供だけはなんとか助けてもらえないかと……しかし……」

　とそこで、一度言葉を止めてから、

「しかし……ミラー少佐は……まず子供たちを殺しました」

「…………」

　ミルクは、言葉もなかった。

　ルークはさらにそのまま続けた。

「続いて、両親を痛いためつけ、それからローランドの本国へと連れて帰りました。結果は、死し刑けい……それで任務は終わり。そして次の任務へ……これが、私たち『忌いみ破やぶり』追つい撃げき部隊の仕事です。これがちゃんとこなせないような人間は、『忌いみ破やぶり』追撃部隊にはいらない人間です」

「…………うん」

　それにミルクは、素す直なおにうなずいた。

　ルークが言おうとしていることが、わかったから。ルークは、もう、気付いているのだ。

　ライナを助けようとしている、私の心を……

　もう、私が、彼らの仲間ではいられないということを……

「私は……」

　ミルクは小さく言った。

「私は、『忌いみ破やぶり』追撃部隊を……」

　が、そこでルークがミルクの言葉を遮さえぎって突とつ然ぜん、

「あ、ちなみにですね、ミルク隊長。あのミラー少佐が殺した二人の子供の名前なんですが……偶ぐう然ぜんにも、ムーとラッハっていうんですが……それを、どう思います？」

　そんな言葉に、ミルクは思わず、

「ほぇ？」

　なんて間ま抜ぬけな声をあげてしまう？

　顔をあげると、ルーク、ラッハ、リーレ、ムーが、なぜか、にやにや笑ってて……

「え？　え？　って、どういう……」

　が、ルークがそれに、

「つまりは、そういうことです。ミラー少佐は結局、子こ供どもを殺さなかった。いや、殺せなかった。あんなに偉えらそうなこと言ってるくせにですよ？　自分は殺せなかったんです」

　とそこで、少しだけ顔をしかめて、

「ま、まあ……事じ情じようが事情だったんで両親はその……救えなかったけど……それでも、子供は殺さなかった。それによって国家反はん逆ぎやく罪ざいに問われ、逆に殺される可か能のう性せいが、当時の、前王の時代……あのすさんでいた頃ころのローランドにはあったにもかかわらず……ミラー少佐は殺さずにこっそりとローランドに戻もどらせ、自分の部下として雇やとい入れた……」

「で、でもでも、じゃあ……」

　しかし、ミルクにはなにも言わせないとばかりに、ルークが続ける。

「ちなみに私だって、反逆罪に問われる可能性があったんですが、ミラー少佐に従したがいました。当時の他の仲間もです。いえ、ただ単に従ったんじゃない。ミラー少佐の判はん断だんは、いつも正しいと思えたから。ミラー少佐の人ひと柄がらや、考え、そういうものすべてを信しん頼らいしていたから、なにも言わず、ミラー少佐の判断に従ったんです。私は、部隊というのは、そういうものだと思うのです。そして……」

　ルークが目配せすると、いつもは冷静な表情を崩くずさないリーレがにっこり微ほほ笑えんで、

「私は、ミルク隊長を信頼してますよ」

　さらにムー、ラッハが、

「んと僕ぼくも！」

「俺もな」

　最後にルークが、いつもは見せない、少し真しん剣けんな表情で、

「ミルク隊長。ミラー少佐にあなたの部下になるように言われたとき、実は最初、私たちは拒こばんだんです。自分たちは、ミラー少佐の部下であって、他の隊長の元では働きたくないって言ってね」

「そうなの？」

　思わずそう問い返すと、ルークは優やさしげな表情でうなずいてから、

「でも、あなたに会って、あなたと話して、考えが変わった。あなたについていこうと決めた。そのときから、私たちはあなたの家族のつもりでいる。私たちは部隊を、そういうとらえかたで見ているんです。私たちはあなたが好きで、部下になった。好きだから一緒にいるんです。だからあなたには、いままで失ってきたものを取り戻してほしいし、幸せになってほしい。私たちは国のために戦うわけじゃない。人のために戦うんです。自分の目に映うつる、大切だと思える人たちを、少しでも救えるように……」

　そのまま、ミルクをじっと見つめてきて……

　ミルクはなにも言えなくなる。

　ルークはそのまま、

「だから隊長は、自分が正しいと思うことをやればいい。そして私たちは、ミラー少佐を信頼し、ついていったように、あなたにもついていきます。あなたは悩なやむ必要はない。あなたが間ま違ちがいを犯おかせば、私たちがそれを正してあげる。どんなことがあろうと、私たちはあなたの味方でいる。だから、どんな選せん択たくをあなたが下そうと、悩む必要はない。どんなことがあっても、あなたは私たちの隊長で、……そして……」

　とそこまで言ってから、少し照れ笑いを浮うかべて、

「そして一いつ緒しよにまた、みんなでわいわい、食事をとりましょう。だってそれが、家族なんだから」

　そんなことを言われて……

「家族……」

　ミルクは動けなくなった。

　そんなふうに言われたのは、初めてだった。

　家族……家族……

　そんな言葉……欲ほしいとも思わなかった。最初から家族なんていなかったから……それがどんなものかすら、わからなかった……

　でも目の前にいるこの人たちが……

　家族……？

「かぞ……」

　なぜか、言葉にならなかった。

　まるで知らなかった、欲しいとも思わなかった言葉なのに、どうしてこんなに、心に響ひびくのか……？

　視し界かいがうるんでいき、消える。

　するとルークがその涙なみだに驚おどろき、慌あわてて駆かけ寄よってきて、なだめるように頭をなでてくれて……

　ラッハやムーが必死に冗じよう談だんを言ったりして、笑わせようとしてくれたりして……

　それをリーレが、微笑んで見守ってくれて……

　本当にこんな世界は知らなかった。

　人が、一人じゃないだなんて、知らなかった。

　いつのまにこんなふうになってたんだろう？　いつのまに、こんなに世界があったかくなってたんだろう……？

　私は……

　一人じゃなくて。




　そして、ライナを救いにいく。




　それが、嬉うれしくてしょうがなかった。

　涙が溢あふれてるのに、それは悲しくなくて……

　ミルクは笑え顔がおで、たくさん笑ったのだった。







　ちなみにこの後ルークが、そんな笑っているミルクに、

「えー、それでは、いヽまヽさヽらヽなんですが……問題がすべて解かい決けつしたところで、次の行動に移うつってよろしいでしょうか？」

　なんてことを言ってきて、

「次の行動？」

　意味がわからずに、そう聞き返すと、ルークが、いや、それだけじゃなく、ラッハも、リーレも、ムーも、一いつ斉せいに横を指差してくる……

　瞬しゆん間かん。

　ミルクも理り解かいした。

　ライナのことで頭がいっぱいで、完全に忘わすれていたけど……

　そっと横を見ると、やはりそこには、まったく動かないが、巨きよ大だいな竜りゆうが生えていて……

　それに、

「あう……」

　ミルクはいまさらながらに声をひそめて言った。

「わ、わかりました。すみやかに、て、撤てつ退たいします」

『は！』

　というルークたちの声も、いまさらながらに小さくひそめられており……

　ラッハとムーが縄なわでぐるぐる巻まきのミルクを抱かかえ上げて、

「じゃ、大急ぎで逃にげます！」

『はい！』

　ミルク部隊は、本人たちがどう思っているかはさておき、いまいちドタバタと騒さわがしく、その場を逃げ出したのだった。







　それでも竜は、まるで生きていないかのように、まるで反はん応のうしなかったが……









　第三章　それぞれの憂ゆう鬱うつ






　一方その頃ころ。

　ローランド帝てい国こくは、シオンが王の座ざについて以来、一番の大混こん乱らんに陥おちいっていた。

　エスタブールが反はん乱らんを起こした。

　それもその反乱に、かなりの数のエスタブールの兵たちが呼こ応おうして、大きな勢せい力りよくになっているという。

　その事実は、ローランドの国民のみならず、貴き族ぞくにいたるまで恐きよう怖ふに陥おとしいれ……

　そこは、荘そう厳ごんな宮きゆう殿でんだった。ローランド帝国の前の主が、自らの威い光こうをこれでもかと見せつけるために作らせた、石柱に支ささえられた、無む暗やみに巨きよ大だいな宮殿と、玉ぎよく座ざ。

　かつて、その玉座に座すわる王に対して、意見をするものなどいなかった。

　いや、意見などすれば、死し刑けい……

　王の気分を害すれば死刑。

　この国は、そんな国だったのだ。

　日々、腐くさり続けていくような、そんな国……

　しかしいまは……

　シオンの座る玉座の前、多くの貴族たちや、軍部のものたちが集まってきていた。

　シオンの側近である、クラウ、カルネ、フロワードはもちろんのこと、早くから国王派はについてくれた、ヌーブル伯はく爵しやくと、それに付き従したがう貴族たち。

　そして……反国王派の筆頭である、ステアリード公爵と、その一派。

　玉座の前に群むらがる、そんな面々を見つめて、シオンは少しだけ、笑えみをこぼした。

　小さく、

「……これは、わかりやすいなぁ……」

　目の前の集団は、国王派と、反国王派で、きっちりと右と左に分かれているのである。

　もちろん反国王派のスパイが、国王派にも混まじっているだろうが、それはお互たがい様だ。

　ただ、反国王派としてあからさまに活動しているものたちは、それを隠かくす気もないようだった。

　それだけ、まだ、貴族たちにシオンの力が及およんでいない証しよう拠こだ。

　シオンの側についてくれているのは、ほとんどが軍部幹かん部ぶや、それに関かかわりがある貴族たちだけ……

　それも、政治的思おも惑わくからだろうが……

　軍部出身のシオンの側につけば、自分たちの地位が上がる。そう、考えているのだろう。

　結局は、心から国を思っているものなど、ほとんどいないのだ。

「……ま、あたりまえだが……」

　まずはじめに、反国王派の側から、声があがった。つり上がった目が印象的な、四十代始めくらいの男。クリアド伯爵が、

「陛へい下か。このたびのこと、どう責せき任にんをとるおつもりですかな？　エスタブールのものたちに反はん乱らんを許ゆるすなどと……」

　とそこで、ひょろりと背せの高い、初老の紳しん士しが、

「クリアド卿きよう。その物言いは、陛下に対して失礼であろうが!!」

　一いつ喝かつする。ヌーブル伯爵だ。彼は厳きびしい表ひよう情じようでクリアドをにらみつけた。

　それに一いつ瞬しゆん、クリアドはたじろいでから、背はい後ごの、誰だれかの顔色をうかがうかのように振ふり向いて……

　そして、なぜかすぐさま自信を取り戻もどすと、

「は！　ヌーブル卿。私は事実を言ったまで。エスタブールごときの下げ賤せんな輩やからどもが反乱を起こすなど、王のご威光が足りない証拠ではないのかな？」

「貴様！　そのような不ふ遜そんな態たい度どが許されると思うてか！」

　そんな会話に、シオンは思わず、苦い笑みを浮うかべてしまった。そして、声にならない、誰にも聞こえないような小さな声で……

「許されるんだよ……」

　そう呟つぶやいた。

　それが、いまのシオンの置かれている状じよう況きようなのだ。玉座に座りながら、まだ、有力な貴族たちをまるで掌しよう握あくできていない。貴族たちが、こんな態度をとっても、許される。

　それどころか……

　シオンは目を細めて、クリアドの後ろにいるものを、にらみつける。

　ステアリード公爵。

　クリアドは、ステアリードの顔色をうかがっていたのだ。いま、ここで一番力を持っているのは、俺おれじゃなく、ステアリードなのだ。

　あらゆる貴族たちに手を回し、脅おどし、賄わい賂ろを与あたえ……ローランドの闇やみに住むもの。前王の側近だった男。

　やり手だった。

　前王が失しつ脚きやくしても、その地位を失わず、あいもかわらずローランドの貴族のトップに座り続けている。

　すでにシオンも、ステアリードの元へ間スパ者イを何人も送っているにもかかわらず、まだ、なにもつかめない。それどころか、間スパ者イの何人かは、帰ってもこないのだ。さらに、ステアリードの領りよう地ちはいつも豊ゆたかで、領民の評ひよう判ばんもいい。

　シオンは視し線せんの先の男を見つめた。

　すでに五十代後半という年ねん齢れいにもかかわらず、ぴんと伸のびた背筋に、温和そうな表情。

　間ま違ちがいなくこの男が、ここにいる貴き族ぞくたちのトップで……

　おまけに、その後ろには、決して表舞ぶ台たいにはでてこない、何者かの存そん在ざいを感じる……

　シオンはげんなりと首を振ふった。いまは、考えてもしかたのないことだ。いずれ、近いうちに、この貴族たちとも真っ向から向かい合わなければならない日がくるだろう……

　しかし、それよりもいまはエスタブールだ。

　この、エスタブールの反はん乱らん。

「…………」

　シオンは、自分の陣じん営えいで、涼すずやかな表情でヌーブルとクリアドの口こう論ろんを眺ながめている男を見た。

　エスタブールに反乱を起こさせた張ちよう本ほん人にん。

　反乱を起こさせ、エスタブールの危き険けん因いん子しを皆みな殺ごろしにするなどという、とんでもない計けい略りやくを進言してきた張本人は、貴族たちの混こん乱らんを眺めながら、薄うす笑えみを浮うかべていた。

　クリアドが言う。

「不遜ですと？　私は事実を申し上げたまで。陛下は少々、民たみに甘あま過すぎるのです。愚ぐ民みんどもは、我われら貴族が統とう治ちしてやらねば生きてもいけぬくせに、少し甘やかせば、すぐにつけあがりおる！　エスタブールもしかり！　陛下が甘い顔ばかりしておられるから、こんなことになるのです！」

　それにヌーブルが、今度こそ顔を真っ赤にして、

「おのれクリアド卿！　そのような……」

　が、その声は、反国王派のあげたクリアドの意見への賛さん同どうの叫さけびに、かき消されてしまう。

「そうだ！　陛下は少し甘過ぎる！」

「我ら貴族をないがしろにし、平民どもに楽させるなどと、もってのほかだ！」

「陛下は我ら貴族を……」

　しかし、そこまでで、

「黙だまりなさい!!」

　突とつ然ぜん、怒ど声せいが鳴り響ひびいた。

　よく通る、それでいて、威い圧あつ感かんを伴ともなった声。

　それだけで叫び声をあげていた貴族たちが、まるで示しめし合わせたかのように声を止める。そして一いつ斉せいに怒声の主のほうへと目が向けると。

　そこには、ステアリードがいた。

　それに、シオンの目の前、一番近い場所に立っていたクラウがはき捨すてるように小さく、

「ふん……いよいよ、ご登場か……」

　ステアリードは、周囲の貴族たちを睥へい睨げいするように見まわしてから、シオンを見つめ、穏おだやかな口調で、

「申しわけございませんでした陛へい下か。若わかい者たちが過ぎた発言を……しかしそれも、国を思えばこそです。我々も、こたびのエスタブールの反乱に、戸と惑まどっておるのです」

　国を思えばこそ？　よくもまあ、そんな言葉がでてくるものだ。

　内心、シオンは冷れい笑しようしながらも、大おお仰ぎようにうなずいて、

「わかっている。ステアリード公こう爵しやくならびに、ここに集まってくれた一堂の貴族たちが、このローランド帝国を思い、尽つくしてくれているのには、常つね々づね感かん謝しやしているよ」

「これはこれは、言葉もございません……」

　ステアリードが深々と頭をさげてくる。

　それにヌーブルがこちらをにらみつけてくるが……

　当然だろう。いまのでは、ヌーブル一人が恥はじをかかされた形になってしまう。

　だが、それには肩かたをすくめるだけで、勘かん弁べんしてもらった。いま、ステアリードに食って掛かかっていくわけにはいかない。それでは、反国王派はの思い通りになってしまう……

　ここじゃない。仕返しするのは、ここじゃないのだ。

　エスタブールの反乱。

　それは、こちらのシナリオで……

　なら、こちらのシナリオ通り進めなければならない。

　ステアリードが、

「して、陛下はこたびのエスタブールの反乱を、いかがなさるおつもりでしょうか？　なんでも奴やつらは、敗戦国の分ぶん際ざいで、かなり大きな勢せい力りよくになっているとか……貴族たちが怯おびえております。できれば迅じん速そくな対たい応おうをお願いしたいのですが……」

　そう、言った。狡こう猾かつな笑みを浮かべて言ってきた。

　エスタブール反乱の報しらせが、公式に届とどいたのは二日前。たった二日で、そのエスタブールの反乱への有ゆう効こうな対応策さくを練ることなど、到とう底てい不ふ可か能のうなはずだ。

　そういう顔だった。

　なにせ、この反乱の首しゆ謀ぼう者しやが誰かも、その本ほん拠きよ地ちも、まだ判はん明めいしていないのだ。

　だが、シオンはにやりと笑って、

「もちろんだステアリード公爵。対策はもう練ってある。いや、この時期にこういう形で反乱が起きるだろうこともおおよそ予想通りだったからな。安心してもらって構かまわない」

　言った瞬しゆん間かん、宮きゆう殿でん内ないが、騒そう然ぜんとなった。

　ステアリードが少し驚おどろきの顔で、こちらの胸むねの内をさぐるように見つめてくる。いや、クラウや、カルネ、ヌーブル、国王派のものたちも驚きの表ひよう情じようで見つめてきて……

　クラウが言った。

「反乱が起きることも、予想がついてただと？」

　それにシオンはうなずいて、しかし、視線はステアリードから離はなさないまま、

「首謀者のこともすでに調べがついている。頑かたくなに、私への謁えつ見けんを拒こばんでいた、エスタブールのかつての国王、ルウェ・エンの一ひと人り娘むすめ、ノア・エン嬢じようだ。彼女を中心に、エスタブールの貴き族ぞくたち、そしてそれに付き従したがう兵たちが集まっている」

　それに、ステアリードが苦々しい表情で、

「まさか、そこまで……」

　小さく呟つぶやいたのを、シオンは逃のがさなかった。

「そう。そこまですでに調べてある。だから、あなたがた貴族の方々は、安心して民たみを導みちびいてください。あなたがたが思っているほどは、私も間ま抜ぬけではないですから……」

　そう、貴様らの勝手を、いつまでも許ゆるしてやるほど、間抜けではない……

　シオンはステアリード、そしてその背はい後ごにむらがる貴族たちを、強くにらみつけた。

　それに、貴族たちは怯えた表情で顔をそむけたり、うつむいたり……

　ステアリードだけは、シオンから目を離さずに笑えみを浮うかべるが……

「それは心強いことです。陛下があってこそ、国は、国でいられるのですから……」

　それを無視して、シオンは言った。

「では、続きはエスタブールの情じよう勢せいを調べてきてくれた、ミラン・フロワード大佐に」

　すると、フロワードが会え釈しやくをして、前へと一歩でた。

　そのまま少し沈ちん黙もくし、貴族たちの視線が集まるのを待ってから、冷たい、感情が死んでしまったかのような、悪あく魔まのような声で、

「状じよう況きようは、あまりよくありません。私のつかんだ情じよう報ほうでは、ここ数日で集まった兵の数は…………三万です。そして、まだ増ふえ続けています。このまま放置しておけば、いずれ五万ほどにはなるでしょう」

　瞬間、今度こそ貴族たちの顔色がかわった。

「ご、五万!?」

「そんな馬ば鹿かな……そ、それでは……エスタブールのかつての兵のほぼ半数がこの反乱に荷か担たんするということではないか……」

「いや、反乱どころかそれでは、戦争だ!?」

　が、そんな言葉はまるで無視して、フロワードは淡たん々たんと続けるが……

「戦せん闘とうは主に、エスタブールの領りよう地ちだったところで行われると思われますが……ローランドの領地内にも、多少の被ひ害がいはでるでしょう。しかしそれも、最さい小しよう限げんで押おさえる予定です。戦闘が行われる可能性があるローランド側の領地は……クリアド様のご領地……」

「んな!?　そんなことを私が許すと……」

　クリアドが声を上げかけるが、みなまで言わせず、フロワードが淡々とした口調で、

「クリアド様には大変申し訳わけありませんが、敵てきの動き、そして地理的なメリットを考えると、それが一番被害を最小限にするために必要な措そ置ちなのです。国を常つねに思われているクリアド様なら、快かい諾だくしてくださるものと思いましたが？」

「ぐ……おのれ……」

　しかし、それ以上の言葉は出なかった。

　それを確かく認にんしてから、フロワードはさらに、

「続いてステアリード様のご領地、ヌーブル様のご領地、イシュルナ様のご領地、パール様のご領地……以上の領地が戦闘状じよう態たいに陥おちいる可能性があります。よってしばらくの間、貴族の方々は領地を引き払はらい、この城しろへと避ひ難なんしていただきたい。といっても、安心してください。かわりに私と、軍のものたちが皆みな様さまのご領地をお守りさせていただきます……」

　そんなことを言う。それにシオンは苦く笑しようしてしまった。フロワードがいま言った領地は、ヌーブルをのぞいて、謀はかったかのように、ほとんどが反国王派の領地ばかりだったからだ。

　当然それにクリアド、イシュルナ、パールの顔色が変わって、

「な、待ってくれ。それでは我々は領地を離れて、貴様が我らの領地を踏ふみ荒あらすというのか!?」

「ゆ、許さんぞそんなことは！　私は断だんじてそんな……」

　が、それにフロワードは暗い瞳ひとみで、じっと貴族たちを見つめて、

「許さない？　どういうことでしょう？　あなたがたの留る守すの間に、私が領地を訪おとずれるということに、なにか問題があるのですか？　それとも、私に見られては困こまるようななにかがあるとか？」

「ば、馬ば鹿かを言うな！　そんなものはなにもない！　し、しかし……」

　とそこで、三人の貴き族ぞくを助けるように、横からステアリードが、

「まあ、落ちつきなさいクリアド卿きよう。あなたたちの言いたいことは私もわかります」

　言ってから、フロワードのほうを向いて、

「ミラン・フロワード大佐どの。彼らの気持ちもわかってやってくれないかね。君も貴族の出ならわかるだろう？　我われ々われ貴族がいかに、自分の領地を、領民を愛しているのか。自分の領地が戦火にさらされる悲しみ。その領地を離れるなど、我らにできようものか？」

　しかし、それにフロワードは目を細めて言った。

「そうですか。それでは、領地にお留とどまりください。エスタブールの勢力はたかだか五万……我々軍部のものが、きっとお守りいたします」

　そんな言葉に、今度こそシオンは笑いをこらえるのに苦労した。五万という数字が、一領地に派は遣けんされた兵ぐらいでそうそう簡かん単たんに防ふせげるものではないのだ。

　その地に留まっていれば、死ぬ可か能のう性せいもある……

　貴族たちは顔面蒼そう白はくにして、

「い、いや、私も、それほど頑かたくなに領地に留まりたいとは……」

　しかし、ステアリードがそれを、片かた手てをあげて制せいした。

「フロワード大佐。そこをなんとか……ローランドの領地に戦火が広がらないよう、なんとかならぬのかと、私は言っているのだ。それこそが軍部の力の見せどころであろう？」

「ほう。それは、エスタブールの領地のみで、反はん乱らんを鎮ちん圧あつさせよということですか？」

「そうだ。なにもローランドの国民を巻まき込こまずともよいだろう？」

「しかし、エスタブールもいまやローランドの所領。ローランドの国民ですよ？」

「本気でそんなふうに思っているのかね？　あんな、敗戦国の民たみなど……」

　が、フロワードはそのステアリードの言葉を遮さえぎり、

「お言葉ですが公こう爵しやく様。そのような考え方では、今後のローランド帝てい国こくの発はつ展てんは、立ち行きません」

　瞬間だった。ステアリードの瞳ひとみが、いままでの穏おだやかなものから、鋭するどく、厳きびしいものにかわって、

「フロワード大佐。いまのは、少々言葉が過すぎるのではないかね？　私を誰だれだと……」

　しかしそれも、フロワードは遮って、そうそうに頭を下げると、

「これは、失礼いたしました。お叱しかりは、あとでお受けいたします。それよりもいまは、エスタブールをどうするかです。こうしている間にも、エスタブールの勢力は大きくなる一方。今後の我々がとる道としては、一つは、話し合いの道というのがありますが……」

　と、シオンのほうを振ふり返ってくる。しかし、それにシオンは首を振って、

「だめだ。それでは、反乱を許ゆるしたことになる。再ふたたびエスタブールはローランドから独どく立りつし、戦乱の世が始まってしまう」

　それにフロワードはうなずいて、

「では、鎮ちん圧あつしましょう。私が一軍を率ひきいてエスタブールに参ります……」

　最初から決まっていたことだった。フロワードが兵を率い、エスタブールの兵を、貴族を皆みな殺ごろしにする……

　しかし、シオンはそれにも首を振った。

「いや、今回のことはクラウ・クロム少しよう将しように任まかせることにしよう。今回のエスタブール鎮圧は、彼に一いち任にんするつもりだ」

　すると、フロワードがシオンのほうを振り返った。表ひよう情じようはいつもの暗い、冷たい表情のままだが、彼の言わんとしていることはわかった。

　話が違ちがう……だ。

　フロワードが描えがいたシナリオでは……

　フロワードと取引して、エスタブールの反乱を起こした内通者と連れん絡らくを取り合いながら、エスタブールの主だった貴族たちを、皆殺しにする。さらには、ローランドの領地へも戦火を広げ、反国王派の領地の調ちよう査さも行い処しよ罰ばつする……というものだった。

　しかし。

　フロワードが、あいかわらず冷静な声こわ音ねで、

「陛へい下か。それは……」

　シオンはそれを遮って、

「クラウ、やれるか？」

　それにクラウはフロワードのほうを向き、にやりと笑ってから、

「お任せください」

　胸むねに手をあて、礼れい儀ぎ正しく直立して言った。

　続いてシオンは、

「フロワードには情じよう報ほう伝達の役やく割わりを。おまえの情報網もうを生かして、クラウを補ほ佐さしてやってくれ」

　それにクラウが、

「ああ？　こんな奴やつのサポートなんか……」

「これは命令だクラウ。フロワードも、それでいいな？」

　命令。シオンはそう言った。クラウと、そして、フロワードに。

　すると、フロワードはそれに薄うす笑えみを浮うかべて、

「…………わかりました。いいでしょう。お任せください」

　言った。

　やはり、なんの感情もこもっていない声。

　それを確かく認にんしてから、

「では、エスタブールの鎮圧についてはクラウ・クロム少将に一任した。この話はこれで終わりだ。残りのものたちは、それぞれ安心して、自分の職しよく務むに戻もどれ。それで決定だ」

　少し大きな声で、そう言った。

　誰にもそれに、異い論ろんを挟はさませなかった。




　　　　◆




　貴き族ぞくたちが宮きゆう殿でんを出ていく。

　不満げなもの。満足に笑っているもの。自分の領りよう地ちが戦火に巻き込まれないことを素す直なおに喜ぶもの。

　そんな貴族たちが解かい散さんしていくなか、ステアリードだけがその場を離はなれなかった。

　彼はなにげない素そ振ぶりで、人の群むれの中、そこだけが暗く淀よどんでいるような場所を見つめる。

　ミラン・フロワードが立っている場所を。

　フロワードはいま、国王派はのものたちから少し離れた場所に立っていた。

　当然だろう。さきほどの様子を見る限かぎり、フロワードの意見は、王に拒きよ絶ぜつされたのだ。

　エスタブールの反はん乱らん。

　これは、フロワードが故こ意いに起こしたのではないか？

　それが、ステアリードの推すい測そくだった。でなければ、反乱が起きてすぐに、あの若わか造ぞうの王が、これほど落ちついた態たい度どでいられるわけがない。そしてフロワードはその鎮圧をし、その功こう績せきをもとに、さらなる出世をする。それが、当初のフロワードの筋すじ書がきだったのではないか？

「…………」

　危き険けんな男だ。

　そう思った。

　頭が切れる上に、人の命をもてあそぶような、容よう赦しやのない計けい略りやくを立てる。敵てきにまわしたくない男だ。というよりも、敵に回す必要はない。

　ステアリードは優やさしげな表情で笑って人波に逆さからい、フロワードに近づいていく。

　そう、敵に回す必要はないのだ。彼は自分たちと、同じ種類の人間なのだから。

　接せつ触しよくするならいまだった。

　王に意見をないがしろにされたいまが、こちらにとり込むチャンス……

「やあ、フロワード大佐どの」

　それにフロワードは振り向いて、

「…………これは、公こう爵しやく様。さきほどは、とんだ失言を……」

　が、ステアリードはいつもの穏おだやかな表ひよう情じようで軽く手を上げて、

「いやいや、気にすることはないよ。君の国を思う気持ちがなさしめたことだろうからね。君の活かつ躍やくは、常つね々づね聞かせてもらっているよ。君のお父上、フロワード侯こう爵しやくも、さぞ、鼻が高いことだろう」

　それにフロワードの表情が、ぴくりと動く。

「…………それは、お褒ほめいただき、光こう栄えい至し極ごくでございます」

　父……

　それがフロワードにとって、どんな意味を持つのか……ステアリードは知っていた。

　孤こ児じだったフロワードは、軍部で功績をあげる人形として、フロワード家に買い取られた養子なのだ。それも、フロワード侯爵に忠ちゆう実じつで、なりあがるためには、手しゆ段だんを選ばず、どんなことでもすると聞く……

　ステアリードは言った。

「君も知っているだろうが、私は君のお父上、フロワード侯爵とは懇こん意いにしていてね。君とも仲良くしたいと常々思っておったのだよ」

「それはそれは。私も、ステアリード公爵様とは、ぜひ一度お話をしてみたいと思っておりました」

「そうか。やはり、そうか。君もそう思ってくれていたか。こう言ってはなんだが……君は我われ々われにより近い人間のようだからな」

　ステアリードは、探さぐりを入れるように、言ってみる。すると、

「……そのようですね。私は確たしかに、公爵様に近い人間かもしれません……」

　アタリだった。向こうから接触してきた。やはり、自分の目に、狂くるいはない……








[image: ]








　ステアリードは満足げに笑って、

「そうだろうそうだろう。あの、若い王のもとにいて、なにか感じないかね？」

　するとフロワードは少しだけ考え込むように目を伏ふせ、それから、

「そうですね。残念なことに、私の意見が、うまく通りませんね。やはり甘あまいのです。敵に対しての厳きびしさが足りない。目の前に敵がいるのを知りながら、それをなんとか助けようとする。敵を殺す強さと、憐あわれむ弱さ。善ぜんと悪との間を揺ゆらぐ、心の弱さを持っている。それが、私の印象でしょうか？　利り益えきを優ゆう先せんして動かないから、私にとっては正直やりにくい」

　その言葉が、決定的だった。

　とり込こめる。

　ステアリードはそう思った。

　やはりたとえ養子だとて、親が親なら子も子だ。フロワード侯爵と同じ。魅み力りよく的な条じよう件けんを示しめせば、ほいほいとこちらについてくるだろう。自分の利益のためならば、人を陥おとしいれることも辞じさない。

　ステアリードは嬉き々きとして言った。

「そうか。君もそう思うか？」

「思いますね」

「では、どうだろう？　君は、どちらについたほうが得とく策さくだと思う？」

　それに、フロワードは首をかしげて、

「それは、どういう意味でしょうか？」

　が、ステアリードは笑えみを浮うかべて、

「決まっているだろう？　我らと、王と、どちらにつくか、ということだ」

「…………意味が、わかりませんね」

「……ふふ。なかなか君は慎しん重ちようだな。そして優ゆう秀しゆうだ。条件を先に言えというのかね？　大だい丈じよう夫ぶ。私を誰だと思っておる？　君が望むままの報ほう酬しゆうをだそうじゃないか。君のような切れ者はなかなか少なくてな。君なら、私の片かた腕うでにしてもいい」

　そこまで言った。

　そしてそれは本心だった。

　彼のまわりにいる貴き族ぞくたちは馬ば鹿かばかりで、目先の欲よくにすぐくらむ、ぬるま湯に浸つかりきったものたちばかりだった。

　将しよう来らいを見み据すえて話し合える、そんな相手が必要だった。

　そしてそれは、目の前に……

　が……

　フロワードはそこで、

「あなたはどうも、他の貴族の方々同様に、頭の巡めぐりが悪い方のようですね」

　なんてことを言ってきて……

「な……いったいそれは……」

　しかしステアリードの言葉はそこで止まる。

　フロワードの表情が、さっきまでとは激げき変へんしたから……

　まるで暗くら闇やみの中に一ひと筋すじ、血が流れたかのように、すっと朱しゆの唇くちびるを開き……

「私が先ほど申し上げた言葉を、もうお忘わすれでしょうか？　我わが敬けい愛あいする王は、敵てきに対してお優やさしいのですよ。目の前で蠢うごめく貴むし族けらを、なんとか助けようとする。私ならすぐに殺してさしあげますのに、あなたのような矮わい小しような輩やからを、生かしてさしあげようとする。ですから私は、王の側かたわらに常にひざまずいて、地を這はう貴むし族けらどもを、潰つぶして回らなければならない」

　瞬しゆん間かん、フロワードの全身から、武ぶ人じんではないステアリードにもわかるほどの殺気が噴ふき出した。

　こ、殺される!?

　そう思ったが、一歩も動くことができなかった。まるで金かな縛しばりにあったかのように、動けなくなってしまい……

「き、貴様はいったい……」

　フロワードは声をださずに、笑えみだけで笑った。しかし、ステアリードにはその声が聞こえる。

　悪あく魔まの笑い声。

　動けば殺す。声をだせば殺す。逆らえば殺す。

　ステアリードは後こう悔かいしていた。

　違ちがう。違い過すぎる。同じ種類の人間だなんてとんでもない。

　なんてものに……声をかけてしまったんだ。

　こいつは……本物の……悪魔……

　フロワードは淡たん々たんとした声で続けた。

「私が望むままの報酬をだそうですって？　あなたには、無理です。私が望むもの……それは、シオン・アスタール様だけが実じつ現げんできるもの。弱さと強さが同どう居きよした、真の王者であるアスタール様だけが実現できるもの。この、メノリス大陸全土を覆おおい尽つくす覇は者しやだけが実現できるもの」

　その言葉に、ステアリードは震ふるえた。

　め、メノリス大陸全土を……こ、この男は、なにを言ってるんだ……まさか、この世界すべてと、争うつもりなのか……？

「逆ぎやくに聞きましょう。あなたは、どちらにつきますか？　まだ姿すがたをあらわさない、あなたの後ろにいる黒くろ幕まくと……我が王と……あなたのお命のために、早さつ急きゆうに決めることをお勧すすめしますよ。エスタブールの鎮ちん圧あつが、始まる前にね……」

　言ってから、フロワードは突とつ如じよ、にっこりと笑った。さっきまでの鬼き気き迫せまる笑みではなく、ただ冷たいだけの、感かん情じようのない笑み……

　と同時に、ステアリードの金縛りもとける。

　動けるようになった体は、しかし、全身に汗あせが伝い、脱だつ力りよくしてしまっていた。膝ひざが崩くずれないのが不思議なほど。そのまま、倒たおれてしまうかと思うほどの脱力感だった。

　フロワードがそれに、

「それではこれにて、私は失礼いたします。ご忠ちゆう言げん、まことにありがとうございました。では」

　そう言ってから、国王派はが集まる場所へと戻もどっていく……

　それを呆ぼう然ぜんと眺ながめながら、ステアリードは自分が、蜘く蛛もの巣すに引っ掛かけられたことを知った。フロワードは、自分が接せつ触しよくしやすいように、わざと国王派のそばから離はなれていたのだ……

　フロワードの言った言葉を考える。

「あなたの命のために……エスタブールの鎮圧が、始まる前に……」




　それが、なにを意味するのか。もう一度、よく考えてみる必要がある……

　ステアリードは、そう思った。




　　　　◆




　そこは、ローランドの宮きゆう殿でんと違い、薄うす汚よごれた、広いということだけが取り柄えの古こ城じようだった。

　古城……といっても、それほど大きなものじゃない。かつてエスタブールが、ローランドとの戦争にそなえて建てた、小さな要よう塞さいの一つ……

　そこの一室に、彼女はいた。

　ノア・エン。

　いまは亡なき、エスタブール王国の姫ひめ。

　それも、唯ゆい一いつの王位継けい承しよう者しや。

　透すき通るような声で、ノアは言った。

「それで？　我が父王はいまどこに？」

　顔をそっとあげると、綺き麗れいに結い上げた黒い、というより、紺こん青じようの髪かみが少しだけ揺ゆれる。毅き然ぜんとした、青みがかった瞳ひとみだった。その眼まな差ざしは、まだ十七歳さいという彼女の年ねん齢れいをうかがわせない、力強さを放っている。

　輝かがやかんばかりの整った顔立ちは、かつてエスタブール一の美女だと褒ほめ称たたえられた母譲ゆずりだった。

　その母のたおやかな美び貌ぼうに、さらに彼女には、凛りんとした一本筋すじの通った美しさがある。

　それが、いまのこの厳きびしい境きよう遇ぐうにおかれたためか……それとも、彼女しか後継者に恵めぐまれなかったエスタブールのために、女ながらに帝てい王おう学がくを学ばせられたためか……

　しかし結局は、ノアは王になろうとしていた……

　彼女の問いかけに、彼女がもっとも信しん頼らいを置いている男が答える。

「陛へい下かは、現げん在ざいはローランドの貴き族ぞくとして、敵てき国こくに取り入っております。いずれ機を見て、我われらに味方してくれましょう」

　その言葉に、ノアは微び笑しようを浮うかべて、

「そういう嘘うそを……私につくのか？　サラウェルは……」

　それに、サラウェルと呼よばれた男は肩かたをすくめるだけで応えた。

　この、まだ二十代後半ほどの男は、ノアがもっとも古くから知っている貴族の一人だった。王立学院を首席で卒業した才さい子し。そしてセイル家という名門の出。

　彼女に帝王学を教えた教きよう師しであり、一番信用に値あたいする人間だった。

　そのサラウェルに、ノアはもう一度聞く。

「それで、おまえ流に言えばどうなる？」

「…………私流に？　そうですね。あなたのお父上は、ローランドに提てい示じされた地位と安全と引き換かえに、あっさり国をお売りになりました。そう、申せばよろしいのでしょうか？　しかし、いまさらあなたがお父上のことを気にするとは思いませんでしたが……」

　その言葉にノアは軽く首を振ふって、

「別に……私が気にしているわけじゃない。もともと父とは縁えんが少なかったからな。私の母が死んでからは、彼はお歳としも考えずにあちらこちらへと忙いそがしかったようだし……ただ、やはりエスタブールの国民は、私のような女がこの反はん乱らんの盟めい主しゆになるよりは、父が立ったほうが、嬉うれしかろうと思うてな」

　それにサラウェルが頭を下げ、

「これは、ノア様の深しん慮りよに気づかずに……しかし、我々貴族、そして国民たちは、あなたをお慕したいもうしあげております。あなたの才気……すでに王者の器うつわだと、巷ちまたでは……」

　が、ノアは苦笑して、

「おまえがそう、広めたのであろう？」

　その言葉に、サラウェルは悪びれた様子もなく、言った。

「事実がそうでなければ、私がいくら広めようとも、広まるものではありません。エスタブールは、真の王を待ち望んでいたのです」

　それに、

「………………そういうことにしておこうか……」

　ノアは少しだけ笑って言った。
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　それから、その笑いが、疲つかれたような笑えみにかわる。こんな軽口を叩たたけるのも、もう、いまが最後かもしれない……

　そう思うと、ノアの表ひよう情じようが、強こわばった。

　それに気づいたのか、サラウェルが優やさしげな声こわ音ねで、

「怖こわいですか？　姫様……」

「怖い？」

　その問いかけに、ノアは一度、サラウェルを見つめ、それから目を閉とじた。

「それは……怖いさ。みなに、貴族たちに担かつぎ上げられて反乱の盟主になったが……ローランドに勝てなかったら、そのときはどうする？」

　が、サラウェルは真しん摯しな声で、

「勝てます。悪あく辣らつな方法でエスタブールを侵しん略りやくしたローランドなどに、我らは負けません」

「悪辣？　しかし、ローランドはおおむね、エスタブールの民たみにも、良りよう政せいを敷しいてくれているではないか。本当に、戦う必要があるのだろうか？」

「もちろんです。由ゆい緒しよあるエスタブールを、ローランドの手から……」

　しかしノアは、サラウェルの言葉を遮さえぎって、

「サラウェル。私は、国などどうでもよいのだ。エスタブールという名前の国が、この世に存そん在ざいしようと、しまいと、それになんの意味があろう？　それよりも民だ。これで本当に、民が幸せになれるのだろうか？　本当に戦うことで、民はいまよりも幸せになれるのか？　この戦いくさは必要なものなのか？　無む暗やみに、血を流すだけではないのか？」

　ノアは再ふたたび目を開き、サラウェルを見つめた。

「私は、民が幸せに暮くらせれば、それでよいのだ。そう教えたのは、おまえであろう？　サラウェル」

　そう、問いかけた。それにサラウェルは、少しだけ思案するように思いをめぐらせて、

「あなたのお考えは正しい。そして、それでも姫ひめ様さま。いま、ここで戦うことは必要です」

「…………」

「いまは、我らの勢力がまだ大きい。だから、ローランドは良政を敷いてくれている。エスタブールの民は、尊そん重ちようされている。しかし、今後は？　時間がたち、エスタブールの力が完全にローランドにとり込こまれたそのあとは？　おそらくローランドは、エスタブールの民を虐しいたげるでしょう。エスタブールの民は、差別される。ひどければ、奴ど隷れいになりさがる。国とは、人とはそういうものです。自分よりも下のものをつくりたがる。貴き族ぞくが平民を作り、平民が奴隷をつくる。それも、ローランドの貴族たちからはあまり良い評ひよう判ばんを聞かない。確かく実じつにそうなるでしょう。なら、いままだ、力のあるうちに、我々は動かなければならない。本当に民を思う、貴族たちが……」

「…………」

　ノアは、そんなサラウェルの言葉を無言で聞いていた。聞き終わったあとも、しばらく声を発さない。自分が、重大な鍵かぎを握にぎっているのはわかった。

　人の命を左右する、重大な鍵を……

「……サラウェル……おまえがそう言うのなら、きっと、そうなのであろうな。いままでがそうであったように……そして私は、多くの民の、兵の、同どう胞ほうの命を失う、采さい配はいを振るうことになるのだな……」

「あなた様のためならば、我らは死をもいといません」

　その言葉が、一番嫌いやだった。

　王になんか、なりたくなかった。

　王とは、人の命を計りにかけ、より重いほうを救い、軽いほうを切り捨すてる仕事だ。そう、サラウェルに習っていた。

　しかし、それでも彼女がそれをしなければならない。より多くの、エスタブールの民を救うために……

　彼女は立ちあがった。

　すると、すぐさまサラウェルは部屋の扉とびらを開きにいき……

　扉が開かれる。ゆっくりと、しかし確実に、扉が開かれていく。

　その先には、ノアを王とあがめる多くの貴族たちや、軍の幹かん部ぶたちがいて……

　そして、ノアはその、さらに先……

　いまは見えないが……実じつ際さいに戦火に巻きこまれるはずの民や、兵たちを見み据すえて……

　言った。

「兵をあげてください。勇気を奮ふるい起こしてください。民を救うのです。由緒あるエスタブール王国を復ふつ興こうするのです。正せい義ぎは我らにあります。これは勝てる戦です。私を信じ、ついてきてくれますか？」

　それに、部屋中が賛同の叫さけび声に包まれる。

　ノアはそれに一度目を伏ふせ、それから再び顔をあげる。

　そのときにはもう、まるで迷まよいのない、毅き然ぜんとした瞳ひとみで。

　その姿すがたは、まるで戦いくさの女め神がみのようだった。

　すべてを射いぬくような、力強い瞳。

　小さく息を吸すうと、彼女は言った。

「それではこれより、ローランドへの侵しん攻こうを開始します」




　そうして、この戦争は始まったのだった……




　　　　◆




　誰だれもいなくなったローランドの宮きゆう殿でんでは、シオンが呆ぼう然ぜんと玉ぎよく座ざに座すわっていた。

　じっと、天てん井じように施ほどこされた、こうして見上げないと誰も気付かないような場所に施されている、羽はねの生えた美しい天使と、それを狙ねらう悪あく魔まの装そう飾しよくを見つめる。

　ただ、ただ、見つめ続ける。

　そしてそっと、

「……人が……死ぬな……」

　一人呟つぶやいた。

　大勢の人が死ぬ。それは、間ま違ちがいなかった。

　これは、戦争なのだ。せっかくエスタブールとの戦争を回かい避ひしたのに……

　ライナや、キファの心の傷きずを代だい償しように……タイル、トニー、ファル、その他、大勢の命を代償にして、せっかくエスタブールとの戦争が回避されたのに……

　結局はこれだ。

「……フロワードの奴やつ……」

　言いかけて、シオンは首を振ふった。

　違う。

　そうじゃない。自分もこの戦争は必要だと思っているから、フロワードを止めなかったんじゃないのか？　そしてその、自分の心に言い訳わけするように、フロワードではなく、クラウにエスタブール鎮ちん圧あつを命じた。

　もちろん、もう、わかっている。

　自分の進む道は、そういう道だ。

　だが……この鎮圧をフロワードに任まかせるわけにはいかない。せめて、少しでも救えるなにかがあるのなら、それを救いたい。

　偽ぎ善ぜんで言っているのではないのだ。

　フロワードにはフロワードのやり方。

　クラウにはクラウのやり方。

　それぞれが必要で……

　そして、

「……俺おれには俺のやり方が……あるはずだ……」

　しかし。

　それでも人は死ぬ。

　それも一人や二人じゃない。

　自分の采さい配はいで、人が死ぬ。

　選ばなければならない。

　左右、どちらが重いのか？

　どちらの命が重いのか？

　クラウはもう、エスタブールの軍の鎮圧へと向かっていた。

「クラウにも……また、人を殺させることになるな……」

　そのまま、シオンは目を閉じた。

　今回のことのなりゆきはもう……

　そして、再ふたたび目を開けたと同時に……

「うわ!?」

　思わず、シオンはそんな声をあげてしまっていた。

　目の前に突とつ如じよ現れた光景。

　まるで気配を感じさせずにいつの間にやら現れ、天井の天使と悪魔の装飾にぶら下がってじーっとシオンを見つめてきていた女……というよりも少女に……シオンは、いつものことながら、驚おどろかされる。
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　どちらにせよ、この宮殿は多くの衛えい兵へいに守られ、少女どころか、ネズミ一匹ぴき侵しん入にゆうすることもできないはずなのだ。

　しかしその少女はそんな衛兵など、ものともせず、天井にはりついたまま、信じられないほど美しい顔を、いまは不安げに歪ゆがめて、

「ねえねえねえねえ、あのね、あのね、イリスってばさっきからずーっとずーっと、あっちの柱のところからとか、その座ってる椅い子すの裏うらっかわからとか、そんでもってこの天井んとことかから、こそこそーっと見てたんだけど、シオン兄ちゃん泣くの？　泣くの？」

　綺き麗れいな金きん髪ぱつに、フリルのたくさん付いたドレス。そして背せ中なかにはリュックという、いまいちよくわからない服ふく装そうの美少女が聞いてきて……

　シオンはそれに、頭を抱かかえて顔を伏ふせた。

「うわ……かっこ悪……ってそれは……俺がなんかいろいろ悩なやんでたとき、イリスちゃんはずっと俺のまわりうろうろしながら、俺を観察してたってこと？」

　すると少女は輝かがやかんばりの笑え顔がおで、

「うん！　だってシオン兄ちゃんすっごいおもしろい顔するんだもん！　絵本で読んだことあるけど、それって泣きそうな顔でしょ!?　イリスってばそれ見るの初めて！　だってね、だってね、フェリス姉様は泣いたりしないし、ルシル兄様は泣くどころか、いっつも笑い顔で怖こわいし……」

　とそこで、イリスは嫌いやそうに愛らしい顔をしかめる。

　それにシオンは笑って、

「ああ、確たしかに、ルシルは怖いね」

　実じつ際さいは、怖いどころの騒さわぎではないのだが……

　イリス、そしてフェリスの兄であり、剣つるぎの一族、代々ローランド帝てい国こく王おうを護ご衛えいしてきた──エリス家の当主。

　しかし、護衛という言葉には少し語ご弊へいがあるかもしれない。実際には、王の命すら、国の歯車としか考えていない、国の守り手なのだ。

　ルシルは、シオンが王としての能のう力りよくに欠けると見れば、すぐにでも殺してしまうだろう。

　それは誰にも止められない。

　あれこそ本物の化ばけ物もの……

　まあ、その妹のフェリスやイリスには、かわいいところもあるのだが……それでも、幼よう少しようから繰くり返されているエリス家の、異い常じようなほどの訓練のせいで、一いつ般ぱん常じよう識しきは欠けてしまっている……

　人が泣くところを見たことがないと、この少女は言った。どれほど辛つらくても、悲しくても、泣くことなど、許ゆるされない。いや、そんな感かん情じようが存そん在ざいしているということを、知ることすらない。エリス家は、そんな場所だった。

　フェリスの話では、ある程てい度ど大きくなるまでは、家の外に、ほかの人間が暮くらしているということすら知らなかったという……

　イリスはフェリスほどではないが、それでも……

　シオンは優やさしくイリスを見つめて、手て招まねきをした。

「ほら、いつまでも天てん井じように張はりついてないで、降おりておいで」

　それにイリスは不思議そうな顔になって、

「え？　泣かないの？　イリス期待して待ってたのに。どうやったら泣く？」

「君は僕ぼくを泣かせたいのかい？」

「うん！　だってね、泣いたらスト……スト……と、とにかく、なんとかスレとかいうのが解かい消しようして、元気になれるらしいって、姉様と一いつ緒しよに本で読んだもん！」

　なんてことを屈くつ託たくなく言うイリスに、シオンは困こまった顔で、

「ストレスのことかな……でも、まいったな。あのね、男の子は、人に見られてたら、泣けないものなんだよ」

　するとイリスは驚おどろいた表情になって、

「え!?　そうなの!?　じゃあ、イリスが泣くの邪じや魔ましちゃった？」

「え？　いや、泣くつもりも……」

　が、シオンの言葉など完全に無む視しして、遠くのほうを指さし、その手をぶんぶん振ふりながら、

「じゃあじゃあ、イリスね、あっちいってる。あっち！　だからいっぱい泣いてね！」

　言って、まだ十歳さいの少女とは思えない、信じられないほどの身のこなしで、吹ふっ飛ぶように前方の柱の陰かげに隠かくれると、こっそり瞳ひとみをこちらにのぞかせて……

　それにシオンはまた、ため息をついた。

　イリスの瞳が、もう、これ以上ないほど、わくわくと輝かがやいていたから。

「…………これは、泣かなきゃ終わらないのか……？」

　そんな呟つぶやきも無視して、イリスがひそひそ声で、

「いいよ？　イリス準じゆん備びおーけーだよ？　泣いていいよ？」

　シオンは仕方なく、そんなイリスの目を見つめた。そして、じーっと、じーっと、まばたきせずに見つめていると、だんだん目がシブシブしてきて……

　イリスの顔が輝く。

「あー!?　見た!?　見ちゃった！　いまシオン兄ちゃん泣いてたでしょ！　イリスね、知ってるんだから！　男の子は、人が見てたら泣けないんだよね？　姉様にも教えてあげなくちゃ！」

　大喜びで駆かけ回るイリスを眺ながめながら、目からこぼれた涙なみだをシオンはぬぐうと、微ほほ笑えんで、やっと聞いた。

「で、イリスちゃん。ライナとフェリスからの報ほう告こくは、持ってきてくれたのかな？」

　そう問いかけると、

「そうだった！　ちゃんと持ってきたよ！　これ」

　言って、背せ中なかのリュックからメモ帳を一冊さつとりだして、シオンにさしだしてくる。

　そのメモ帳をシオンは受け取り、一枚まい開くと……やはり……いつものごとく、イリス語で書かれ──もとい、描えがかれた意味不明な絵が並ならんでて……

　シオンは一つ一つ質しつ問もんしていく。

「で、このよだれをたらしてる犬はなに？」

「あ、それは野や獣じゆうくんだよ！　がおーってね、怖こわいんだよ！　そのよだれに触さわるとね、すぐに妊にん娠しんさせられちゃう色しき情じよう狂きようだって、姉様言ってたもん」

　それにシオンはあっさりうなずいて、

「ああ、ライナのことか」

　もう、すっかり慣なれたものだった……

「じゃあ、その野獣君に首輪をつけてソリを引かせてる羽の生えた天使はフェリス？」

「うん！　勧かん善ぜん懲ちよう悪あく美少女天使フェリス姉様！」

　それからページをめくるごとに、正せい義ぎの天使に悪の野獣が殴なぐられまくっている絵が続いて、

「ああ～あいかわらずライナたちは楽しそうにやってるなぁ……」

　なんて、シオンは苦く笑しようしながら、読み進む。

　そして、六枚目のページをだしたときだった。その絵の意味が理り解かいできなくて、シオンは手を止めた。

　あいかわらず奇き妙みような絵。

　以前の、海から家が太陽に向かってすごい勢いきおいで発はつ射しやされている絵、なんてのに続いて、またも意味不明炸さく裂れつの絵だった。

　今回のそれは……

「ふむ。で、イリスちゃん。これはなに？」

「え？　どれどれ？」

　とイリスがのぞきこんでくる。

　それにシオンは、地面から巨きよ大だいな竜りゆうが生えだし、それを呆ぼう然ぜんと見上げる野獣と天使という、わけのわからない絵を指差した。

　するとそれにイリスは、

「これはね！　うんとね、だから、野獣君と、姉様がね、地面から生えた竜を眺ながめて途と方ほうに暮くれてるところ！」

　なんてことを言う。それに、シオンは、

「いや、犬と天使の説明はわかってるんだ。そうじゃなくて、この竜はどういう意味かなって思って……」

　前の、太陽と海と飛び出す家にはそれぞれ意味があったのだ。太陽はネルファの国王。海は民みん衆しゆうで、飛び出す家は民衆の後あと押おしを受けている王子だった……

　だから、この竜にも、なにか意味があるはずなのだが……

「この竜は、どういう意味なんだい？」

　が……イリスは困こまったように首を何度もかしげて、

「えっとね、だからね、うんとね、竜なんだよ？　竜さんなの。すっごいおっきいの」

「いやだから……」

　しかし、そこでシオンは言葉を止めた。

　それから少し考えこむように沈ちん黙もくしてから、

「じゃあ、聞き方をかえよう。この竜のこと、ライナはなんか言ってなかった？」

「あ、言ってた！　うんとね、穴あな掘ほったら短たん剣けんみたいのが出てきて、なんだかわかんないから投げたら、突とつ然ぜん竜が生えてきたけど、なんだかよくわかんなくて、どうしようもないから、とりあえずほっぽって逃にげたって！」

　なんて言葉に、シオンは目を細め、

「…………遺い物ぶつ……か……」

　それから嬉うれしげな、しかし、うめくような声で呟つぶやいた。

　それを、イリスは不安げな表情で、

「あ、その、イリス……情報なんとか係の仕事、ちゃんとできてなかったから、怒おこってるの？　でもでも、野獣君はそれでいいって……」

　が、シオンは首を振って、

「いや、イリスちゃんはちゃんと情報伝達係の仕事をこなしてるよ。大だい丈じよう夫ぶ」

「ほんと!?　姉様にほめられるかな？」

「ほめられるほめられる」

「やったぁ！　やっぱイリスってば天才～!!」

　言って、まわりをはねまわるイリスは置いておいて……シオンは笑えみを浮うかべた。

「そうか……遺物は……本当にあったか……だが、まったくあいつら……」

　遺物をそのまま放置するなんて、なに考えてんだか……

　苦笑しながら、さらにページをめくった。すると次のページには、剣を振りまわしている天使と、そしてぴんく色のゴミ箱から、顔だけだしているという女の子に、追い掛かけ回されてる眠ねむそうな犬、という絵。

　続いてその眠そうな犬がついにはキレて、ずる賢がしこそうなキツネを食い殺してる絵が描かれていて……

　それにシオンは笑った。このずる賢そうなキツネは、いつだってシオンのことなのだ。

　とすると、このゴミ箱から顔を出してる少女は……おそらく……

「ついに……追いついたか……ふふ。ライナは怒ってるんだろうなぁ」

　言いながらも、シオンはひどく嬉しそうだった。ちなみに、シオンがイリスにゴミ箱の女の子のことを聞いてみると、

「あのね、あのね！　姉様がね、その子は信じられないほどの変へん態たい男に、子こ供どもの頃ころにボロクズのように捨すてられた憐あわれな女の子だって言ってたから、ゴミ箱なんだよ！　それでね、頭の中がぴんくっぽかったんだって！」

　そんな説明に、イリスの絵には、情じよう報ほうがぎっしり詰つまっているのだということを、シオンはあらためて実感させられたり……

　それはともかく。

「さて、じゃあイリスちゃん。ネルファからここまでの道のりは疲つかれただろう？　少し休むといいよ。なにか、食べたいものはあるかい？」

　するとそれに、

「おだんご！　だっておだんご食べれば姉様にほめてもらえるもん！」

　それにシオンはにこやかに笑った。イリスのおかげで、少しめいっていた気持ちも……

　が──そのときだった。

「陛へい下か！」

　一人の男……シオンがよく見知っている男が、広間に入ってきた。

　彫ほりの深い精せい悍かんな顔つきに、きびきびとした身のこなし。三十そこそこのその男は、かつての革かく命めいにおいて、シオンを手伝い、大活かつ躍やくしてくれた、側近の一人だった。

　ラッヘル・ミラー中ちゆう将じよう……になるはずだった男……

　しかしシオンが提てい示じした中将の地位を蹴けり、

「自分は、立身出世のためにあなたのお手伝いをしたわけではない。それに、ここにはまだ、私が必要ですから」

　なんてことを言って、いまだに少しよう佐さの地位にいる。彼はそんな男だった。

　いつも苦みばしった渋しぶい表情をしているが、いまは、それ以上だった。

　ミラーが言う。低い、よく通る声こわ音ねで、

「例の件けんについての情報が、あがってきたのですが……」

　と、手に持った書類を差し出してくる。それをシオンは無言で受けとって……

　瞬しゆん間かん。

　シオンの表情がかわった。

「……まさか……これは、確たしかな情報なのか……？」

　それにミラーはうなずいて、

「情報をあげてきたのは……彼ヽです。彼ヽのことは、よくごぞんじでしょう？」

　その言葉に、シオンは今度こそうめいた。もう一度、その報告書に目を通す。そこには、信じられないことが書かれていた。

「いったい……ここで、なにが起こっているんだ……？」

　それにイリスが書類をのぞきこんできて、

「なになに？　どうしたの？」

　なんてことを聞いてくるが……シオンはそれに答えず、

「イリス。いま、ライナたちはなにをしてる？」

「え？　んとね、シオン兄ちゃんから連れん絡らく待ってる間、ネルファの街にいるって言ってたけど……」

　それにシオンはうなずいて。




　それから……




　　　　◆




　ちょうどそのころ。

　ライナとフェリスはというと……

　ライナはもう、これ以上ないほどの脱だつ力りよくぶりでテーブルに突つっ伏ぷしていた。

　場所は、ネルファ皇こう国こくにある大都市ランカース。

　そこの宿屋の食堂で、朝と昼をかねた遅おそい昼食をとり、お腹なかがいっぱいになってきたせいで襲おそってきた眠ねむ気けに、

「ってか、起きたばっかなのにまた眠いってのは、俺おれってば最近働き過すぎてたんだなぁ」

　なんて言葉を吐はいた瞬間、フェリスに、

「働き過ぎ？　では、ここ三日連続、そのセリフをおまえから聞いてるような気がするのは、私の気のせいか？」

「いんや。気のせいじゃないよ。ようは、まだ三日しか休んでないってことだろ？　ああ、やばい。そう思うとなおさら眠くなってきた。あと百年くらいこうしてないと、俺は死んじゃうかも……」

　そんなライナの人生をなめきった言葉にフェリスはなにかを言おうとして、しかし、

「おっといかん。今日は三時からだんごの特売があるのだった。急がねば」

「っておまえこそ、ここ三日ずっとだんごの特売がどうのこうの言って買いにいってなかったか？」

「うむ。この街では、毎日三時は特売と決まっているのだ。そして私は買い続ける。百年といわず、未来永えい劫ごう、たとえこの身が朽くち果てようともな」

「ああ～それも幸せそうな人生だなぁ～。だんご食ってりゃいいんだもんなぁ。このまま、王シオンからの連絡がこなきゃいいのになぁ……」

　なんて会話。

　そこに、勇者の遺い物ぶつだの地面から生えた竜りゆうなどといった会話はまるで出てこなくて……

「では私はもういくぞ」

「んじゃ、俺は三色だんごでも頼たのむよ」

「ん」

　言って、フェリスは宿を出ていき、ライナはもう一つあくびをして、そのまま宿屋の女おか将みに迷めい惑わくがられてるのも気にせず、眠りにつく。




　そんな平和な毎日。







　しかしそれでも、いくつかの歯車が回り始める。

　人と人。

　国と国。

　それぞれが、それぞれの思おも惑わくを秘ひめて。




　運命が、交こう錯さくしはじめた……










　第四章　覚かく醒せいを始めた世界






　遠くに砂さ塵じんが舞まう。

　続いて光こう芒ぼう……

　いくつも、いくつも、いくつもの光が生まれては消え、轟ごう音おんが響ひびく。

　それを馬上から、クラウは赤い瞳ひとみで見つめていた。

　小高い丘おかを盾たてに、敵てきを見下ろしながら、

「あ～……シュス。ありゃどのくらいの数の兵がいる？」

「およそ八、九千ほどかと……」

「ふむ」

　部下の言葉に軽くうなずいた。

　丘の下ではすでに、激はげしい戦せん闘とうが始まっていた。

　場所はローランド領りよう内ないヒュレッド地方……

　反国王派は、クリアド伯はく爵しやくの住まう城しろに向けて、エスタブールの軍ぐん勢ぜいが攻せめ寄よせている。事前にフロワードがよこしてきていた情じよう報ほうによると、その数はおよそ八千。

　それにクラウは顔をしかめて、

「あの野や郎ろう……嫌いやらしいほど正せい確かくな情報だな……で、クリアドの城は、あとどれほどもちそうだ？」

　それに先ほど答えた、まだ十七、八ほどの若わかい士官が、

「半はん時ときももたないでしょう。クリアド伯爵の私兵の数は、千に満たないのですから」

　するとクラウはそれに笑って、

「じゃあ、クリアドの野郎は、さぞ肝きもを冷やしてることだろうな。だから避ひ難なんしてりゃいいのによ。あの城によっぽど見られたくないものがあんだな。まあ、このさい、クリアドが殺されるまで、待つって手もあるが、シュスはどう思う？」

　それにシュスは即そく答とうで、

「あなたはそれができない人だと、私は知っています」

　するとクラウは憮ぶ然ぜんとした表情で言った。

「ああ？　そう見み透すかされた態たい度どとられると、俺おれがまるで簡かん単たんに考えの読める単たん純じゆん野郎になったみたいでなんかむかつくな」

「それが、少しよう将しようの魅み力りよくです」

「馬ば鹿か言え」

　言って、クラウは軽く若い士官の頭をはたくと、表情を引き締しめて、

「んじゃ、そろそろいくとするか。この丘を駆かけ下りて、側面から奴やつらを分ぶん断だんする。その後は、おまえの指し揮きで好きなようにやれ。どちらにせよこちらの数は一万五千……敵じゃねぇよ」

「おもしろみのない戦いくさですね」

　それにクラウはにやりと笑って、

「ほう。言うね。戦がおもしろいことなんてないのは、おまえが一番よく知ってるだろう？」

　が、シュスはあくまでまじめな口調で、

「だから、おもしろみがないんですよ。はじめから勝てる戦なら、やる必要がない。無む駄だに人が死ぬのは嫌きらいです」

　それにクラウはうなずいて、

「ま、そういうことだ。だから……」

　そこで、背はい後ごに控ひかえた兵たちに言い聞かせるように声を張はり上げて、

「勝ってあたりまえの戦だ！　てめぇらぜってー死ぬんじゃねぇぞ！　んじゃまー」

　と、目標へと目を移うつして、馬に鞭むちをいれる。そして、

「全軍進めぇ!!」

　その声と同時に、軍が動き始める。

　まずは騎き兵へいたちが一いつ斉せいに剣けんを抜ぬき放ち駆けだし、続いて一いつ般ぱん魔ま導どう歩ほ兵へいが続く……

　エスタブールの兵たちがそれに気付き、エスタブール王国特有の、空間に文字を刻きざみ込こんで発動させる魔法を唱えようとするが……

　そのときにはすでに、クラウを先頭とした騎兵たちが、そのわき腹ばらへと突つっ込んでいた。

　そのまままるで切り裂さくかのようにエスタブールの兵たちを分断していく。

　エスタブールの兵たちは一気に混こん乱らん状じよう態たいに陥おちいり、

「ろ、ローランドの犬どもめ、どっからわいてきやがった!?」

「クソ!?　この混戦じゃ、でかい魔法は使えない……」

　威い力りよくの大きい魔法は、味方をまきこむ恐おそれがある。戦争に使えるような大規き模ぼ魔法はたいてい、遠えん距きよ離りから放つものなのだ。

　一気に混戦に持ちこまれたエスタブールには、魔法を使って、ローランドの兵の数を減へらすことはできなかった。

　しかし、それはローランドも同じ……

　ほんとうなら、遠距離から魔導兵数十人を要する大規模な魔法を使い、エスタブールの兵の数を減らしてから突とつ撃げきしたほうが確実かつ、被ひ害がいが少ないのだが……

　クラウはそれをしなかった。混戦のまっただなか、

「シュス！　じゃあ、俺はいくからな！　なんとか被害を最さい小しよう限げんに持ちこたえろ！」

　叫さけぶ。それにシュスは、目の前で攻こう撃げき魔法を唱えようとしていた敵てき兵へいの首を剣で薙なぐと、続いて高速で光の魔ま方ほう陣じんを描えがき、

「求めるは雷らい鳴めい〉〉〉・稲光いづち」

　雷光が放たれる。

　瞬しゆん間かん、ローランドの魔導歩兵に切りかかろうとしていたエスタブールの騎士の一人が、悲鳴を上げることもなく、崩くずれ落ちて……

　それを確かく認にんするとシュスは振ふり向き、

「ほら！　さっさとしてください！　少将が早くしてくれないと、敵にも味方にも、被害が増ふえるでしょうが!!」

　その言葉を聞かないうちに、クラウは馬を走らせていた。周囲を見まわし、

「どこだ？」

　呟つぶやく。彼は武ぶ器きも持たず、魔法を使うでもなく、戦場を駆け抜けていく。

　にもかかわらず……

　彼が通ったあとには、次々と赤い鮮せん血けつが舞まい飛んでいた。クラウに襲おそいかかったものはすべて、悲鳴と、怒ど声せいと、恐きよう怖ふの声だけをあげる。それにクラウは、

「ちぃ……わざわざ命を取らないように加か減げんしてやってんだから……黙だまりやがれ……」

　しかし、それは無理な話だった。命があるからこそ、悲鳴をあげられるのだから……

　クラウはそのまま、たった一人でエスタブールの戦せん闘とう集しゆう団だんを、さらに分ぶん割かつしてしまう。そして、一番前。攻こう城じようの指し揮きをとっていた、一ひと際きわ目立つ騎士を見つける……

　腕うでに六本の赤い横線と、そしてそれに交差するように青の線が入れられている軍服。

　赤い線は軍での階級、そして青い線は貴き族ぞくの証あかしだ。

　それに向かい、クラウは、

「てめぇがこの軍の指揮官か？」

　すると、エスタブールの貴族は振りかえり、クラウを見み据すえる。

　それに、クラウは気分が悪くなった。

　迷まよいのない、鋭するどい瞳ひとみ。自分のやっていることに誇ほこりを持っている目。いま、城しろの中で、戦いもせず、ひぃひぃと悲鳴をあげているだけの、クリアドのような貴族たちとは違ちがう、真しん摯しに国を思っている目……

　エスタブールの貴族が言ってくる。

「貴様はローランドの将しよう……」

　が、それを最後まで言う前に、クラウはその横を駆かけ抜けた。

　刹せつ那な。

　クラウの手が、赤く染そまる。

　背はい後ごでエスタブールの貴族が、なにが起こったのかもわからないまま、首と胴どうが切り離はなされ、崩れ落ちる。

　敵の血で染まったその手をクラウは軽く振ってから、

「…………ったく……そんだけ国を思ってんなら、こんな真ま似ねするんじゃねぇよ……てめぇが死んで、誰だれも悲しまないわけじゃないだろうに……」

　小さく、うめくように呟いた。それから顔を上げると、

「おら！　てめぇらエスタブールの指揮官は俺おれがぶっ殺したぞ!!　状じよう況きようが劣れつ勢せいなのももう、気づいてんだろが！　これ以上抵てい抗こうするなら…………皆みな殺ごろしにするぞ!!」

　大地が揺ゆれんばかりの怒声をあげる。

　それで、周囲のエスタブールの兵たちは完全に戦意を喪そう失しつしてしまっていた。

　それでなくても、クラウたった一人に分ぶん断だんされてしまった前ぜん衛えい部隊は動どう揺ようしていたのだ。それで、あっさり片かたがついてしまう。

　続いてシュスが、

「我われらローランド軍が将、クラウ・クロム少将が貴様らの頭かしらを取ったぞ！　これより我らローランド一万五千の兵は、残ざん党とう狩がりを開始する！　抵抗するものは、ことごとく斬きって捨すてろ！」

　戦場の中心部で叫さけぶ。

　さらに後方でも同じような声が上がり……

　それで、戦闘はあっさり終わった……

　エスタブールの兵は、すぐに戦意を失ってしまっていた。

　しかし、それも当然のことだった。自分たちの主あるじが殺されのが、一つの理由。自分たちよりも遥はるかに多い兵力を敵がもっていたのも、一つの理由。おまけにとりかえしのつかないところまで陣じん形けいを崩されてしまったことも、理由の一つだったが……

　しかし、一番の理由は……

　クラウ・クロムという名前だった。

　紅こう指しのクラウ・クロム……

　数あま多たの戦場で、その手を敵の血で真っ赤に染めた、クラウの名前は、長年ローランドと争ってきたエスタブールでは、有名だった。

　魔ま法ほう騎き士しと並ならび恐おそれられていた存そん在ざい……




　そうして、あっさり決着はついてしまった。クリアドの領りよう地ちを襲おそった八千の兵は、そのままあっさり、降こう伏ふくした。




　　　　◆




　その後も、どの戦場も、ほぼ同じような展てん開かいだった。

　フロワードの指し示じ通りに攻こう撃げきをするだけで、各地を襲ったエスタブールの軍は、まるでなにか大きな力に操あやつられているかのように、次々と壊かい滅めつしていき……

　その勢力は急速に衰おとろえていく。

　そしてやがて、エスタブールの領内へと押おし返されていき……




　　　　◆




　要よう塞さいの一室。

　そこでは、エスタブール陣営が混こん迷めいを極きわめていた。貴き族ぞくたちや軍の幹かん部ぶたちが、部屋の中、わめき散らす。

「いったい、どういうことなんだ!?　なぜこうもことごとく敵の奇き襲しゆうに合う!?」

「これではどうにもならん!?　なぜ奴やつらには、我らが襲う場所がわかるんだ？」

「だ、だから言ったんだ！　無理だと……たかだか五万の兵では……」

「いまさらなにを言うか！　お主ぬしも賛さん同どうしたではないか！　憎にくきローランドから、我らがエスタブールを取り戻もどすと！」

「だが!?」

　だが……

　そんな叫さけび声を聞きながら、ノアは目を閉とじていた。

　だが……兵は死んだ。なんの成果も残せずに、死んでしまった。それは事実なのだ。

　それならば、戦う必要はなかった。

　みんな……無む駄だ死にだ……

　ノアは顔をしかめた。

　再ふたたび目を開き、あわてふためきながら次なる作戦を……いまの状況を打開できる作戦をなんとか立てようとする貴族たちを眺ながめる。

　しかし、すでに五万いた兵の半数以上を失ってしまっていた。それで、どう対たい抗こうするというのか？

　ローランドの軍は、恐ろしく強かった。

　ただ、戦せん闘とう能のう力りよくが高いだけじゃない。情じよう報ほう収しゆう集しゆう能力が、こちらの比ひではないのだ。どこへいこうと、どのタイミングで侵しん攻こうしていこうと、そこにはクラウ・クロムとかいう名前の将しようが率ひきいる軍が、まるでこちらの動きを予知しているかのように待ち構かまえており、たくみに奇襲をかけてくる。

　唯ゆい一いつの救いは、そのクロム少将とかいう男が、分別のある男だったことだ。エスタブールの兵を極力殺さずに、無力化してくれていた……

　ローランドにも、ノアと同じような考え方をしてくれている人がいたのだ。

　人が死ぬのはもう、見たくない。それがノアの望みだったはずなのに……目の前の貴族たちはまだ、あきらめていない。まだ、戦いを続けるつもりなのだ。

　ノアは、小さく、隣となりにいる男にだけ聞こえる声で言った。

「……皮肉な話だな」

　それにサラウェルは彼女のほうに目を向け、

「なにがでしょうか？　姫ひめ様さま」

「なにが？　決まっているだろう。敵の将に我らエスタブールの民たみの命を救われて……そして我ら貴族が、エスタブールの民の命を奪うばっているこの状じよう況きよう以外の、なにを皮肉だというのだ？」

　するとサラウェルは困こまったような表情で、

「姫様。私たちは正せい義ぎの戦いをしているのです。これに負けるわけにはいかない……」

「だが、だが負けるのだ。違ちがうか？」

　そう言ったときのノアの声が少し大きくて、話し合っていた貴族たちの言葉が止まる。

　そして一いつ斉せいにノアに視し線せんが集まって……

　ノアはそれをすべて、受けとめた。

　まっすぐな瞳ひとみで、部屋にいるすべての目を見つめてから、

「この戦いは、もう、ここで終わるべきではないのだろうか？　この戦いの先に、未来がないのなら、少しでも犠ぎ牲せいを減へらすためにも、ここで終わるべきではないだろうか？」

　が、それに、

「な、なにを言うんですか姫様！　それでは、なにもせず、このままローランドに白旗をあげろと？　そんなことはできません。せめて一いつ矢しでも、一矢でも報むくいねば……」

「……では、たかだか一矢報いるために、多くの兵の命を費ついやそうというのか？」

「し、しかし……このままでは……」

　その先は、聞きたくなかった。言いたいことはもうわかっている。このままでは、自分たちは反はん乱らんの首しゆ謀ぼう者しやとして殺されてしまう。そうならないように、せめてなんとか有利に交こう渉しようを進められるような状況を作らなければならない、そういうことなのだ。

　しかし。そんなことのために、兵の命をこれ以上危き険けんにさらすわけにはいかない……

　ノアは首を振ふった。

「もういい。安心しろ。今回の反乱の首謀者は私一人だ。他のものは、私に脅おどされやむなく従したがった……それでよいだろう？」

「そんな!?　姫様一人にそんな思いをさせるわけには……」

「で、では、私たちも姫様とともに……」

　が、そこでサラウェルが、ノアと、貴族たちの言葉に割わって入った。

「待ってください。負けなければ、そんなことにはならない。姫様の命も、あなた方の命も、どうしてローランドごときに差し出す必要がありましょうか？」

　それに貴族たちは、

「それはそうだが……しかしいまのこの状況……我らの兵はすでに二万と少しというところ。一方ローランドの兵力は、優ゆうに十万を超こえるのだぞ？　それをどうやって……」

　しかし、その言葉にもサラウェルの表情はまったく揺ゆるがなかった。自信ありげな笑えみを浮うかべて、

「戦いくさは数じゃありませんよみなさん。知ち略りやくと、そして勢いきおい……あの紅こう指しのクラウ・クロムが率いる部隊さえ打ち砕くだいてしまえば、勢いは得られましょう。そしてそのための妙みよう案あんが私にはあります」

「おお!?　それはまことか！　それはいったい……」

　それにサラウェルはにこやかにうなずいて、

「簡かん単たんです。ローランドの、弱点を突つくのです」

「弱点？」

「ええ。クラウ・クロムが率いる部隊の戦い方を見て、なにか、感じませんでしたか？」

　それに貴族たちは顔を見合わせ、

「なにかと言われても……」

「圧あつ倒とう的な強さと、速さを備そなえているとしか……」

　そこでノアが言った。

「我わが軍の兵を極力殺さないようにしている……ということではないのか？」

　するとサラウェルは嬉うれしげにうなずいて、

「その通りです、姫様。そして、そこに弱点がある。ローランド側は、今後エスタブールをとり込こんだときのために、極力我らの怒いかりや、恨うらみを買わないように戦いを進めている。ということは……どういうことでしょう？」

　問いかけるように言い、部屋にいる面々を見まわす。

　しかし、みな首をかしげるばかりで……

　とそこで、ノアはふと気がついた。

　サラウェルが行おうとしていることを……その、恐おそろしい計画を……

　だ、だが、そんな馬ば鹿かな。サラウェルがそんなことをするはずが……

「ま、まさかおまえは……」

　そう、呟つぶやいた瞬しゆん間かん、サラウェルはうなずいて、

「そうです姫様。エスタブールの民たみも、ローランドに対する人ひと質じちに使える、ということです」

「サラウェル！　おまえはなにを……」

　が、ノアの言葉を無む視しして、

「もちろん民を犠牲にしようなどとは考えていません。ただ、人質に使えるということは事実なのです。ならば、それを盾たてに使い、戦せん況きようを有利に進めることを、私は悪だとは思いません。クロムが攻こう撃げきできなくなったところを、叩たたく。おまけに……すでに私の率いていた部隊は、ローランドの民を人質として、さらってきております……少なくともそれだけでも、我らに有利に交渉できましょう。我らの本ほん拠きよ地ちを攻せめることはできますまい」

　そんなことを言って……

「おお！」

「さすがサラウェルどの。再び我らに光明が見え始めましたな！」

　なんてことを言い出して……

　ノアはそれに、言葉もなかった。

　なにを、言っているのだ。それでは、それではただの反乱の首謀者ではすまなくなる。

　民を人質にとるなど……

　仮かりにそれで、クロム率いる部隊を潰つぶすことに成功し、そしてさらには、ローランドを打ち負かしたとしても……

　その先に未来などない。

　民をないがしろにして栄えた国などないのだ。

　そう、言おうとして、しかし……

　ノアの横に立っていたサラウェルが、

「姫ひめ様さま。あなたの言いたいことは、わかっています。しかし、これは仕方ないことなのです。私は……あなたを、姫様を守りたいから……」

　それに、ノアは鋭するどくサラウェルをにらみつけて、

「私を守るために、民を人質に取るというのか！」

　が、サラウェルは首を振ふって言った。

「いいえ。あなたを、子こ供どものころからずっと見つめてきたあなたを守りたい……その気持ちが一つ。しかしもう一つは、今後のエスタブールの民のことを思ってです。このまま私たちが負けてしまったら、その後、エスタブールの民はどうなりますか？　敗戦国の民が、どれほどの辱はずかしめを受けるか、わかりますか？　奪うばわれ、犯おかされ、それでもあきたらずに、殺される……それが敗戦国の宿命です。それを、私はなんとか救いたい……」

　彼は、真しん剣けんだった。もう、後あと戻もどりはできない。そんな決意に満ちた表ひよう情じよう。

　気持ちはわかる。できるなら、自分だってエスタブールの民を救いたい。しかし、

「……民を人質に取ることは……民を虐しいたげることにはならないのか？」

「…………」

　サラウェルは答えなかった。

　だからノアは、言葉をかえて……

「……もう……止められないのか……？」

「…………止められません」

　サラウェルは言って、ノアのもとを離はなれた。貴族たちと今後の作戦について協議し始める。

　それを眺ながめながら……

　ノアは悲しげな、しかし美しい微び笑しようを浮うかべて……

「……そうか。所しよ詮せん私は、担かつがれただけの、傀かい儡らいの王か。結局私では……誰だれも助けられないのか……」




　そうしてノアは、再び、目を閉とじたのだった。




　　　　◆




　平原のさきに、要よう塞さいがぽつりと立っている。かつて、エスタブールが建てた要塞。

　それほど大きなものではないが、周囲を堀ほりで囲まれ、魔ま法ほうを施ほどこされた頑がん強きような城じよう壁へきに囲まれているため、ちょっとやそっとの攻撃では、びくともしない。

　それが、今回の反はん乱らんの首しゆ謀ぼう者しやたち。エスタブールの本拠地だった。

　その要塞を目の前にして、しかし……クラウはいま、立ち往おう生じようしてしまっている。

　信じられないことに、エスタブールは、ローランドの民、さらには自国の民まで、人質に取ったのだ。

　もう一度、エスタブール側から届とどけられた書しよ簡かんを見つめ……

　クラウは吐はき捨すてるように言った。

「なに考えてんだ奴やつらは。いくら追い詰つめられたからって、やっていいことと悪いことがあるだろうが。その区別もつかないのか？」

　届けられた書簡には、こんなことが書かれていた。





　一に、クラウ・クロム率ひきいる部隊は、隊を解かい散さんし、兵を引くこと。二に、これまでに捕とらえたエスタブール王国の兵を、すべて解放すること。それらの　望みが聞き届けられない場合は、一いつ刻ときごとにエスタブール、ローランドのそれぞれの民の首を、無差別にはねる。






　簡かん潔けつにそれだけの文章。

　だが……

「ですが、効こう果かのある方法ですね。相手の提てい示じしてきた条じよう件けんは、決してかなえることのできないものじゃない……これでローランド側は全面降こう伏ふくしろなんていう無理難なん題だいをふっかけられてたら、人ひと質じちを無む視しして攻こう撃げきすることもできましたが……これで我々は攻撃できない……」

　シュスが冷静に言った。

　それにクラウは、書簡を握にぎりつぶし、投げ捨ててから……

「効果なんかねぇよ。どちらにせよ、こっちも負けられない。結局奴やつらは殺されるための大たい義ぎ名めい分ぶんをこっちに与あたえちまったんだ。民みん衆しゆうを人質にとっちまったら……戦せん犯ぱん……死し刑けい確かく定ていだろうが」

「ですが、では少しよう将しよう。人質を無視して、攻撃できますか？」

　なんてことを聞かれて、クラウは顔をしかめてから、

「ああ？　できねぇよくそ！　ったく、まいったな。どうする？　一度解散して、シオンに相談にいくか？　だがエスタブールの兵をすべて解放したとして、今度はどうなる？」

「……今度こそ、全面戦争でしょうね」

　最悪のシナリオだった……

「だが、人質を見殺しにするわけにはいかないしなぁ。それじゃ、ローランドの前の王と同じになっちまう。ああもう、こんなんで相談しにいくなんて、みっともねぇなぁ……」

　言いながらも、結局馬首を返すクラウ。それにシュスは少し微ほほ笑えんで、

「そんなみっともない少将が、私は好きですけどね」

「俺おれはおまえなんか嫌きらいだよ」

　言ってため息をつくクラウに、シュスがさらに笑ったところで……

　突とつ然ぜん、切せつ迫ぱくした声があがった。

「少将！　エスタブールの要塞が、ろ、ローランドの兵に攻撃されています！」

「はぁ!?」

　それにクラウは再ふたたび振ふり向いて、

「どういうことだ！　人質がいるんだぞ!?　俺の命令を待たずに攻撃を始めたのか!?」

　が、報ほう告こくしてきた士官はそのクラウの怒ど声せいに縮ちぢみあがり、

「そ、それが……どこの所しよ属ぞくのものか、いまだわからずに……」

「くそ！　シュス！」

　と、声を上げたときには、シュスはもう横におらず……馬を走らせている。

　三万を超こえる軍ぐん勢ぜいの、どの部隊が勝手に動いたのか、それを確かく認にんしにいったのだ。

　しかし、それを待っている暇ひまはなかった。クラウは馬に鞭むちを入れようとして……

　そこでシュスの叫さけび声が聞こえてくる。

「私たちの部隊はすべて揃そろっています！」

「あぁ!?　じゃあ、ありゃ誰の部隊だ！」

「…………」

　それに返事はない。シュスにもわからないのだ。

　くそ！　どういうことだ？　考えろ。人質が死ぬ前に考えろ。俺は動いていいのか？　それともまずいのか？

　シオンの命令であの部隊が動いてるのなら、待機だ。だが、違ちがうなら……いや、シオンは俺にすべてを任まかせると言ったんだ。

　なら……

　そこまで考えて、顔をしかめる。

　一人しかいなかった。姿すがたはまるで現あらわさなかったが……異い常じようなほど正せい確かくなエスタブールの情じよう報ほうを送りつけてくる人物。前線にはでてきていないと思っていたが……

　しかし……

「くそが、フロワードか！」

　クラウは馬を走らせ始めた。

　その背はい後ごからシュスが、

「少将！　一人でいくのは危き険けんで……」

　が、その言葉を遮さえぎって、

「シュス！　おまえは、なにがあっても兵を動かすな！　おまえが兵をそこで押おさえておけ！」

　そして、クラウは単たん騎きで、激はげしい戦せん闘とうが繰くり広げられているエスタブールの要よう塞さいへと、突つっ込こんでいったのだった。




　　　　◆




　そのころ、エスタブール側もやはり、混こん乱らんしていた。

「そ、そんな馬ば鹿かな!?」

　貴き族ぞくたちの叫び声が上がる。

　ありえないことだった。ローランドが、人ひと質じちをまるで無む視しして、兵を向けてきたのだ。

　貴族たちが怒いかりの形相でノアの横にいたサラウェルへと詰つめより、

「ど、どういうことなんだこれは!?　これでは、これではもう……」

「サラウェル、貴様、この責せき任にんをどう取るつもりだ!!」

　なんてことを言ってくる。

　それにサラウェルは困こまったような表情で、

「い、いや、どうと言われましても……まさか、ローランドが人質の命を無視するような、非ひ道どうな攻こう撃げきをしてくるとは……」

「思わなかったというのか！　だが実じつ際さいはこれだ！　どう責任を取る！　こ、このままでは、我々は破は滅めつだぞ！　ローランドやエスタブールの民を人質に取ってしまって……これでは我々は戦犯だ……死刑だ！　それを貴様は、どう責任を取ると言うのだ！」

「そ、それは……しかし、まだ負けると決まったわけでは……」

　そんなやりとり。

　それにノアは、ふっと疲つかれたようなため息をついた。

　負けるのだ。民を人質にとった時点で、すでにエスタブールは負けていたのだ。結局は、こうなるだろう、ということはわかっていた。

　いや、あのクラウ・クロムとかいう男の戦い方を見る限かぎり、まさかこれほど早く、人質を見殺しにして襲おそいかかってくるとも思わなかったが……

　どちらにせよ戦力が違ちがい過すぎた。

　まるで、敵てきの手の平の上でただ間ま抜ぬけなダンスを踊おどらされたような、そんな反はん乱らんだった。

　貴族たちがサラウェルの言葉に、

「そ、そうだな。まだ負けると決まったわけじゃない……このままこの要塞に立てこもり、契けい約やく通り、人質の命を奪うばえば、ローランドも攻撃をやめるかも……」

「そうだ！　こちらが本気じゃないと思ってるから、攻撃してきたんだ！　我らの本気を見せてやろう！　人質を……」

　なんてことを言い出して、そこでついに、

「黙だまりなさいっ!!」

　ノアは怒鳴っていた。

　それに、広間に集まった貴族たちが、びくりと体を震ふるわせて言葉を止める。

　それを見て、ノアは目を細めた……

　皆みな、疲れた顔をしていた。目の前に迫せまる死に疲ひ労ろうし、成功しない反乱に疲労している表情。憐あわれだった。もう、終わりにするべきなのだ。いや……もう、終わっているのだ。

　エスタブールは、もう……

　ノアは優やさしげな口調で言った。

「みなさん、道を見失ってはいけません」

「し、しかし……」

　が、ノアはゆっくりと首を振ふって、

「みなさんはよくやってくれました。でも、ここまでです。人質を解かい放ほうしましょう。それが、私たちにできる、最さい善ぜんの方法です」

「しかしそれでは姫ひめ様さま。我々は……」

　それにノアはもう一度その言葉を遮るように首を振ってから、

「それは、どうなるかわかりませんが……私が手を尽つくしてみます。なんとか、私一人の命で……」

　とそこで、サラウェルが、

「いけません姫様！　姫様だけを死なせるわけには……私も、姫様とご一いつ緒しよします！」

　その言葉と同時に、すべてではなかったが……数人の貴族たちも同じような声を上げてくれて……

　ノアは、それだけで十分だった。

「私は……幸せものです。これほど、エスタブールを思ってくださる方々に囲まれて……しかし、サラウェル……それにみなさんは、生きてください。生きていればきっと、なにかできることもありましょう。死ねばそれで終わりです。たとえローランドにどれほどの辱はずかしめを受けようとも、生きていれば、きっとなにか得うるものがある。幸せになる方法もある。エスタブールが……」

　そこで……

　少し声が震えてしまった。

　その先の言葉を言うのは、怖こわかった。

　辛つらかった。

　まだ、未練があるのだ。

　エスタブールで生まれて、育ったのだ……

　ずっと、ずっと自分はエスタブールの姫で、誰だれもが笑って暮くらせるような、そんな国を作りたいと願っていたのだ。幸せになろうと思えば、誰もが幸せになれるような、そんな国を作りたいと思っていたのだ。そのために、たくさんの勉強をしたのだ。

　サラウェルに教えてもらって、たくさん、たくさん、勉強をしたのだ。

　なのに……

　結果はこれか……

　泣きたくなった。

　できたことといえば、ローランドの民どころか、エスタブールの民まで人質にとって、戦っている兵たちの陰かげに隠かくれて、この城しろに立てこもっているだけ……

　最低だ。こんなものじゃない。

　望んだものは、こんなものなんかじゃない……

　だから……

　ノアは震える声を抑おさえつけた。

　涙なみだがでそうになるのを必死でこらえて……

　しかし。広間にいるものたちはもう、彼女が言いたいことがなんなのか、気付いていた。

　あるものは顔を伏ふせ、あるものはすでに、涙を流していた。

　それに、ノアは微ほほ笑えんで、言った。

「たとえ、エスタブールが亡なくなったとしても……たとえもう、復ふつ興こうすることがなくとも……みんなが幸せになる方法は、きっとあると思うから。あなたがたは、生きてください。そして、エスタブールの民が、少しでも幸せになれるように……そのために、私は……」

　それ以上言う必要はなかった。

　あとは、私が運命を受け入れればいいだけ。

　ノアは、涙が流れないように、目を閉とじて……

　しかしその瞬しゆん間かんだった。

　目を閉じた先、暗くら闇やみの深しん淵えんから聞こえてくるような、暗く、冷ややかな声が……

「これは……困こまりましたね。みなさまの国を思う心にはいたく感動してしまいました。しかし……私としては、ノア・エン公こう主しゆ様だけのお命だけでは、このたびの罪つみを贖あがなうには少々足りないかと思うのですが……」

　突とつ如じよ広間に響ひびいた。

　その声に、とっさにノアは目を開き、声が聞こえてくるほうを見る。

　広間の入り口に、その男はいた。

　漆しつ黒こくの綺き麗れいな長い髪かみ。濃のう紺こんの暗く、冷たい瞳ひとみ。そして、朱しゆ色いろに染そまった、微び笑しよう。

　その口がそっと開いて、

「そう……エスタブールという国が亡くなる悲ひ劇げきの幕まくを飾かざるのは、やはり、悲劇が相ふさ応わしいとは思いませんか？」

　そんなことを言ってきて……

　それに、一番始めに反はん応のうしたのはサラウェルだった。一歩前に出て、ノアを守るように、

「き、貴様、なにものだ!?」

　怒ど鳴なりつける。すると、男は丁てい寧ねいに会え釈しやくして、

「これは、失礼いたしました。私はミラン・フロワードと申します。ローランド帝てい国こく軍ぐんからは、大たい佐さの地位に……」

　そこまでだった。そこまでで、貴族たちが混こん乱らんに陥おちいり、

「ろ、ローランド!?　ど、どうやってここに……ま、まさかもう、外の兵たちは……全ぜん滅めつしたのか？」

　が、フロワードは首を振ふって言った。

「いえいえ。まだ、あなたがたエスタブールの兵たちは善ぜん戦せんしていますよ。なにせ、私の兵は一万。ここを守る兵は二万二千四百……そう簡かん単たんにこの城は落ちませんよ。いえ、もし落ちたとしても、この城の中にローランドの兵は入れませんけどね。なにせ……」

　そこで突然、フロワードの様子が一変した。

　いや、姿すがたが変わったとか、そういうことじゃない。

　それは……殺気だった。

　薄うすい笑えみを浮うかべたまま、しかし、その目は、すべての生物の死を願うような、信じられないほどの冷たい瞳。

　悪あく魔まの瞳だった。

　フロワードはそっと、そっと両手を広げていき、

「ここではいまから、悲劇の最終幕が演えんじられるのですから……」

　言って、そっと手を前方へと差し出す。そして目の前に立っている一人の貴族へと向け、

「闇よ……有れ」

　瞬間だった。

　信じられないことが起こった。

　床ゆかを這はう影かげが突如膨ふくれあがり……

「ぐぁ……」

　声は、それしか上げられなかった。いや、それ以上、上げろというほうが無理だったかもしれない。なにせ、首と胴どうが、離はなれてしまったのだから……

　しばらく誰も、なにも言えなかった。

　貴族の首から、血が噴ふき上がり、天てん井じようが、壁かべが、床が真っ赤に染まっていくまで。

「う、うわあああ……」

　その声も、そこで止まる。こちらは胴だった。胴が、なにか信じられないほど巨きよ大だいな獣けものに喰くいちぎられたように、ごっそりと胴体まるごと持っていかれてしまい……

　血だけ周囲に散らばる。

　赤、赤、赤。

　広間が一瞬にして赤く染まってしまった。

「な、なんなの……」

　ノアは、それだけしか言えなかった。体がもう、動かなくなってしまっていた。

　貴族たちが、狂くるったような叫さけび声を上げながら逃にげ惑まどう。しかし、一人、また一人と殺されていき……

「だ、誰か!?　誰かいないのか！　衛えい兵へい！　敵てきだ、城しろに敵が……」

　叫びの途と中ちゆうでまたも、言葉が止まる。

　こちらは、上半身のすべてを持っていかれてしまっていた。

　闇に……次々と足あし下もとに膨れあがる闇に……

　そしてそんな中、フロワードは返り血一つ浴びずに、すでに上半身を失い、死んでしまった貴族に淡たん々たんと、

「これは申し訳わけありません。失礼ながら、城にいる兵の方々にはすでに、あちらに逝いってもらっているのですよ。この、エスタブール消しよう滅めつという素す晴ばらしい劇の、邪じや魔まになりますからね」

　なんてことを言っていて……

　ノアは震ふるえた。この城には少なくとも、五十人の衛兵がいたはずで……この男は、それをすべて殺したというのだ。平然と、そう言い放ったのだ。

　化ばけ物もの……

　そう思った。

　に、人間じゃない……化物……

　そうじゃなければ、悪魔だ……

　すべてが喰くらい尽つくされる。

　フロワードとかいうこの男が生み出す闇やみに、喰らいつくされていく……

　とそこで、サラウェルがノアの手を取った。そして、

「姫ひめ様さま！　こ、ここはもう、お終しまいです。姫様だけでも……」

「し、しかし……」

　ノアが言いかけたところで、広間から、

「サラウェル!?　こ、ここは我われらが食いとめる！　なんとか、なんとか姫様だ……」

　そこでまた、言葉が止まる。

　殺されたのだ。

　殺されたのだっ!?

　サラウェルが叫ぶ。

「姫様！　逃にげましょう!!」

「いやだ！　みんなが……みんなが……」

「くそ！　失礼します！」

　言って、サラウェルがノアを抱かかえ上げて、走り出す。

「離はなせサラウェル！」

「だめです！　大人しくしてください!?」

　そうして、ノアとサラウェルは広間を飛び出した。そのまま、サラウェルに運ばれながら、ノアは、呆ぼう然ぜんとしてしまっていた。

　なんで？　なんでこんなことになってしまったんだろう？

　わけがわからなかった。

　自分が死ぬはずだったのに、死んだのは、自分が守ろうとしたものたちで。自分を逃がすために、みんなが死んでしまった……

　全ぜん滅めつだった。

　広間から飛び出したとき、ノアは見ていた。

　最後の一人が死に、そして、フロワードがこちらを見つめるのを……

　悪あく魔まの瞳ひとみでこちらを見つめて……

　こちらを……

　しかしそこで、ふと……

　と──

「姫様、降おりてください。私はちょっと疲つかれました」

　サラウェルがそんなことを言ってきて、

「え？　……あ、うん……」

　ノアはそれにうなずいて、降りた。そして、まわりを見まわす。さっきの広間よりは少しだけ狭せまい、会議室だった。といっても、ノアたちがこの要よう塞さいを訪おとずれたときは、椅い子すやテーブルはすべて片かた付づけられてしまっており、会議室としての役やく割わりをなしていなかったのだが。

　だから、椅子やテーブルを運びこみやすかった、一階下の広間を会議室に使っていたのだ。サラウェルや、衛兵の人たち、それに、貴き族ぞくたちが、身分なんて関係なく、笑いながら、ここを会議室に使いましょうなんて言って、椅子やテーブルを運び込こんだのは、まだ、ついこの間だったのに……

　エスタブールを復ふつ興こうさせるんですと、笑っていたのは、ほんとにちょっと前のことだったのに……

　目の前に広がっている、なにもない会議室を見つめ、ノアは言った。

「……すべてが、なくなってしまった……」

　が、それにサラウェルが、

「いや、まだ残ってますよ」

「残っている？　なにが残っていると言うんだ？　国を思うものたち、仲間、それどころか、人ひと質じちをとったときに、私たちは、プライドさえ失ってしまった。もう、私たちには、なにもない」

　生きている意味も……

　じきに、あのフロワードとかいう、とんでもない化物がくるだろうが……

　ノアにはもう、逃げるつもりはなかった。そうじゃなくても、どうせ死し刑けいなのだ。どこで死のうが一いつ緒しよだ。

　みんな、死んでしまったのだ……

　が、サラウェルはノアを見つめて、言ってきた。なぜか、少し楽しげな笑えみを浮うかべて、

「まだですよ姫様。あなたの命が残っているでしょう？　計画の順番としては、こうなってるんですから。『民みん衆しゆうを人質に立てこもるエスタブール。それに手を出すことができない、ローランド。しかし、追い詰つめられたエスタブールは暴ぼう走そうし、あろうことか、民衆を殺し始める……』暴走するのは、あなたの役割ですよ、姫様」

　なんてことを言ってきて……

「さ、サラウェル……？　いったいおまえはなにを……」

　言いながらも、しかし、ノアは、すべてを理り解かいしてしまった。サラウェルのいまの言葉で、すべてがわかってしまった。それが理解できるだけの教育を、サラウェルから受けてしまっていた。どうせなら、気付かずに死ねればよかったのに……どうせならあの広間で死んだ貴族たちと同じように、幸せな夢ゆめを見て死ねればよかったのに……

　なのに目の前では、さらに残ざん酷こくな現げん実じつが……

　子こ供どものころからよく知っている、もっとも信しん頼らいしていた男の顔が、知らない顔に変わっていく。にやにやとした、いやらしい笑みを浮かべて、

「そして、その暴走したエスタブールを止めた、エスタブールの貴族サラウェル・セイルは、救国の英えい雄ゆうとして、ローランドの貴族として迎むかえられる、という予定なんですから」

　悪あく夢むだ……

　そう、ノアは思った。

　それで、フロワードの言葉の意味もわかった。

　悲ひ劇げきという名の劇……

　最初から、踊おどらされていたのだ。

　エスタブールの反はん乱らんも、すべてはローランドの手の平の上……

　ノアはそれに……

「ああ……なんてこと……私は、馬ば鹿かだ……ヒントはいくらでもあったのに。ことごとくローランドに奇き襲しゆうされるエスタブールの兵。そこで気付いてもよかった。もしくはサラウェル、おまえが民衆を人質に取ろうなんて言ったときに気付いてもよかった……それどころか、下の階の化ばけ物もの……あれが、私たちが逃げるのに気付いていながら……むざむざ逃がした……その事実を見てさえ私は……」

　それにサラウェルが笑って、

「いやいや、あなたは馬鹿ではありませんよ姫様。あなたはただ、私を信頼してくれていたのです。おかしいところに気付いても、あなたは自らそれを無む視しした。私が……子供のころからあなたのおそばにお仕えしていた私が、そんなことをするはずがない。そう、思ってくだされたのでしょう？」

「…………」

　事実だった。サラウェルが裏うら切ぎるはずがない。誰だれが裏切ろうとも、サラウェルだけは裏切るはずがない……

　そう思っていた。

　なのに……サラウェルが言う。

「そういうふうに、私は見せてきましたからね。だからあなたには、綺き麗れいなものしか教えていない。綺麗な私、綺麗な国、綺麗な世界……だからあなたは綺麗だ。信じられないほど強く、綺麗に育ってくれた」

　そこで、残念そうな表ひよう情じようになって、

「もったいないな……せっかくこれほど綺麗に育ったのに……最初は、あなたに取り入り、あなたを妻つまに迎むかえて、エスタブールを乗っ取るという計画だったんですよ」

「…………」

　ノアは、なにも言えなかった。最初からサラウェルは……こいつは、ずっとみんなを、すべてを騙だまし続けていたのだ。

　こんな奴やつのためにみんな、みんな死んでしまって……

「でもまあ、ローランドも、そこそこの地位を約束してくれたんでね……これで満足するしかないですね。さっきの姫様の言葉じゃないですが、命あっての物種と言いますし」

　こんな奴が……こんな奴だけが生き残るのか？

　ノアは震ふるえた。恐きよう怖ふじゃない。怒いかりで。

　これが、現実……さっきサラウェルが言った、綺麗ごとだけしか知らない私に下された、罰ばつ……

　でも……

　ノアは背せ中なかの、帯の裏側に隠かくしていたナイフにそっと手を伸のばしていく。

　でも……こいつだけは許ゆるさない。

　ノアは……

「私は……誰もが笑って暮くらせる世界を作りたかった……」

「またそんな綺麗ごとを。綺麗ごとでは、国は動かないんですよ」

「それでもだ！　私は、そんな国が作りたかった！　それが綺麗ごとだとしても……誰かが笑う陰かげには、必ず泣く誰かがいるのだとしても……それを願うことが、それほどいけないことなのか!?」

　するとサラウェルはにやりと笑って、

「いえ、願うのはただです。そしてそんな馬鹿は死に、生き残る私は、救国の英雄。そういうことです。それではそろそろ……」

　瞬しゆん間かん、ノアはナイフを突つき出し、

「私はただでは死な……」

　が……

　その手はあっさり、サラウェルにつかまれてしまい……サラウェルが満足げな笑顔で、

「姫様は本当にかわいい。私の教えの通り、最後まで清く、正しく、そして、まるで私に操あやつられているかのように、予想通りの行動をとってくれる。そこにナイフを隠しているのを、私が知らないとでも？」

　と、くいっと手首をひねるだけで、ノアからナイフを奪うばってしまうと……

　ノアの前に掲かかげてくる。それに、ノアは絶ぜつ望ぼうした。

　最後に、一いつ矢し報むくいることさえできない。

　みんな死んでしまったのに。こんな奴に踊らされて、死んでしまったのに……

　死にたくない。

　初めてそう思った。

　せめてこいつを……こいつを……

　しかし、その力は自分にはないのだ。

「では、これで終わりです。あなたもみなと同じように、無む駄だ死じにしてください」

　ノアの胸むねめがけて、ナイフがすごい勢いきおいで振ふり下おろされて……

　と、そのときだった。

　サラウェルの腕うでが、ナイフを持ったまま、飛んだ。

「ンな!?」

　という声をあげた口のまま、さらに首が飛ぶ。そしてそのまま、床ゆかへと崩くずれ落ちて……

　声が響ひびいた。

「ああ、サラウェルさん。君は実に愚おろかだ。私の計画通り、最後まで志こころざし低く、下げ賤せんで、そして、まるで私に操られているかのように、予想通りの行動をとってくれましたね……と、彼の弁べんをそのまま借りれば、そんなところでしょうか？　ノア・エン公こう主しゆ様」

　なんてことを言って……あの男が、部屋に入ってくる。

　あの、化物……

　フロワードとかいう、ローランドの化物が……

　やはり淡たん々たんとした口調。

　ゆっくりとそばによってきて、床に転がるサラウェルを見下ろし、

「安心してください公主様。このような男が、救国の英えい雄ゆうになれるほど、ローランドは英雄には困こまっておりません」

　そんなことを言う。

　次に殺す相手に対し、まるでなんの感かん慨がいも持っていないような冷たい目を向けて……

　それにノアは、吐はき捨すてるように言った。

「英雄だと？　ローランドの英雄!?　こんなことをするのが英雄なのか!?　人の想おもいを弄もてあそんで、そのあげく、それを嘲あざ笑わらうようなことをするのが、ローランドの英雄王、シオン・アスタールのすることだというのか！」

　すると、フロワードはそれに、少しだけ困ったような表ひよう情じようをして、

「……それは、違ちがいます。このようなことをするのは……英雄ではない。我わが王は、このようなことはしない。これは私が独どく断だんで行ったことです。一いち応おう、王のおうかがいは立てたのですが……はねつけられてしまいました」

「……では、ことの黒くろ幕まくは、おまえだというのか？」

「ええ……反はん乱らんを起こすところまでは……しかし、王は、私ではなく、クラウ・クロム少しよう将しようにエスタブール鎮ちん圧あつを命じられた……あとはもう、聡そう明めいな公主様ならば、おわかりでしょう？」

　それに、ノアは納なつ得とくしていた。

　そういうからくりか……

　クラウ・クロムの戦い方、あれは、ローランド王の望んだ戦い方なのだ。

　フロワードが言う。

「しかし、サラウェルさんの言葉ではありませんが、綺き麗れいごとでは国は動かない……それも事実なのです。だから、私のようなものが必要になる。公主様。誰もが笑って暮らせるような、そんな国……その理想……私は嫌きらいではありませんよ。私はあなたのような方は嫌いじゃない。もし私がエスタブールの臣下であったなら、あなたを主あるじに選んだかもしれない。しかし……」

　サラウェルの手に握にぎられていたナイフを拾い上げ、そしてそれを振り上げると、

「ノア・エン公主は、エスタブール、ならびにローランドの民みん衆しゆうを人ひと質じちにとり、さらには殺したあげくに自殺。それが、筋すじ書がきです」

　それに、ノアはフロワードをにらみつけ、

「人質を、殺すのか？」

「ええ」

「あのような戦い方を望む、アスタール王が、それを許ゆるすと思うのか？」

　するとそれに、再ふたたび困ったような、それでいて、少し嬉うれしげな表情になって、

「……バレなければ、一番なんですが……バレるでしょうね。しかし……どうかな。あの方はやはり、許すんじゃないかと、私は思っています。それが、王の器量だとも……」

　が、そこまで言いかけたところで、フロワードが言葉を止め、振り向く。

　そしてそのまま、その場を飛とび退のいて……

　刹せつ那な。

　見知らぬ男が突とつ如じよ現あらわれ、ノアの体を抱だいて、引き寄よせる。そのまま、

「おい嬢じようちゃん。怪け我がはねぇか？」

　そんなことを聞いてきて……

　燃もえるように赤い髪かみの男だった。鋭するどい瞳ひとみでフロワードをにらみつけ、

「この、クソ野や郎ろうがふざけやがって。じゃあなにか？　てめぇが反乱の首しゆ謀ぼう者しやなのか？」

　それに、フロワードは再び、死んだような瞳でこちらを見つめてきて、

「まいりましたね。クロム少将。まさかあなたが、こんなに早くここまでくるとは……外の戦せん況きようはどうなってます？」

　クロム……？

　これが、紅こう指しのクラウ・クロム……？

　ノアは自分を軽々と抱きかかえる男を見上げた。精せい悍かんな、整った顔立ちに、溢あふれんばかりの怒いかりをたぎらせている様子は、確たしかに強そうだったが……

　だが、想そう像ぞうしていた姿すがたとは、まるで違ちがった。ローランドと戦う、エスタブールの兵たち全すべてを恐おそれ慄おののかせた、紅指のクラウ・クロム……

　ずっと、どれほどの化物かと想像していたのに……
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　彼は怒おこっていた。人質を無む視しして、この砦とりでに襲おそいかかったフロワードに。ノアたちエスタブールの心を弄んで、反乱を起こさせたフロワードに……怒ってくれていた……

　これが……クラウ・クロム……

　こんな、相反する者たちがいるのが……ローランドか……

　クラウはフロワードを、すぐにも飛びかかっていきそうなほどきつくにらみつけていた。

　そのまま、

「俺おれの質問に答えろフロワード!!　返答次し第だいじゃ……」

　それにフロワードは薄うす笑えみを浮うかべて、

「返答次第じゃ、私を殺す、ですか？」

「……そうだ。やはりおまえは、シオンには必要ない。最初に会ったときからそう思ってたんだ。おまえはシオンをおかしくする」

「そう、あなたが思っているだけでしょう？　クロム少将。しかし、あなたにはあの方が背せ負おうものが見えていない。いや、このまま私と対たい峙じを続けるというのなら、あなたは陛へい下かに仕える資し格かくすらない」

「……てめぇになにがわかる。俺がシオンの側そばにいるのに資格なんかいらねぇんだよ」

　が、それにフロワードが悲しげに首を振った。

「確かに、アスタール様の側にいるぶんには、資格はいらないでしょう。しかしあのお方はすでに、王になられた。王になった時点で、もう、人間ではないのです。人の命を、数で、重さで計らなければいけない立場にいる人間なのです。いま、エスタブールとローランドの人質を殺す。それがのちのエスタブールとローランドの何万、何十万の民たみのためになるとしたら、ためらいなく殺せるようにならなければならない。アスタール様が歩む道はそういう道……そしてその道を守るために、私はノア・エン様と、人質たちを殺す。そしてそれをあなたが邪じや魔まするのなら、私はためらいなく、あなたも殺します」

　するとクラウはノアを下ろすと、身を低く構かまえて、

「てめぇにできると思ってんのか？」

　それにフロワードはそっと手を広げる。また、あの構えだ。そして、

「それは……容た易やすいこと」

　瞬しゆん間かん。

　クラウが弾はじけるように動いた。信じられない身のこなしでフロワードへと突進していく。

　しかし、ノアはそれに首を振ふった。

「だめ……」

　フロワード……あれは、危き険けんだ。

「だめ……」

　ノアはもう、見て、知っていた。フロワードの使う力は、魔ま法ほうなんて生なま易やさしいものじゃない。人間の使う力じゃない……

　たとえ紅指のクラウ・クロムでも……

　フロワードが手を前方に掲かかげ、言う。

「闇やみよ……」

　続いて、クラウの腕うでの周りに施ほどこされていた、いくつもの魔ま方ほう陣じんの刺いれ青ずみが輝かがやき始め……

　だめ、だめ、だめ……

　ノアは思った。

　いま、ここでクラウを死なせてはいけない。この男は、絶ぜつ対たいにローランドに必要な男だ。ローランドの王を支ささえ、国を支えてくれる。

　私の……ローランドにとり込こまれたエスタブールの民を、幸せにするために、絶対に必要な男だ……

　だめ。

　絶対に、ここで、死なすわけには……

　ノアは、大きく口を開いて、

「フロワアアアアアアアアアアアアド!?」

　絶ぜつ叫きようした。その、突とつ然ぜんの行動に、クラウとフロワードの動きが一瞬止まる。

　それを確かく認にんしてから、ノアは、

「フロワード大佐。エスタブールを完全にローランドにとり込むために、人質を殺さねばならないのなら……私が説得します。私が、エスタブールの民や兵に、全面的にローランドに協力するよう、説得しますから……それが、エスタブールをとり込むためにはもっとも効こう果かが高い方法だと思うのだが？」

　それにクラウが、

「なにを、おまえは……」

　しかしフロワードがそれを遮さえぎって、

「……どういうことでしょう？　なぜ、あなたがそんなことを……？」

「人質を殺させないためです。それにこの方法なら、人質を殺して、エスタブールの評ひよう判ばんを落とすなんていう回りくどいやり方より、よっぽど効果があると思いますが？」

「人質を殺させないため……ですか。しかし……なるほど。確かに、あなたが説得するというのは、効果があるでしょうね。あなたはエスタブールでは人気がありますから。ですが、あなたを裏うら切ぎり者だとののしるものもでてきますよ？」

　が、ノアは毅き然ぜんとフロワードを見つめて、

「構かまいません。あなたが望むのなら、そのあと、私を殺してくださって構いません。だから……だから戦いをやめてください」

　それに、フロワードは薄く笑った。まるで、すべてを見み透すかすような瞳ひとみでノアを見つめて、

「…………ああ、なるほど。やはり……あなたは聡そう明めいな方のようだ……そういうことですか。いいでしょう。では、私はこれで引きます。これ以上の犠ぎ牲せいは無む駄だですからね。ここを攻せめさせている兵も、早々に引かせなければ」

　と、フロワードはさっさと背を向け、歩み去っていく。

　それにクラウが戸と惑まどった表ひよう情じようで、

「ちょ、おい……どういう……」

　追いかけようとして、しかしそれを、ノアが腕をつかんで止めた。ぎゅっと、強くつかんで……フロワードが部屋から消えるまで、その背中を見つめ続けて……

　やがて、その姿すがたが……黒い、闇が消えるのを確認すると……

　急に脱だつ力りよくして、そのまま床ゆかにぺたりと座すわり込んでしまった。

　それにクラウが驚おどろいて、

「って、おい、おまえ、大だい丈じよう夫ぶか？」

　かけてくる声は、優やさしかった。力強さと、そして、人のよさが混まじっている顔が、真しん剣けんに心配してくれている顔でノアを見つめてきていて……それだけでも、自分は間ま違ちがってなかった。ノアはそう思った。

　座り込んだまま、クラウを見上げる。それに、

「いや、あのさ、いったいこりゃ、どういうことになってんだ？」

　わけがわからないという表情で、言うクラウ。

　しかし、ノアはなにも説明しなかった。

　そのまま、まわりを見まわす。

　もう、彼女にはなにもなかった。

　すべて、失ってしまっていた。

　国も、家族も、仲間も……

　でも、死ぬわけにはいかない。

　そう思った。

　やらなければならないことは、まだある。

　たとえ、エスタブールが亡なくなろうとも……

　人は、いなくならないのだから。

　まあ、これからやらなければならないことの多さを考えると……

　ノアは頭を押おさえ、一瞬だけ、軽い口調で、

「ああもう……ちょっと、疲つかれちゃうわね……」

「はぁ？　ってそれ俺に言ってんのか？　なんなんだよ。いったいどうなってん……」

　なんて言葉にも答えない。

　とりあえずは……

「よし。クロム少将。私は、腰こしが抜ぬけてしまいました。立たせてもらえないだろうか？」

「あぁ？」

　そう言って、今度こそあきれた顔になるクラウに、ノアは手を差し出したのだった……




　　　　◆




　そうしてエスタブール王国、最後の反はん乱らんは終わった。

　フロワードはすでに、クラウに連れられ、ノアがローランドの領りよう内ないに入る前に、その後の筋すじ書がきを用意していた。いたるところに、今回の反乱の顛てん末まつについて書かれた張はり紙がなされ……

　ローランドはその話題で一色になっている。

　筋書きは、こうだった。

　サラウェルや、その他の貴き族ぞくたちが、エスタブールの姫ひめであるノア・エンを幽ゆう閉へいし、その名声を利用して悪あく逆ぎやく非ひ道どうの限かぎりを尽つくしていた。

　しかしノアは、最後には民みん衆しゆうを人ひと質じちに取って暴ぼう走そうするエスタブールの貴族たちの行いに心を痛いため……

　たった一人でそれに立ち向かう。

　そして貴族たちを倒たおすと、ローランドに降こう伏ふくすることによって、被ひ害がいを最さい小しよう限げんに抑えることに成功する。

　今後はその功こう績せきが称たたえられ、彼女はエスタブール、ならびにローランドの民たみを救った救国の英えい雄ゆうとして、ローランドのかなり高い地位につくこととなるだろう……

　そういう筋書きだった。

　これでかなりのエスタブールの民や兵が、ローランドに忠ちゆう誠せいは尽くさないまでも、ローランドの大貴族となったノアには忠誠を尽くす……そういうものが増ふえるはずだった。

　いや……もうその兆ちよう候こうは現あらわれている。

　ノアが馬に乗り、ローランドへと向かう道々で、エスタブールの民、果てはローランドの民たちが……ノアを英雄として称える声が各所で上がっていた。

　もちろん、その声の大きさに比ひ例れいして、裏うら切ぎり者として彼女を恨うらむもの、突とつ如じよ現れて大貴族になったことを快こころよく思わないローランドの貴族たち、そんな輩やからも一気に増えるはずだ。

　しかし。

　そんなことはもう、気にならない。

　ノアは、彼女を称え歓かん喜きの声を上げる民の姿すがたを眺ながめながら思った。

　恨まれても、嫌きらわれても、もう、それを恥はじるべき相手すら、いないのだ。

　もう、誰だれもいなくなってしまったのだ。

　彼女を支ささえてくれるもの。

　彼女と笑いあってくれるもの。

　彼女を叱しかってくれるもの。

　でも、それでももう、彼女は止まれない。




　もう、サラウェルに馬ば鹿かにされるわけにはいかないのだ。綺き麗れいごとじゃない、誰もが笑って暮くらせるような世界を作るために……

　彼女が今度こそ、本当の意味で戦う舞ぶ台たいは……

「…………」

　そして、ノアは遠くにそびえる、この国で一番巨きよ大だいな建物を、強く見つめた。

　ローランド城じよう。




　このときの彼女は……いや、それどころか、誰もがまったくそれに気付いていなかった。




　これから待っている、いまだかつてないほどの激げき動どうに。




　　　　◆




　兆候は、すでに各地で顕あらわれ始めていたのに……




　　　　◆




　場所はネルファ皇こう国こく。

　闇やみに、影かげが潜ひそんでいた。

　息をひそめて、獲え物ものを狙ねらう影。その身のこなしは完かん璧ぺきだった。完全に消失した気配。誰もその存そん在ざいに気付かない。

　影は目標を定め、全身に力をためる。

　体を弓なりにそらし、反動をつけて……

「じゃーん！　イリスちゃんでし……わわ!?」

　しかし、ライナは少女が天てん井じようから突如あらわれ、殴なぐりかかってきたのに、あっさり反はん応のうして腕うでをつかみとると、

「はいはい。もういちいちおまえは登場するたびに俺おれを殴ろうとするのはやめなさい」

　すっかり慣なれたものだった。

　あらためて。場所はネルファの街にある宿屋の食堂。あいもかわらずのんべんだらりと眠ねむそうにしていたライナは、イリスの腕をつかんで言った。

　それにイリスはというと、なぜか絶ぜつ望ぼうしたような顔になって、

「ああ!?　い、イリスに触さわっちゃだめぇ！　野や獣じゆう君に触られたら最後……」

　しかし、それにすら、慣れたものだった。ライナはそこまでで、やはり疲つかれた表ひよう情じようで、

「はいはい。またあれだろ？　俺と会話しただけで妊にん娠しんするだの、触ったら妊娠するだのってフェリスに吹ふきこまれてんだろ？　んなことあるわけねぇから安心しろって」

　と、先に言われてしまって、イリスはひどくがっかりした表情になってから、

「ち、違ちがうもん！　えっと、んと、だから、触られたら、と、とにかくだめなんだもん！」

　結局なにも考え付かなかったのか、ぷーっと頬ほおふくらませて言うかわいいイリスに、ライナは苦く笑しようする。

「はいはい。そりゃ大変だね」

　と、そう言った、そのときだった！

　突如背はい後ご……それもすぐそばから、殺気が噴ふき上がるのを感じて……

「あ～……」

　ライナは顔をしかめて、なんとなく疲れたような、そんな声をあげる。

　その直後、案の定、それはやってきて……

　背後から、ヒュゴ！　っと鋭するどい音を立てて、剣けんがライナの首くび筋すじに添そえられる。そして、

「ふむ。私の妹の腕をつかんで……」

　が、すぐにライナはそれを遮さえぎって、

「幼よう児じ誘ゆう拐かいやら襲おそうやら、妊娠させるなんて気はあたりまえの話だが全然ねーぞ？」

　言って振ふりかえる。すると、

「…………」

　それにフェリスが、どこかさっきのイリスに似にている、すねたような、つまらなそうな、悲しげな雰ふん囲い気きになっていて……

　ライナはため息をついて、

「……ってか、なんか最近、お前の無表情の中の表情がだんだん読めるようになってきた俺が怖こわいよ……」

　なんてことを言ってみたり。

　そこでイリスがフェリスを見つけて、

「あ！　姉様だぁあああああああああ！」

　やはりいつものごとく、フェリスの胸むねに飛び込こんでいく。そのままフェリスはイリスをひょいっとよけて、後ろのテーブルに突つっ込んでいきそうになる寸すん前ぜんで服のえりをつかみ、首くび吊つり状じよう態たいで引き寄せると、

「よくきたなイリス。道中、無事にこれたか？」

　なんて言葉を、首がぐいぐい絞しめられてだんだん顔が真っ赤になっていくイリスに言う。

　イリスはイリスで、

「うん！　姉様に会いたかったから大急ぎできたんだよ!!」

　首を絞められているにもかかわらず、元気一いつ杯ぱいに言った。

　それにフェリスは満足げにうなずいて、

「うむ。私もおまえがローランドで買ってくるだんごがいつも楽しみでな。それだけを楽しみに日々過すごしているようなものだ」

「やったー！　姉様もイリスに会いたかったんだね！」

「うむ。やはりウィニットだんご店のだんごは一番だからな」

　とそこで、顔の赤さがピークに達する。

「イリス……偉えらい……子？」

「うむ」

「姉……様……大好……」

　そこまでだった。目の前で起こった信じられない光景に、ライナは唖あ然ぜんとする。イリスが、かくっと気を失って、それにフェリスがうむっとうなずく。

　それにライナは慌あわてて、

「って、おいおい、うむじゃねぇだろ！　気き絶ぜつしたぞ？」

「ん？　なにか問題があるのか？」

「い、いや、問題もなにも……もう、全部が全部問題過ぎてどっかから苦情がきそうな勢いきおいなんですけど……」

　が、フェリスはわからないという顔になって、

「苦情？　おまえはなにを言ってる？　かわいい妹を、普ふ通つうに寝ねかしつけるのの、なにが問題なのだ？」

「いや、寝かしつけるって……気絶と寝るのは……」

　が、フェリスはまるで昔懐なつかしい、過か去この話をするかのように淡たん々たんと、

「ふふ。昔はよく、夜の暗くら闇やみが怖くて眠ねむれなくなったイリスが、私に気絶させて欲ほしいとベッドにやってきたものだ……きちんと寝ないと、翌よく日じつの訓練で命を落とす危き険けんもあるからな。私でさえも、子こ供どものころは兄様によく気絶させてもらっていたしな……」

「って…………どういう家族だよそれ……」

「ん？　いたって普ふ通つうの家族だと思うのだが……そういえば、おまえは家族がいなかったな。家族とはそういうものなのだぞ？」

「ぜってーちげぇ!!　……って突っ込んでも、意味ないんだろうなぁ……」

　と、ため息をつく。

　フェリスはといえば、いつものごとく、そんなライナの言葉はまったくの無む視しだが……

　えらく気持ち良さそうな顔でフェリスに抱だきついて気絶しているイリスの頭を撫なでると、

「……どうも、イリスはあまり睡すい眠みんを取らずに無理してここまできたようだしな。少し寝かせる必要があった」

　なんてことを言う。

　それにライナは驚おどろいた表ひよう情じようで、

「へ？　そんなことわかるのか？」

「うむ。動きが少し鈍にぶかったからな。いまのイリスの歳としならもう少し速く動けるはずだ」

「……いや、十歳さいとはとても思えないようなとんでもないパンチで襲おそいかかってきたような気がするんだが……」

「ふふ。次こそ我わが妹は、世界の敵てき、変へん態たい色しき情じよう狂きようのおまえを殴なぐり殺してくれるだ……」

「ってかやめさせろよ！」

　瞬しゆん間かん、ライナは怒ど鳴なっていた。




　そんなこんなでライナとフェリスはイリスを寝かしつけると、イリスが持ってきただんごを食べながら、いつものごとく、のんべんだらりと過ごしてから……寝てしまった。

　ちなみに。

　イリスが一いつ睡すいもせずに急いでライナたちのもとにきたのは、シオンが早さつ急きゆうにライナたちに伝えたいことがあったためなのだが……




　翌よく朝あさ。

　イリスは気分爽そう快かいに目を覚ました。

　続いて、同じベッドでイリスに添そい寝してくれていたフェリスを見つけて、

「姉様大好きー!!」

　と、抱きつく。するとフェリスの体は適てき度どに温かくて、その上、

「ん」

　と、イリスの頭をそっと撫でてくれて……

　そのまましばらく抱きついていると、だんだんまた眠くなってきて……

「ふにゃぁ～」

　次に目を覚ましたときにはもう昼で、フェリスが、

「ん。起きたかイリス。だんごの特売があるのだ。ついてこい」

「あ、うん！　いくー！」

　そのままだんごを購こう入にゆうして、フェリスと一いつ緒しよにだんごパーティーしたり、

「姉様これおいしいね！」

「うむ」

　翌日も特売にいってだんごパーティーをしたり、

「姉様これすごいおいしいね！」

「うむ」

　翌日も特売にいってだんごパーティーをしたりと、

「姉様大好き!!」

「うむ」

　めくるめく信じられないほど楽しい毎日が飛ぶように過すぎていった。

　そんなこんなをしているときのこと。

　イリスは、ふと、思い出してしまった。自分が、シオンから早急に届とどけるように言われていた手紙があったことを。

　そして……

「あ、あのね、あのね、イリスね、手紙をね、シオン兄ちゃんから超ちよう特急で届けろって言われてたんだけど……」

　それに、横でだんごパーティー真っ最中のフェリスに、

「手紙？」

「うん！　すっごい大事な手紙なんだって！　だから読んで読んで！」

「ほう。で、その手紙はどこにある？」

「え!?　えっと、うんと、あ、イリスのね、リュックの中にあった、だんごの箱の裏うらに張はりつけてあるの！」

　瞬間だった。フェリスは目を鋭するどく細めた。そして、

「その箱はもう、捨すてた」

「ええ!?　ど、どうしよう？」

「どうにもならんな。おまえはなにか聞いていないのか？」

「え？　うーんとね、なんかね、シオン兄ちゃん、すっごく慌あわててたよ」

「ほう。それで？」

「でね、竜りゆうがね、突とつ然ぜん消えたとか言ってた」

「竜？　ああ、あの無意味に物あぶ騒なげな竜のことか。そして、その原げん因いんを調べにいけと、そういうことだな？」

　それに、イリスは腕うで組ぐみをして、

「えーと、えーと、ほかにもなにか大切なこと言ってた気がするんだけど……うーんと」

　が、フェリスはイリスの頭をぽんっと優やさしくたたいて、

「気にするな。どうせ、いけばわかることだ。よし。ならば早急に出立する。イリス。あの野や獣じゆうを探さがしてから、王シオンに我われらがあの竜の元へ出発したことを伝えろ」

「わかった！」

　そう、返事をして、イリスはすぐさまライナを探しにいったのだった。







　ちなみに。

　なんだかんだとゴタゴタしているうちに、出発したのは結局それから二日も後のことだったが……




　　　　◆




　その、さらに翌よく日じつの夜。宿の女お将かみは週に一度の、食堂の大掃そう除じをしているときに、ゴミ箱に捨てられていた、妙みように豪ごう華かな装そう飾しよくがなされている便びん箋せんを見つけた。それに、

「あれま、ずいぶんと綺き麗れいな紙だこと。こんなの捨てるなんて、もったいないねぇ……」

　と、拾い上げる。そして、なんとはなしにその手紙に目を走らせると、そこにはこんなことが書いてあった。


　竜が地面から生えたという、あの森の周辺の住じゆう民みんが、信じられないことに、何者かに皆みな殺ごろしにされた。そして、竜が消えたらしい。なんらかの危き険けんが、その辺いったいに存そん在ざいしている。この遺い物ぶつについては、放ほう棄きだ。絶ぜつ対たいにもう、あの森には近づくな。



　そんなことが書いてあって……

　それに女将は……

「あはは。竜？　小説かなんかかね。でも、地面から竜が生えてるだなんて、つまんなさそうな小説だねぇ。それに、住民が何ヽ者ヽかヽに殺されただなんて……あたしだったら、どうせならその竜を大活かつ躍やくさせるけどね。まあ、かわいそうだけど、この作家さんは売れないねぇ」

　なんて、憐あわれみたっぷりに言って、便箋を再ふたたび捨てた。

　そして、女将はそこに書かれていたことなどすっかり忘わすれて、掃除に戻もどったのだった。




　　　　◆




　それから二日後。

　ライナたちはすでに、あの森と並ならぶように延のびている街かい道どうを歩いていた。

　たらたらと歩きながらライナが言う。

「はぁ～あ。めんどいなぁ……だからさぁ、竜だっけ？　あんなの、でてきた仕組みもわかんねぇのに、急に消えたからって調べにいったって、なんもわかんねぇと思うんだけどなぁ……」

「…………」

「だいたいさ、気になるなら、王シオンの奴やつが調べにいきゃあいいんだよ。自分ばっかり城しろでふんぞり返りやがって……いいもん食ってんだろうな～……『竜が消えたから調べにいけ』だなんて、俺おれらをこき使い過すぎ」

　すると、目の前をすたすたと、こちらはライナとは対照的な、軽快な身のこなしで歩いていくフェリスが、ふとこちらを向いてきて、

「いいものを食う？　だんごか？」

「……いや、他ほかにもうまいもんはいくらでもあんだろ……」

「三色だん……」

「だからだんごから離はなれろって……」

　それにフェリスは、わからないという表ひよう情じようになって、

「ふむ。だんご以外にうまいものなど、この世に存在するのか？」

「ああ？　少なくとも、俺の生きてる世界には存在するけどな……」

「ほう。では、おまえはなにが好きなのだ？」

「俺？　あーそうだなぁ。なにが好きかなぁ……」

　と、ライナは腕うで組ぐみしてから、考えこむように空を見上げた。

　気持ちのいい風が吹ふいていた。木々のこすれ合う音が聞こえる。日の光も頂ちよう点てんを過ぎ、ぽかぽかと暖あたたかくて……ちょうどいい陽気だった。

　瞬しゆん間かん、ライナの脳のうでは、まるで化学反はん応のうが起こったように、ある決定が下される。

　こんないい陽気のときは昼ひる寝ねだ！

　昼寝をするんだ！

　昼寝が最高！

　そしてライナは、

「ああ……俺は……昼寝が好きかな……」

　そんな、いままでの会話をまるで無視した発言に、

「ん？　昼寝というのは、食べ物ではないだろう？」

「いや、食べ物じゃねぇけど、でも、そういうもんを全すべて超ちよう越えつした、すごいもんなのは確たしかだよ」

　なんてことを言う。

　おまけに、なぜかフェリスも満足げにそれにうなずいて、

「だんごもな」

　そんな、もう、ほぼ意味不明な会話に華はなを咲さかせながら、二人は歩いていく。

　ライナの言う通り、ほんとに気持ちのいい陽気だった。見える限かぎりの街道には、ライナとフェリスの二人以外、誰だれもいない。ただ、鳥の声や、虫の音ね。風の音。

　そんな音だけが優やさしく聞こえてきていて、

「静かだなぁ～」

　ライナが言った。それにフェリスもうなずいて、

「うむ。確かにここでお茶にしたら、なかなかに風流かもな」

「あ、いいねそれ。あの竜りゆうが生えてた場所もそろそろだしな。ついたらさ、とりあえず一度休もうか。おまえのいれてくれるお茶はうまいからなぁ」

「ふふ。あたりまえだ。だんごの道は、茶の湯の道を極きわめずしては進めない、険けわしい道のりだからな。さて、今日は陽気もいいし、冷茶でもいれようか……」

　なんて会話をしながら、森の中に入ろうとした……そのときだった。

　ライナが、

「…………」

　上を見上げて……なにも言えなかった。

　続いてフェリスが、

「……ふむ。これは、すごいな」

「ってか……ありゃ、人……だよな？」

「人だな」

「なんでまた、あんな高い木の上にいるんだ？」

「木登りが趣しゆ味みなのだろう」

「ぜってー違ちがう！」

　言ってから、一度目を閉とじて、もう一度それを見た。

　その、信じられない光景を……

　何人もの人間が、木と一体化していた。

　いや、正せい確かくにはそうじゃない。それは、人間がすごい勢いきおいで木に激げき突とつし、ぐしゃぐしゃになってしまって、木にひっかかってぶら下がっている……

　そういったほうが正しいだろう。

　異い常じような光景だった。

　死体が、いくつも、いくつも、木々にぶら下がっている。それなのに、血は一滴てきも流れていない……

「………………いったいこりゃ、なにがあったんだ？」

　ライナは、緊きん張ちようした声こわ音ねで言った。しかし、

「…………」

　フェリスは無言。

　それに、ライナは顔をしかめて、

「ま、まさか、あの、俺たちが出した竜が……」

　が、そこでフェリスがライナの言葉を遮さえぎって言った。

「いま、それを考えても仕方がない。先へ進むぞ。原げん因いんを調べる」

「……そうだな。いこう」

「ん」

　そして、二人は森へと足を踏ふみ入れたのだった。







　森の中はさらにひどいありさまだった。

　木の上だけではなく、そこら中に死体が転がっていて……

　男、女、子供、老人、ネルファの兵、それどころか、獣けものにいたるまで……見みさ境かいがなかった。全て平等に、死が訪おとずれている。

　そしてやはり、胴どうごと真っ二つにされているのに、血がでていなかったりと……

　ありえないことだった。

　これだけの人数が、これほど無残な死に方をしていれば、ここら一帯は血の匂においで充じゆう満まんしているはずなのに……まるで血の匂いがしない。

「……どうして、こんな……」

　ライナが言いかけたところで、フェリスがそれを手で制せいしてくる。

「あ？」

　それにライナがフェリスのほうを見ようとして、そこで、前方、以前に竜が生えていた場所にたたずんでいる二人の人間……それも、生きている人間を見つけて……

「って、おまえら……」

　するとその二人組は振ふり向いて、小さな少女のほうが、

「ああ！　あんたたちは、ネルファの秘ひ密みつ査さ察さつ官かんの二人組!!」

　それから背せの高い男のほうが、やはり気の弱そうな表ひよう情じようでぺこりと頭を下げてきて、

「ああ、これはどうも、ご無ぶ沙さ汰たしております……」

　以前に、やはりここの近くのネルファの砦とりでで出会った、クゥとスイだった。

　確たしか兄のスイが作家で、方々を回っては珍めずらしいものを探さがして小説のネタにしようとしているとか言っていたが……

　それにライナは、

「ってか、ここでいったい……」

　が、その言葉が終わる前に、スイが、

「ここでいったい、なにがあったんでしょうか？」

「…………」

　逆ぎやくに聞かれて、ライナの言葉は遮られてしまう。それにライナは、

「ってか、おまえらはここでなにしてんだ？」

　するとクゥが、いつもの調子で、

「それがちょっと聞いてよね！　本物の竜りゆうがね、突とつ然ぜんこのへんに現あらわれて、観光地になってるだなんてすっごい嘘うそっぽい話をスイ兄ちゃんが聞いてきてさー……あたしが絶ぜつ対たい嘘だからやめようって言ってるのに、絶対いく！　って聞かなくって」

　しかしそれにスイが気弱げな声で、

「で、でも、クゥだってほんとに竜がいるなら、見てみたいとか言ってたじゃないか。それに幻げん想そう作家の僕ぼくとしては、絶対に竜は見ておきたいところだし……」

「お兄ちゃん前は推すい理り作家志し望ぼうだって言ってたじゃない！」

「いやいや、最近僕の才能は推理小説に留とどまらないんじゃないかと気付いてね。突とつ如じよ現れ、姫ひめをさらっていった竜。そしてそれに……」

　とそこで、クゥが半はん眼がんで、

「……まさかとは思うけど、その竜に敢かん然ぜんと立ち向かう勇者の物語とか？　ベタなストーリーを言うんじゃないでしょうね？」

「はう!?」

　瞬しゆん間かんだった。スイがまた、絶望したような、抜ぬけ殻がらになってしまったような表情で固まったのは……

　それにクゥはため息をついてから、スイを無む視しして、まわりを見まわすと……

　顔をしかめて言う。

「まあ、そんなわけできてみたら、ついさっき戦争があったみたいに、死体だらけになってて……どうなってんのこれ？」

　当然、そんなことを聞かれたところでわかるはずもなく、

「んなの俺が聞きたいくらいだよ」

　ライナは肩かたをすくめて、スイとクゥが立っている場所、竜が生えていた場所へと近づいていこうとして……

　しかし、

「ん？」

　突然、フェリスに手をつかまれて、止められる。

「どうしたフェリス？」

「…………」

　フェリスは答えない。ただ、鋭するどく竜が生えていた場所を見つめるばかりで……

「おい、フェリス？」

　ライナが問いかけても、やはりまるでこちらのほうは無視して……

　フェリスが、

「どういうことか、説明してもらおうか」

「はぁ？　どういうことって、なにが？」

　わけがわからなくてライナが聞くと、それにフェリスは苛いら立だたしげに、

「まだ気付かないのか。あの作家志望の男の腰こしについてるあれは、なんだ？」

「へ？　腰？」

　と、言われてライナがそちらを見て……

　その瞬間、ライナの目も鋭く細まる。そして、疲つかれた声こわ音ねで、

「……ああ、最悪だな……そんなカラクリかよ……」

　スイの腰にあったのは、見覚えのある、一本の短たん剣けんだった。無む機き質しつな、よくわからない物質でできている短剣。ライナたちが地面に投げつけて竜を生み出した、あの短剣だった。

　と──そこでスイが、さっきまでのにこやかな笑えみのまま、しかし、

「あらら、やはりこれに気付いちゃいましたかぁ……で、説明を求めていると、そういうことですね？」

　あきらかにさっきとは違ちがう雰ふん囲い気きだった。まず、いつものおどおどとしていたあの人のよさそうな様子がまるでない。

　続いてライナはその妹のほうへと目を向け……

　こちらは、さっきまでとはうってかわって、急に大人しく……というよりは、暗く、静かになっていた。

　フェリスが言う。

「そういうことだ。貴き様さまらが、この辺に転がっているものたちを殺したのか？　返答次し第だいでは」

　と、腰の剣に手をかける。

　それにスイは困こまったような表ひよう情じようで、

「おっと……そんなに脅おどさなくても、きちんと答えますよ。どうもあなたがたは、いろいろと事情を知っている方たちのようですからね。話してもいい方たちのようだし」

　それにライナは、

「事情？　話してもいい方たち？」

　するとスイはうなずいて、

「ええ。ああ、どこから話せばいいでしょうか。簡かん単たんに言えばあれです。あの砦とりでを訪おとずれた僕たちの目的は、あなたがたと一いつ緒しよだった、そう言えば、わかりやすいでしょうか？」

　それに、ライナが目を細めて、

「おまえらも、『勇者の遺い物ぶつ』を探さがして回っている、そういうことか？」

「？　……ああ。へぇ、あなたがたローランドの方々は、あヽれヽのことを『勇者の遺物』と呼よばれているのですか。なるほど。その言い方はなかなか、言い得て妙みようですね。まあ、そういうことです。しかし、あの砦には……忘却欠……ああ、いえ、あなたがたの言うところの『勇者の遺物』がなかった。そんなときに、あなたがたの会話を盗ぬすみ聞きして、ライナさんにはまだ、『勇者の遺物』の在あり処かに心当たりがあるという……だから……」

　そこまでで、ライナはため息をついて言葉を継ついだ。

「俺おれらを泳がせて……遺物を見つけさせたと……そういうことか？」

「そういうことです。思った通りあなたがたは見つけてくれて、おまけにそれを放置してくれるという大サービスに、僕としては感かん謝しやの念を抑おさえきれませんよ」

　そんなふうに言って、スイが笑う。

　しかし、ライナはそれに顔をしかめた。

「……全然笑えねぇよ……」

「ああ、これはすいません。利用されてただなんて、笑えませんよね」

　が、

「ンなこと言ってんじゃねぇ！　おまえら……ここに生えてた竜を見た奴を……ほとんど殺しただろ……口くち封ふうじに……遺物の存そん在ざいに気付く人間が増ふえないように……」

　その言葉に、スイは驚おどろいた表情で言った。

「え？　そんなことを怒おこってるんですか？　あなたがたもしてることでしょう？　この、未知の力を独どく占せんするのは、自分だけでいい。もし知られたら、殺すしか……」

　しかし、それを遮さえぎって、

「黙だまれよ」

「いえ、いまさら黙れと言われても……もう遅おそいですよ。あなたがたを、事情を話してもいい方々と言ったのは、消してしまうからなんですから。あなたがたは事情を聞いた。だから、死んでもらいます」

　それにライナは、

「消す……だと？　そうやって、いつも殺してきたのか？　てめえらは、そうやっていつも……」

　が、そこでフェリスがライナの言葉を遮った。さらにぐいっとライナを引き寄よせ、止めると、

「ふむ。おまえたちの事情はわかった。で、私たちを殺す前に、一つだけ聞かせてもらいたいんだが」

「なんでしょう？」

　そう、スイが聞き返した瞬しゆん間かん、フェリスがライナの背せ中なかをとんっとたたいてくる。そして小声で、

「やるぞ。私が相手をひるませる。準じゆん備びしろ」

　その言葉にライナは目を細め……

　そしてフェリスは、言った。

「おまえらは、なにものだ？　なにが目的で『勇者の遺物』を集めている？」

　すると、スイは小さく笑って、

「ああ、あなたは、この場から生き残るつもりなんですね。だからそんなことを聞いて……」

　が、最後まで言わせずに、フェリスが続けた。

「いや、聞くまでもないか。本当はおまえらが所しよ属ぞくしている国など、とうに知っている」

「な!?」

　スイが驚いた声をあげた瞬間だった。

　ライナは、体にためていた力を弾はじき出すように、駆かけ出した。

　そのまま空間に光の文字を描えがき込こんでいき、以前にエスタブールの魔ま法ほう騎き士しから、彼の特とく殊しゆな瞳ひとみ……『複アルフア写・ステイ眼グマ』で奪うばいとった魔法を唱え始める。

　それにスイは、

「へぇ。ローランド帝てい国こくの魔法は、文字を描くんですか……あたりまえだけど、他国の魔法を見ると、毎度驚かされますね」

　とそこで、

「我われ・契けい約やく文を捧ささげ・大地に眠ねむる悪意の精せい獣じゆうを宿す」

　魔法が完成した。

　刹せつ那な。

　ライナの体が、加速する。

　ものすごい勢いきおいでスイに迫せまっていき……しかし、それでもスイは動じなかった。

「おお、身体能のう力りよくを上げる魔法ですか。速い速い……でも」

　そのまま一歩、大きく後ろにはね跳とびながら、手を縦じゆう横おうに何度も交差し、光の格こう子しを編あみこんでいきながら、

「西、無、陣じん、陽の……」

　が、そこでスイの言葉が止まった。

　突とつ進しんしてくるライナを見つめ、さっきまでのにこにことした笑えみが消えて……

「え？　その目……その赤い五方星は……くそ！　おまえ、『複アルフア写・ステイ眼グマ』保ほ持じ者しやなのか!!」

「気付くのがおせぇよ！」

　と、ライナはスイがさっきやっていたのとまったく同じ動作を始める。それも、魔法で加速された信じられないほどの速さで光の格子を編み込むと、

「西、無、陣、陽の向きから光こう輝きを生み出す」

「ちぃ……途と中ちゆうで止めても、魔法を盗ぬすまれるのか……暴ぼう走そうする前の『複アルフア写・ステイ眼グマ』のレベルは、魔ま眼がんの中じゃそう高くないと思ってたが……思ってたよりやっかいなシロモノじゃないか……」

　そんなことをスイが言ってる間にも、ライナの魔法は完成し、生み出された格子から、光の槍やりがスイへ向けて飛び出そうとしていて、さらには、スイの背はい後ごに、ライナをさらに上回る速さで移い動どうしていたフェリスが剣けんを振ふり上げて……

　しかし。

「クゥ。準じゆん備びは？」

「……いける」

「じゃあ、全すべて防ふせげ」

「……うん」

　瞬間だった。

　ライナの眼前に、突とつ如じよ地面から氷の壁かべが生み出されて……

「ンな!?」

　ライナの魔法はその壁にあたり、消しよう滅めつ。

　おまけにスイの背後では、ガギィン！　という甲かん高だかい音とともに、フェリスの、信じられないほどの速さで振られた剣が防がれて……

　それに、ライナは目を疑うたがった。

　フェリスの剣を防げるものなど、そうそういない……というより、ほとんどいないはずなのだ。

　しかし、それを防いでいるのは、まだ十四歳さいの少女で……

　クゥだった。

　さっきから急に喋しやべらなくなっていたクゥが、いまは、その手に、どこから出したのか、ライナの身長よりもさらに巨きよ大だいな、鎌かまのようなものを持っていて……

　それでフェリスの剣を受けとめている……
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　そのままフェリスは剣をひるがえし、再ふたたび高速の剣けん撃げきを繰くり出すが……

　それも難なんなく防ぎ、それどころか大きく振りかぶった最後の一振りが、フェリスの剣と当たった瞬しゆん間かん、火花を散らし、

「ん……」

　フェリスの体が吹ふき飛んだ。

　それも、信じられない勢いで。

　あのまま木かなにかにぶつかれば……

　森に入ったときに気付いた……あの、ぐちゃぐちゃになっていた死体のように……

「ああくそ！」

　叫さけんでライナは飛び出すと、すごい勢いで吹っ飛んでいくフェリスの体に抱だきついて、引きずり落とした。

　横方向の力を下への力で相そう殺さいし、そのまま着地。それでも二人してすごい勢いで地面を転がって……

　とっさにフェリスが剣を木に突つき立て、さらにライナがそれを足に引っ掛かけ、踏ふみとどまることで、やっと止まる。

「…………」

　信じられない力だった。

　人間のものを、遥はるかに超ちよう越えつしている。

　フェリスが剣で敵てきの攻こう撃げき力を相殺し、その後ライナが地面に引きずり落とすことでさらに勢いを殺して……しかし、それにもかかわらず、フェリスが剣を木に突き立ててくれずに、あのままなにかに衝しよう突とつしてたら、死んでいた……

　クゥが放った攻撃は、それほどの勢いだった。

「や、やべぇ……」

　ライナはうめくように言った。

　なんなんだこいつら。

　とそこで、ライナの下から、

「おい、いくら私の美び貌ぼうに目がくらんだからといって、こんな状じよう況きようで襲おそいかかるのはどうかと思うぞ？」

　なんてことをフェリスが言ってきて、それにライナは、組み伏ふせている形になっているフェリスの顔を見つめ、

「……あの、おまえってば、あんな奴やつら相手に、そんな軽口たたける余よ裕ゆうがあんのか？」

　言ってからどいて、そのまま、

「ってか、できれば余裕があって欲ほしいってのが、俺の願いなんだけど……」

　そうじゃなきゃ、自分じゃ、あいつらに太た刀ち打うちできそうもなかった。

　が、フェリスは起き上がりながら、

「余裕？　私はいつでも余裕だぞ？」

「うお、まじで？　って、それってどれくらい余裕？　あいつらに、勝てそうか？」

　すると、フェリスはあっさりうなずいて、

「ん。おまえが助けてくれなければ、いまの攻撃で私は死んでいたくらいの余裕だ」

　なんてことを言っていて……ライナは急に疲つかれた顔になって、

「そか。奇き遇ぐうだな。ちなみに言うと、俺もそれくらい余裕だなって思ってたところだよ」

　言ってから、ライナは前方、少し離はなれたところに立っている二人組をにらみつけた。

　スイと、クゥ……

　いや、クゥだ。

　スイの動きは、かなり鍛きたえ込まれたものだったが……予想の範はん囲い内ないだった。

　単たん純じゆんに比くらべれば、ライナがローランドの魔法だけを使って戦わなければならなくなったとしても、勝てる。そんなレベル。

　しかしクゥのあれは……

　クゥを見た。

　桃もも色いろがかっているような、珍めずらしい色合いの長ちよう髪はつ。真っ黒いドレスのような、スーツのような服を着こんだ体は、やはり小さい。いつもはあの喋しやべり過すぎるうるさい口のせいで目立たないが、年に似に合あわない、楚そ々そとした、冷たい美貌が、ほとんど喋らなくなったいまは際きわ立だっていた。

　そしてその手には、死神が持っているような、巨きよ大だいな鎌かま。

　この、鎌がやばい……

　ライナはそう思った。

　真っ青な、よくわからない金きん属ぞくで構こう成せいされている刃やいば。

　これまたよくわからない物ぶつ質しつで作られている、うねうねと奇き妙みような模も様ようを描えがくかのように曲がっている柄え。

　あきらかにあれは……

　フェリスが言った。

「遺い物ぶつだな。奴らは、『勇者の遺物』を、すでに実用段だん階かいまで持っていっているらしい」

　それにライナは、

「で、勝算は？」

「おまえは？」

「……そうだな。クゥ一人だけなら、二人でかかれば、なんとかなるんじゃないか？　あれ、ようは、とんでもないほど身体能のう力りよくを上げる鎌なんだろ？」

　が、それにフェリスは、ライナに持っていた剣を掲かかげて見せてきて……その、剣のところどころが、凍こおりついているのを見て……

　ライナはさらに顔をしかめた。

「……ああ、くそ、そんな能力もあんのかよ……いったい、どこの勇者伝説の武ぶ器きだ？　あんな武器のお伽とぎ噺ばなしなんか、聞いたことねぇぞったく……じゃあ、あれか？　さっきの氷の壁かべも、あの鎌の能力か……ってことは、死体の血が流れてないってのも、あの鎌で斬きられると、全身の血けつ液えきが全すべて凍りつくから……ってことで、いいのかな？」

「うむ。しかし、予想以上に危き険けんな能力だぞ。数回斬りあううちに、凍りついた剣が重くなってくる。おまけに、周囲の温度が下がって動きにくくなる……」

「へぇ。なかなか、実用的な武器だな。なるほど。おーけい。じゃ、スイは無む視しするとして、クゥをやるぞ。俺おれは炎ほのおの魔法かなんかでそのサポートと、あとはおまえの攻撃があたるように、隙すきを作るってことで、やれそうか？」

「……やるしかないだろう」

「ああ、まあそうだけど……」

　と、再ふたたび、ライナたちが敵てきを見み据すえたときだった。

　スイが、

「で、作戦は決まりました？」

　なんてことを聞いてきて、ライナは肩かたをすくめ、

「ああ、まあ、なんとかね」

「それはよかった。せっかくの『複アルフア写・ステイ眼グマ』。それはなかなか貴き重ちようなものですからね。逃にがしませんよ。ちゃんと結けつ晶しようにして、奪うばわせていただきます」

　なんてことを言ってきて……

　それにライナは、

「は？　ちょ、ちょっと待て。結晶？　なんだそれ……おまえら、この瞳ひとみ……『複アルフア写・ステイ眼グマ』のこと、なにか知ってるのか？」

　慌あわてて言った。

　するとスイはそれに少し驚おどろいた表ひよう情じようになって、

「あれ、『複アルフア写・ステイ眼グマ』保ほ持じ者しやだというのに、自分のこともまるで知らないのですか？　じゃあ、これは？」

　と、懐ふところから袋ふくろを取り出し、その中から、色とりどりの宝ほう石せきのようなものを取り出すと、ライナに掲げて見せてきて、

「この、結晶のことも知らない？」

「…………だから……知らないから、聞いてんだろうが！」

　ライナはそれに、思わず怒ど鳴なっていた。

　自分のことを、目の前にいる男は、自分よりも知っている……

　この目のことを。

　誰だれもから畏おそれられ、忌いみ嫌きらわれるこの瞳めのことを……

　化ばけ物ものと呼よばれるこの瞳めのことを……

　傷きずつけたくないのに、大切な者たちを全て殺してしまう……この瞳めのことを……

　俺が……俺がいったいなんなのか……

　それを知っている奴やつが目の前にいるのだ。

　ライナはスイをにらみつけた。すると、それにスイはさらに笑って、

「へぇ……クゥ、彼らは、そんなことも知らないみたいだよ」

「……うん」

「まあ、ここにあった『忘ルー却ル欠フラ片グメ』すら、放置しているような方々ですからね」

「……うん」

　と、クゥはまるで感情が抜ぬけ落ちた、生のない人形のように、抑よく揚ようなくうなずく。フェリスとはまた違ちがう、本物の人形のような表情。まるで、あの氷の鎌かまに全ての感情を凍らされてしまったような雰ふん囲い気きだった……

　それにライナは、

「馬ば鹿かにしやがって……俺は……」

　が、そこでフェリスが、

「落ちつけライナ。『複アルフア写・ステイ眼グマ』のことは、後回しだ。とりあえずは……」

「わかってるよ！　だけど……」

「勝てばいい。クゥさえ押おさえ込こめば、スイを捕とらえるのは容た易やすい。『複アルフア写・ステイ眼グマ』のことは、それからでも遅おそくはあるまい」

「……そ、そうだな。わかってる。じゃあ、さっさと……」

　と、ライナが飛び出しかけて、しかし、そこでスイが、

「じゃあ、一ついいものを見せてあげましょう。あなたたちが放置した、遺物の使い方。『置ち換かん』タイプの遺物を……」

　腰こしに差していたあの短たん剣けんを取りだし、そしてそれをなんと、自分の右腕うでに突つきたてる。

　瞬しゆん間かん。

　スイの腕がぶるぶると震ふるえだし、そして──

　グァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!

　咆ほう哮こうがあがった。

　直後、スイの腕が、腕じゃなくなる。顎あぎ門とが生まれ、鋭するどい牙きば、鱗うろこ、真しん紅くの瞳……

　竜りゆうだった。スイの腕が竜に変へん貌ぼうして……

　それをスイがそっと振ふると、周囲にあった木々が、一瞬にして燃もえ上がり……

　スイが言った。

「これがこの道具の本当の使い方です。使用者の意思で、攻こう撃げき対象を焼き尽つくすことができる武ぶ器き。まあ、地面には意思がありませんから、地面から生えてたときはまったく無害でしたけどね。さて、そろそろ始めましょうか。あ、言っておきますけど、僕ぼくはこれ以外にも、クゥの『アイルクローノの鎌』よりも強い武器を使いますから、そのおつもりで」

　なんてことを言ってきて……

　ライナとフェリスは顔を見合わせた。

　ライナがくやしげな表情で、

「くそ。勝算が……」

　それを継つぐようにフェリスが淡たん々たんと、

「完全になくなったな。撤てつ退たいだ」

「…………」

「ライナ」

「……わかってるよ！」

　と、二人は走り出そうとした。

　森の中、隠かくれるところはいくらでもある。逃にげきれるはずだった。

　しかし、そこでさらにスイが、

「逃がさないよ。とくに、ライナさんのほうは絶ぜつ対たいに……さて、では、『複アルフア写・ステイ眼グマ』の結けつ晶しよう化かをさせてもらおうかな……」

　言って、さっき見せてきた宝ほう石せきのようなものの一つを取り出すと、それを空中に放ほうり投げ、

「共鳴しろ」

　瞬間だった。

　ライナが、その場で動きを止める。

「ライナ、止まるな」

　フェリスが言うが、しかし、そのままうずくまっていって……

「あ……え……な……」

　ライナは、視し界かいが白く、白く、曇くもっていくのを感じた。いや、視界だけじゃない。頭の中が真っ白になって……

　全すべてが……全てが……

「おい、ライナ。どうした？」

　フェリスが近づいてくるが……

　それも……

　いや……

　これ……は……

　意い識しきが遠のく。

　意識が遠のく。

　背はい後ごから死が迫せまってきているのに、まるで気にならなくなっていく。

　なにも感じなくなる。

　大切なものだろうが、どうでもいいものだろうが……

　ち、違ちがう……そうじゃ……

　いや、おまえはそれを望んでいる。

　全てが消えることを望んでいる。

　そこで。

　フェリスがスイとクゥに向かい、言う。

「貴き様さまら、ライナになにをした」

「はは。ただ、結晶化しているだけだよ。覚かく醒せいさせないと、結晶は奪うばえないからね」

「覚醒？　どういうことだ？」

「知らないわけじゃないだろう？『複アルフア写・ステイ眼グマ』が忌いみ嫌きらわれる理由……狂くるった悪あく魔ま……忌まわしき殺さつ戮りく者しや」

　なんて会話が聞こえてくるが……

　それも全てどうでも……

　違う、俺は……

　どう……でも……

　ライナはそこで、頭を抱かかえた。

「う、うあ……ふぇ……」

　どんどん真っ白になっていく頭を抱えて、必死で押おさえつけて、言った。

「ふぇ……フェリス……逃げ……ろ」

「どういうことだ？」

「俺から……離はなれ……み、見るな……こんな……俺を……化物に……おま……えを殺し……た……………く………………………………な……」

　が、そこで全てが消えた。

　突とつ如じよ感覚が冴さえ渡わたり、どんどんどんどん冴え渡り、世にある存そん在ざいすべてのものの構こう成せいが、視界に広がる。

　数すう値ちで、グラフで、模も様ようで。

　人が死ぬ。

　しかし全てがどうでもいい。

　さあ終わらせよう。

　全てを。

　望むままに。

　解かい放ほうする。

　開け。

　殺せ。

　全てだ。




　目に見えるもの全てが消えるまで……




「あ、あああ」

　意識してないのに声が口から漏もれ出ていた。だけどそれがどうした？　もうなにもかもがどうでもいい。意識が朦もう朧ろうとする。消えろよ全部。めんどくさい。人が死のうが、生きようが……

「あ、あああああああああああああははははははははははははははははははははははははははははははは」

　ライナは笑っていた。狂ったように笑っていた。

　スイが冷静な声こわ音ねで、

「保ほ持じ者しやの崩ほう壊かい確かく認にん。覚醒したな」

　それにフェリスが、

「貴様ら、ライナになにをしたんだ」

　が、スイは笑って、

「ライナさんは、もうこの世に存在しないよ。『複アルフア写・ステイ眼グマ』の暴ぼう走そうにとり込まれた保持者の人じん格かくは消え去って、もう二度と、もとには戻もどらない。あとは、狂ったように周囲に破は壊かいを撒まき散らすだけだ。まあ、その前に僕らが殺して結晶をえぐり取るけど……」

　と、そのときだった。

　ライナの目が見開く。

　瞳ひとみの中央には真しん紅くの五ご方ほう星せい。五方星。五方星。

　一つじゃない。いくつもいくつも瞳の中で増ぞう殖しよくを繰くり返し、その一つが突然、ライナの目から放たれ、スイへと向かう。

　しかし、スイは、

「効きかないよ。『複アルフア写・ステイ眼グマ』はもう、何度か狩かったことがあるからね。そんな力は僕の持ってる『忘ルー却ル欠フラ片グメ』……神の力を持つ『エレミーオの櫛くし』の力で無む効こう化かされる」

　と、頭に挿さしていた櫛を抜ぬく。

　そしてそれを一ひと振ふりした瞬しゆん間かん、強きよう烈れつな衝しよう撃げき波はがライナへと向かって放たれるが……

　しかし、飛び出した五方星は止まらなかった。

「え……？」

　スイがそんな声をあげると同時、放たれた衝撃波を全すべて吸きゆう収しゆうし、五方星はスイが持っていた櫛に張はり付き……

　突とつ如じよ、空から声が堕おちてきた……

『存在を解かい析せき・解かい除じよ。消えろムシケラ』

　刹せつ那な。

　櫛が消えた。

　いや、櫛だけじゃない、

　スイの腕うでが……先からどんどんと砂すなのようになって、消しよう滅めつしていき、

「な……なんだこれは……うわ、あああああああああああ!?」

　絶ぜつ叫きようした。

　慌あわてて右手にあった竜りゆうの腕で、自分の肩かたを噛かみ千切り、どんどんと砂になっていく腕を放ほうり捨すてる。

「がぁ……うぁ……」

　そのまま、スイはうずくまってしまった。

　クゥがそれに、やはり人形のような感かん情じようのない声で、

「スイ兄ちゃん……生きて……る？」

「あ、ああ。生きてる。出血も焼いて止めた……だが……」

　と、怯おびえた顔で、スイはライナを見上げた。

「な、なんなんだ、こいつ。ただの『複アルフア写・ステイ眼グマ』保持者じゃないのか？　いまの力……それにいまの声。いったいなにが喋しやべってるんだ！　他の奴やつとはまるで……」

　するとまた、空から声が堕ちてきて……

『我われを殺す？　いま程てい度どの力で、我を殺す？『エレミーオ』ごときの力で我を殺すというのか？　地を這はうムシケラが、我を殺すと言うのか？　は、ははは、はははははは。消えろ。きえろ。キエロ。全て無だ。無む為いだ。無に帰せ』

　声が響ひびき、ライナが手を掲かかげると、目からこぼれ出た五方星が掌てのひらに張りついて……

　それにスイは叫さけんだ。

「に、逃にげるぞクゥ！　あれは、あれは『複アルフア写・ステイ眼グマ』なんかじゃない！　あ、あれは……」

　全てを言う前に、クゥがスイを抱かかえて、人間を超ちよう越えつした、信じられない動きでその場を飛びのく。

　直後だった。スイとクゥがいた空間すべてが、ごっぽりと消え去る。

　まるで、最初からそこにはなにもなかったかのように……

　森が、大地が、大気が……

　完全なる無へと変わり……

　信じられないほどの力だった。

　スイとクゥはそのまま逃げ去り……

　しかし、声はさらに堕ちてくる。

『どこへ逃げようと、全ては無に帰る。

　αはじまりは破は壊かいだ。我はなにも生み出さない。恵めぐまない。救わない。ただ消すだけ。真っ白に』

　そして、破壊が始まった。

　周囲に五方星を撒まき散らす。

　そしてその度たびに、世界が消失していく。

　森が、地面が、そこに死んでいた人間たちが、あとかたもなく消え去っていく……




　しかし。




　そんな中。

　フェリスはライナを見つめていた。

　まるで逃げようとせずに、剣けんを鞘さやに収おさめて、ライナを見つめる。

　世界に破壊を撒き散らし続けるライナを見つめる。

　そして……

「おい、おまえ、おまえは何者だ？」

　なんてことを、暴ぼう走そうする化ばけ物ものに聞いた。

　それにライナは振ふり向いて……

　そして、やはり声が墜ちてくる。

『は、はは。神。悪あく魔ま。邪じや神しん。勇者。化ばけ物もの。好きに呼よべ。どうせおまえは消える』

　と、手を掲げてくる。あの、信じられないほどの破壊の力を持った……五方星を向けてくる。
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　その五方星が放たれれば、それで終わり。

　その五方星にはそれほどの威い力りよくがあった。

　が、フェリスはそれを、別べつ段だん身み構がまえるわけでもなく、見つめた。

　じっと、見つめた。

　そして、

「……ふむ。スイは驚おどろいていたようだが、おまえが、ただの『複アルフア写・ステイ眼グマ』保ほ持じ者しやじゃないということは、驚くに値あたいしない」

　瞬しゆん間かん、五方星が放たれた。

　とっさにフェリスはその場をしりぞき、よける。

　よけたあとの空間が、消失する。

　それを確かく認にんしてから、フェリスは続けた。

「そうだ。おまえはただの『複アルフア写・ステイ眼グマ』保持者じゃない。私にはとっくにわかっていた。おまえは……そんな化物じゃなく、もっとたちの悪い、伝説の変へん態たい男だからな。おまけに色しき情じよう狂きようの上、怠なまけ者の出来そこないの、間ま抜ぬけだ」

　なんてことを言うフェリスのもとに、さらに五方星が放たれる。いや、それだけじゃない。周囲に破壊が撒き散らされていた。

　まるで、フェリスの存在など、はじめからないかのように、無む作さく為いに破壊の力が撒き散らされる……

　このままここにいれば、いずれは確実に殺される。それは明らかだった。

　しかしそれでも、フェリスは逃げない。

　距きよ離りも取らず、ただ、ライナを見み据すえ続けて……

「……おまえには言ってなかったが、おまえが書いたレポートの一枚まい目めを、私はシオンに見せられて、読んだんだ。あれには確たしか、こんなことが書いてあったな。人が死ぬのは嫌きらい。殺すのも嫌い。泣かれるのも、泣くのも嫌い。人生を選べないというのはどういう気持ちだろう？　家族が死ぬのは？　好きな人が死ぬのはどうだろう？　……」

　とそこで、フェリスはまた、五方星の力をよけ、淡たん々たんと続ける。

「読んだとき、これを書いた奴やつは、馬ば鹿かだと私は思った。人が死ぬのは嫌いだと？　人は死ぬものだ。殺すのが嫌い？　誰だれかが生きるということは、誰かが死ぬということだ。その全すべてをめんどくさいと思うような怠け者で、おまけに小心者のおまえが……」

　さらに、撒き散らされる五方星をよけて、フェリスは言った。

「そんなおまえが、私を殺すことなんてできるはずがないと、私は思っている」

　また、よける。そして、フェリスは真まっ直すぐ、ライナを見つめて言う。

「おい、ライナ……おまえは前に進もうと思ったのだろう？　化物と呼ばれるのが嫌いやだと、思ったのだろう？　人を殺すのがもう嫌だと、そう思ったのだろう？　私はもう、おまえの攻こう撃げきを五度よけたぞ。だが、次はよけない。あとはおまえが決めろ。私は、おまえが化物だとは思っていない。

　いいか？　おまえは化物じゃない。

　おまえは、私の相方で、奴ど隷れいで、茶飲み友達だ。化物なんかじゃないんだ。聞こえるか？　ライナ」

　と、そこでライナはそのフェリスの声に反はん応のうするように、手を掲げた。

　朱しゆの五方星が張はりついた掌てのひらを、フェリスへと向けて……

　フェリスはしかし、それをじっと見つめる。

　まるで動こうとしない。ただ、ただ、ライナを真っ直ぐに見つめ……

　そして……

　フェリスは信じられないほど大きな声で、

「聞こえてるのかライナぁっ!!」

　怒ど鳴なりつけた。

　瞬間。

　ライナの手がぶるぶると震ふるえた。いや、体全体が震えて……

　がくがくと震えて……

　声が堕おちてくる。苦しげな声が……

『き、貴き様さまら……』

　が、そこでライナの口が開いた。こちらも、苦しそうな声こわ音ねで、しかし、はっきりと意い志しを持った声で、

「く……そが……だ、黙だまれよ……てめぇの出番は、もう、終わりだ……悪りぃ……フェリス。俺おれの瞳めを……閉とじてくれないか……？」

　するとそれにフェリスは少しだけ微ほほ笑えんでから、一気にライナとの間合いを詰つめ、その目を閉じさせる。

　すると……

　そのままライナは地面に突つっ伏ぷした。

　体中がきしみ、力が抜けて、なにも言えなくなる。

　そして、フェリスもなにも言わなかった。

　二人とも黙っていた。

「…………」

　日が、もう、落ちかけている。

　森の中だから日の光が通らず、もう、暗くてもおかしくないのに、周囲の木々が全て消しよう滅めつしてしまっているため、まだ明るかった。

　ライナがうつぶせに倒たおれたまま、

「……俺は……やっぱりおまえを殺そうとしたな……はは。これが、俺の姿すがたなんだ。誰もに忌いみ嫌われる化ばけ物もの……殺すだけしか能のうのない化物。でも、もう、俺は知ってる奴やつを殺したくないんだ。だから、この旅は、終わりにしよう。おまえはローランドに帰れよ。理由を言えば、シオンだって文もん句くは言わないと思うしな」

　そんなことを言う。

　が、それに返事は返ってこなかった。

　いや、気配すらなくて……

「って、いないのか？」

　と、ライナは顔をあげようとした瞬しゆん間かん、背はい後ごから突とつ然ぜん、頭を踏ふみつけられ、再ふたたび地面に突っ伏す。

「ってうぁ!?　なにすん……ぎゃあああ」

　しかしそこで、さらに踏み潰つぶされる。

　そして、後ろから、

「人を殺すだけの化物だと？　おまえはいま、誰かを殺したのか？」

「ああ？　いや、いまはたまたま殺してねぇけど、でもおまえを……」

「私は死んでない。いや、おまえが本気で私を殺すつもりなら、殺せたはずだ。だが、あの五方星をばらまく迷めい惑わくな奴は、まるで無む理り矢理私を無む視しするように動いていた。つまりは……そういうことだ。女一人殺せないような小心者のおまえが、化物だと？　笑わせるな」

「い、いやでも……」

　が、フェリスはもう一度、有う無むを言わさないように、

「もう一度言うぞ？　おまえごときでは、私を、殺せない。文句があるなら、おまえの首をはねるぞ」

　と、背後で剣けんが抜かれる音がして……

　それにライナは慌あわてて、

「っておまえ、いまのちょっと本気で言っただろ!?」

「無む論ろんだ。おまえと違ちがって私は、おまえを殺せる、というところを見せてやろうと……」

「見せんでいいわ！」

　いつものように叫さけんでから……

　その、いつものような自分に、ライナは小さく笑った。

　すると背後から、

「ふむ。まあ、では、冷茶でもいれるか」

　なんてことを言ってきて……

「…………ああ、いいね……でも、この森の中でってのはどうかな～」

　なんて言いながらライナは立ち上がると……

　すでに、

「ふむ。茶飲み場所は、どこがいいかな」

　そんなことを言いながら、フェリスは完全にライナを無視した態たい度どで歩き出していて……

　ライナはそれをのろのろと追いかけながら、

「あーおいおい、待てって。そんなに急ぐなって。俺ってばちょっと疲つかれ……」

　が、そこで突然、ライナの言葉を遮さえぎって、

「ライナ」

「ん？」

　ライナが顔をあげると、フェリスは振ふりかえらないまま突然、

「……………………よく戻もどった」

「…………」

　それに、ライナは気だるげな動きで頭をかいてから、

「……ああ。ただいま」

　そう、答えたのだった。









　ＰＲＯＬＯＧＵＥⅡ　──それでも夢を見つづける






　たくさんのものを取りこんでいく。

　喜び、愛あい情じよう、笑え顔がお……

　悲しみ、憎にくしみ、怒いかり……

　たくさんのものを取りこんでいく。

　そして、さらに、さらにもっとと、前へ進もうとする。

　まるで、進まなければ、存そん在ざいできないかのように。

　進まなければ、進まなければ……

　それで、なにを失おうと、進まなければ。

　しかし。

　それが正しいのだろうか？

　それでいいのだろうか？

　いくら悩なやんでも……

　選せん択たくを迫せまられる。いつだって選択を迫られるのだ。

　生きている限かぎり、死なない限り。




　　　　◆




　シオンは玉ぎよく座ざに座すわり、フロワードを目の前にして、肩かたをすくめて言った。

「……で、今回のエスタブールの反はん乱らんで、ステアリードをのぞいた反国王派はの貴き族ぞくたち……クリアド、イシュルナ、パールが死んだって？」

　するとフロワードは薄うす笑えみを浮うかべた顔のまま、あっさりうなずいて、

「勇ゆう敢かんにも、兵たちだけにローランドの守りを任まかせてはおけないと、前線へ出て、名めい誉よの戦死をなさいました」

　なんてことを言う。それに、シオンはもう、言葉もなかった。

　それが、まったく嘘うそだということはわかっている。クリアド、イシュルナ、パールは、反乱のどさくさに紛まぎれ、フロワードに殺されたのだ。それにシオンは、

「……で、フロワード。ステアリードは、なぜ殺さなかった？」

　そう聞くと、

「ステアリード公こう爵しやくは、直前でこちらに寝ね返がえりました。彼は、まだ、利用価か値ちがありますから。しかし、裏うら切ぎり者は、いずれまた、裏切る。いつか、始末する必要があります」

「利用したあげくに、殺すということか？」

「いけませんか？　もし、生かしておけば、陛へい下かに害をなしましょう。陛下の大切な人材が殺される可か能のう性せいもあります。あの、フィオル・フォークルのように」

「………………」

　それに、シオンは……

「そうだな……ステアリードのことは、おまえに任せた……」

　すると、フロワードはそれに笑みを浮かべ、

「お任せください。しかし……やはりあなたは、私が求めていた通りの、本物の王だ」

「……どういう意味で？」

「……いえ……」

　とそこで、フロワードは振ふり向いてから、

「私は、ここらで退ひきましょう」

　そう言ってさっさと去っていく。それと入れ違ちがいになるように、クラウと、そして、最近国王派の一員となった、新しい貴族が入ってきて……

　シオンはフロワードが消えた理由を理り解かいした。

　現あらわれた、美しい女じよ性せい……

　ノア・エンを見て、シオンは言った。

「これは、エン嬢じよう。ローランドの居い心ごこ地ちは、いかがですか？」

　するとノアは微び笑しようして、

「陛下のご配はい慮りよのもと、快かい適てきに過すごさせていただいています。クロム少しよう将しようも、よくしてくださいますし」

　それにシオンはクラウに目を向けて、

「ほう。クラウが……おいクラウ。どこかおかしなところに連れてったりしてないだろうな？」

「ああ？　どういう意味だそりゃ」

　シオンは笑って、

「どういう意味って、そういう意味に決まってるだろう？　ローランドの恥はじをさらすようなことだけは……」

「するか！」

　なんて叫さけんだところで、ノアが澄すました顔で言う。

「陛下、クロム少将は、きちんとローランドを案内してくれています。昨さく晩ばんなど、裸はだかの女性が踊おどりを見せてくれる酒場に……」

　刹せつ那な。

「んな!?」

「クラウ!!」

　と、クラウとシオンが叫んだところで、ノアは笑顔を見せて、

「なんてことには、なっていませんので、ご安心ください」

　そんなことを言ってきて……

　シオンは微笑した。

「だいぶ、ローランドに慣なれてくれたようですね。それなら、私も嬉うれしい」

「ええ。この国は、私が思っていたよりも、ずいぶんと民たみが笑っている。陛下の尽じん力りよくのたまものですね」

「いや、まだまだですよ」

　とそこで、ノアがシオンをじっと見つめてきて、

「そう、陛下が思ってらっしゃるのなら、大だい丈じよう夫ぶでしょう。自分の統とう治ちをおごる王でなければ、私はまだ、口をだしません」

　なんてことを言ってくる……

　それにシオンはノアを見つめた。

　彼女の目は、真しん剣けんだった。なにかを背せ負おって、ここに立っている。それが伝わってくる。

　フロワードが下した彼女の評ひよう価かはこう。

『かなり優ゆう良りような人材。前向きで、賢かしこく、芯しんが強い。私としては、あの女性を妃きさきに、陛下に子をなしてもらいたいぐらいです。そうすれば、名実ともに、エスタブールを完全にローランドにとりこめますし……あなたが死んだあとも、この国はよい王に恵めぐまれましょう』

　なんてことを言っていて……

　彼女の力強い瞳ひとみは、フロワードにそう、言わせるだけのものがあった。

　あれだけのことがあって、その上で、こうして軽口をたたいているのだ。全すべてを失ったばかりだというのに、自分がやらなければならいことを見み据すえて、動いているのだ。

　彼女から全てを奪うばった、フロワードにさえ、彼女は笑顔で接せつする……

　強い人間だ。そう思った。

　まあ……と、シオンはクラウとノアが仲よく話すのを見て……

　妃にしてほしいなんていう、フロワードの願いは、叶かなえられないだろうけど……

　肩をすくめて笑う。それに、クラウが、

「なににやにや見てんだよ気持ち悪ぃな」

「いや、クラウとエン嬢が仲がよくて、よかったなぁとか、思ってな」

「ああ？　なんだよそりゃ？」

　というクラウの言葉に、ノアが、

「あら、私のようなものが相手では、ご不満だという態たい度どですか？　それは」

「へ？　いや、そういうわけじゃないが……ああもうシオンてめぇ！」

　それにシオンは笑ってから、

「さあ、用がないなら、もう少しエン嬢を案内してやれ。こう見えてもクラウ、俺おれは忙いそがしいんだぞ？」

「わかってるようるせぇな。んじゃ、ノア、いくぞ」

「はい」

　そう言って、去っていく二人を笑顔で眺ながめてから……

　その顔が、そのまま少し悲しげに歪ゆがむ……

「…………民が笑って、幸せに暮くらせる国……か」

　そんなことを呟つぶやいてから、彼は執しつ務む室しつへと戻もどり、フロワードが以前から提てい出しゆつし続けてきている案あん件けんの書類を見つめた。

　それから今度は、ライナたちがイリスに持たせてよこしてきた手紙を見る。

　そしてそこに書かれていることを読み、それから、椅い子すにぐったりと座すわりこんだ。

　そのまま、窓まどの外を眺め……すると、頭にまた、さっき考えていた、あの言葉が浮うかんでくる。

　進まなければ、進まなければ……

　それで、なにを失おうと、進まなければ。

　しかし。

　それが正しいのだろうか？

　それでいいのだろうか？

　いくら悩なやんでも……

　選せん択たくを迫せまられる。いつだって選択を迫られるのだ。

　生きている限かぎり、死なない限り。

　民が笑おうと……民が泣こうと……

　選択を迫られるのだ。

「…………………………くそ……」

　シオンは執務室で一人、小さくそう毒づいた。




　　　　◆




　その頃ころ。

　ライナたちはといえば……

　やはりネルファの街の、もう、完全に常じよう連れんになってしまった宿屋の食堂で、王シオンからの連れん絡らくを持ってくるイリスを待っていたりして……

　遅おそい昼食のあと、昼間っからやっぱり眠ねむそうなライナが疲つかれた声こわ音ねで、

「なぁフェリス。俺的にはさ、もう、疲れちゃったし……この宿屋で一生食っちゃ寝ねしながら過すごしたいと思うわけだよ」

　するとそれに、横で黙もく々もくと食後のだんごを食べていたフェリスが、

「うむ。私も毎日ここでだんごの特売を生きがいに生きていくというのも悪くないと思っていたところだ」

「でも、そういうわけにはいかないんだろうなぁ……」

「ふむ。そうだな。少し、現げん実じつ的に考えてみようか。まず最初に問題になるのは、金だな。王シオンからの送金がなくなれば、『衣い』『食』『住』『だ』の、生きていくのに必要な四大要よう素そが失われ……」

　とそこで、ライナはフェリスの言葉を遮さえぎって、

「あーちょっと待って。あの、しつもーん」

「ん。なんだライナ」

「あのさ、『衣』『食』『住』は、意味がわかるんだ。衣類、食事、住じゆう居きよだろ？　だが、最後の『だ』ってのは……なんだ？　まさか、だんごか？」

　すると、

「当然だろう？　だんごなくして、人間がどうやって生きていくというのだ？」

　なにを馬ば鹿かなことをと言わんばかりの口調でフェリスが言ってきて、ライナはそれに、

「ああ、気にしないでくれ。まあおまえのことだから、そうだろうとは思ったんだが、ちょっと確かく認にんしただけなんだ。なにせ、これから食っちゃ寝だけで生きていけるかどうかの、重要な計プラ画ンの話だからさ。きっちりと整理しておかないと」

「うむ。では話を進めるぞ。問題は結局、あの王シオンがすべての元げん凶きようだと思うわけだ。そこで、ここはいっそ、王シオンの首をはね、金を奪うばうというのはどうだろう？」

「おーそれいいねー。あ、でもローランドいくのめんどくさいから、イリスに頼たのんで、金だけ持ってきてもらおうぜ？」

「ああ、なるほど。そういう手があったか……」

　なんて、不毛この上ない会話。

　平和だった。

　ここにいると、世界中が、別に戦争なんてせずに、おだやかに食っちゃ寝しながら過ごしてるんじゃないか、そんなことが思えるほど……平和だった。

　しかし。

　その平和は……

　長くは続かない。

　その、黒い影かげは、宿屋のすぐ外まで迫っていた。

　ゆっくりと、扉とびらが開かれ……

「おばちゃーん、またきたよー！」

　そんな声がかけられ、女お将かみがその声に、

「あらあら、またのご利用ありがとうございます」

　そんな声をあげて、宿の入り口にある、受付へと走る。

　ただそれだけの、平へい凡ぼんな、普ふ通つうの光景。

　しかしそれに、ライナは顔を引きつらせ、フェリスと顔を見合わせた。

　そして、

「ってか、なんで？　なんであいつらがここに？」

「ん。おまえの日頃の行いが悪いせ……」

　が、言葉は最後まで聞こえなかった。

　別の、大きな声に遮られて……

　バン！　っと食堂の扉が勢いきおいよく開かれた瞬しゆん間かん、その声は上がった。

「あああああああああライナ見つけたあああああああああああああああああああ!!」

「うわ……やっぱりミルクか!?　ってことは、『忌いみ破やぶり』追つい撃げき部隊も……」

「ルーク、ラッハ、リーレ、ムー！　ライナ発見!!　あの美人なだけの女と浮うわ気きするライナをそっこー捕ほ獲かくします！」

『了りよう解かい！』

「了解じゃねええええええええええええええええええ！」

　叫さけんで、ライナは食堂の中、ミルクに追いかけられて走りまわる。

　その横で、一人だけ妙みように冷静な表情でフェリスが、

「おっと、そろそろだんごの特売の時間だ。では、せいぜいがんばれライナ」

「あ、てめぇそうやって自分だけ逃にげようたって……」

　が……

「ぜったい逃がさないんだからね！　求めるは雷らい鳴めい〉〉〉──」

「うお……ここ、室内だぞ？　室内でそんな攻こう撃げき魔ま法ほうを……ぎゃああああああああ!?」

　そうして、なんだかんだいいながらも結けつ構こう平和な日々が、ゆっくりと過ぎていくのだった……




　　　　◆




　しかし。

　それでももう、世界は動き出してしまった。

　ゆっくりと。ゆっくりと、前へと進んでいく。

　まるで、進まなければ存在できないかのように……

　進んでしまう。

　いろいろな喜びや悲しみを取りこみながら。

　誰だれもが悲しみ、誰もが、かつてあった平へい穏おんを懐なつかしもうとも……

　それは、進み始めてしまったのだ。








　あとがき




　お待たせしました。

　そんなわけで、伝勇伝長編三巻、いかがでしたでしょーか？

　今回は、ものすごい勢いきおいで話が進み始めちゃったり、『とりあえず伝説の勇者の伝説①』のあとがきにも書いた、いろいろめんどくさい方式（読まれた方は気付かれたと思いますが）というのをやりまくったために……

　僕ぼくの作品の中で、一番分ぶ厚あつい作品になってしまいました。

　もう、書き出してすぐにわかりました。今回の執しつ筆ぴつは、長い戦いになる……（涙）

　というより、作品を書き出す前にプロット（作品のざっとした企き画かく）というものを書くんですが、もう、そのプロットでさえ、原げん稿こう用紙で七十枚もあったりして……

　とにかく、この伝勇伝というシリーズは、書きたいこと、書かなきゃいけないこと、書く機会がないけど、無む駄だにたくさんに考えられている設定などなどが、いっぱいありまくってたりして……

　だから、こんな分厚いのに、実はまだまだ書き足りなかったりしちゃうんですが。

　でも、とにかくがんばりました！

　他の執筆のスケジュールもある中、書いても書いても終わらない!?

　あんなにがんばったのは、僕の人生の中でも、数えるほどしかないかもしれない……

　というわけで。

　ほめて！（笑）

　ってまあ、そんな冗じよう談だんはともかく。

　今回はもう、めちゃめちゃファンレターに励はげまされました。

　挫ざ折せつしそうになると、ファンレターを読んでました。

　みなさんがバレンタインに送ってきてくれたチョコも、ちょっと時間はかかっちゃったけど、少しずつ、全部食べました！

　すっげーうまかったです！

　ライナ用に枕まくらを送ってきてくれた方にも助けられました。

　それでちゃんと昼寝しましたし。（僕がしていいのかという話もありますが……）

　イラスト書いて送ってくれた方。みんな絵がうまい！　すっごい嬉うれしいです！

　伝勇伝のキャラの声を演じて、テープにとって送ってきてくれた人もいて。

　実は、伝勇伝には、ファンレター用の住所が書かれていないにもかかわらず、こんなにみなさんに励ましてもらえて。

　ほんとにこの三巻は、みなさんの応おう援えんで出たようなものです。

　感かん謝しや感かん激げきです。

　というわけで、Ｍさん！　伝勇伝にもファンレター用住所書いといてくださいよー。

（担：しょうがねーなあ。この甘ったれ作者に一言言いたいひとはこちらまで）
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　　富士見書房　ファンタジア文庫編集部　気付

　　鏡貴也（様）



　って……こんなに励まされていて、ほ、ホワイトデーのお返しは、ちょっとあんまりにも忙しくてできてませんが……この作品が、お返しということで一つ……

　あう、だめ？

　な、なんとかしようと思ってるんですが……もうちょい、待ってくださいね？

　でも、読んでくれているかた、本当にありがとうございます。

　みなさんのおかげで、この本は存在しています。

　何度も言いますが、ありがとう！

　で、話は変わって。

　今巻の位置付けについて。

　今回のお話から、完全に伝勇伝シリーズは、この長編が引っ張っていくことになると思います。これから、どんどん話は入り組んでいって……きっと、今後もどんどんライナは安眠妨害されまくりなんでしょうが（笑）

　どうか、みなさん、応援してやってくださいね。

　と、絶対に言っておかなきゃいけないことは、これくらいかな？

　うん。

　あ、それで、今巻はあれです。

　この本を読んだあと、すでに発売されている、現在ドラゴンマガジン誌上で連れん載さいされている短編をまとめた『とりあえず伝説の勇者の伝説②・脱力のヒロイック・サーガ』と見比べてみたりすると、おもしろいかもしれません。

　読んでもらえればわかると思いますが、きっと、

「鏡貴也はこんなめんどくさいことやって、馬ば鹿かだなぁ」

　と思ってもらえること間ま違ちがいなしです（笑）

　いやぁでも、ほんと三巻が終わってよかった……

　楽しく書けたけど、大変だったぁ。

　というわけで、今回はこの辺にしておこうかな。

　実は、今回はあとがきスペース、まだいっぱいあるらしいんだけど、なんと来月にはもう、『とりあえず伝説の勇者の伝説②』が出ちゃうので、ここであんまり書くと、来月あとがきで書くことなくなっちゃうし！（涙）

　そんなわけで、現在、来月の短編集に載のせる分の書き下ろし短編を書いているところであります。

　その締しめきりも、もう、目の前であります（涙）

　ぐは!?

　えと、今回の書き下ろしは、短編ではめずらしい、シリアスだったりするので、お楽しみに！

　そんなわけで、ではではまた来月！







　ああそうそう。

（と、一度終わったくせに、さもなにごともなかったかのように、また登場してみたり）

　ちなみに今巻は、実はちょっとした記念の巻だったりします。

　それは、この本の背表紙を見てもらえればわかります。

　一番上のところに、１１１─１１と書かれてませんか？

　それは、富士見でデビューした、一一一人目の作家が出した、十一冊目の作品、ということがあらわされていたりします。

　数字が並びまくってます。

　いや、ただそれだけなんですが……（笑）

　なんかめでたいなぁとか思って。

　ホームページとかそういうものでいえば、キリ番とかそういうやつでしょうか？

　でもって考えてみる。

　富士見で、次にこの数字より大きい数字で、こんなふうに数字が並ぶのは、たぶん二二二番目の作家さんが、二十二冊目を書いたときか……

　それか、僕が百十一冊目を書いたときか……

　ひゃ、百十一!?

　うわぁ……すっげえ遠い話だなぁ。

　あ、でも、二二二番目の作家さんがデビューするのって、いつぐらいだろう？

　とりあえず一一一番目の僕が、第十二回ファンタジア長編小説大賞準入選を『武ぶ官かん弁べん護ご士しエル・ウィン』で受賞させてもらって、二〇〇一年にデビュー。

　で、調べてみると、富士見の、一番目一冊目は、なんとあの、田た中なか芳よし樹き先生が書いた『灼レツ熱ド・のホツ竜ト・騎ドラ兵グーン』で。

　それが、昭和六十三年というから、西せい暦れき一九八八……

　十四年間で一一一番目が出たから、二二二番目が出るのは、さらにそっから十四年くらいかな？

　でもってさらに、デビューから毎年その二二二番目の作家さんが、毎年六冊ずつ出す人だったとすると……

　だいたい僕のデビューから十八年後くらいに、

　２２２─２２が達成するわけで……

　とすると、それまでに僕が百十一冊目の本をだすにはどれくらいがんばらなきゃいけないかというと……

　僕は最初の二年で九冊だしてるから、残り百二冊。

　でもって、その二年を引いた、十六年間のあいだに、僕は年間何冊だせばいいのか……

　百二割る十六。




　答えは、毎年六冊とちょっと……




　うぁ……間に合わないっぽい!!

　そ、そんなわけで、次のキリ番は、２２２番目の作家さんになりそうです。

　って、締めきり目前なのに、なに僕はこんなくだらないことをやってるんだろう。

　と、とりあえず、今度こそ、執筆に戻もどりまーす。




　では来月にまた！




鏡　貴也











伝でん説せつの勇ゆう者しやの伝でん説せつ３




非情の安眠妨害














鏡かがみ　貴たか也や
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